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﹇
巻
頭
言
﹈ 対

立
の
中
で
生
き
る
 浄

土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
長
　
佐
々
木
義
英
 

世
界
各
地
で
戦
争
や
紛
争
が
絶
え
ず
、
か
け
が
え
の
な
い
い
の
ち
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
和
を
願
っ
て
も
な
お
、
対
立
と
暴
力
の

連
鎖
が
続
く
現
実
を
前
に
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
無
力
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
現
実
に
向
き
合
う
と
き
、
浄
土
真
宗
の
教

え
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

親
鸞
聖
人
は
自
ら
を
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
と
仰
せ
に
な
り
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
「
同
朋
・
同
行
」
と
仰
い
ま
し

た
。
わ
た
し
た
ち
の
心
は
常
に
自
己
を
優
先
し
、
そ
れ
が
争
い
の
温
床
と
な
り
ま
す
。
凡
夫
の
力
で
は
こ
の
心
を
制
御
す
る
こ
と
も
、

争
い
を
な
く
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
自
覚
の
も
と
、
聖
人
は
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
に
身
を
託
し
、
念
仏
の
道
を
歩
ま
れ
ま
し

た
。 

「
同
朋
・
同
行
」
と
い
う
視
点
は
、
戦
争
や
対
立
に
満
ち
た
現
代
を
照
ら
す
大
切
な
指
標
と
な
る
も
の
で
す
。
誰
も
が
煩
悩
を
抱
え

な
が
ら
阿
弥
陀
如
来
に
救
わ
れ
る
身
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
る
と
き
、
相
手
を
憎
し
み
や
排
除
の
対
象
で
は
な
く
、
共
に
生
き
る
仲
間
と

し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
「
必
ず
救
う
」
と
い
う
本
願
に
出
遇
う
と
き
、
憎
し
み
や
対
立
を
超

え
る
歩
み
の
端
緒
と
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 
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本
研
究
所
も
こ
の
課
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
受
け
と
め
、
念
仏
の
教
え
に
立
脚
し
た
研
究
と
発
信
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
戦
争

と
平
和
を
浄
土
真
宗
の
視
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
問
い
直
す
こ
と
は
、
未
来
へ
の
道
を
拓
く
た
め
の
大
切
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

4
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﹇
総
論
﹈ 『

浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
第
一
九
号
の
テ
ー
マ
と
各
論
文
 

梯
　
　
信
　
暁
 

『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
第
一
九
号
の
統
一
テ
ー
マ
は
、「
平
和
と
宗
教
」
で
あ
る
。
令
和
七
年
度
は
、
戦
後
八
〇
年
と
い
う
節
目
の

年
で
あ
り
、
各
分
野
に
お
い
て
平
和
に
関
す
る
研
究
が
な
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
本
研
究
所
で
も
様
々
な
形
で
平

和
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

令
和
六
年
度
に
は
、「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
（
戦
後
八
〇
年
版
）」
の
作
成
を
目
指
し
て
、
研
究
所
内
で
数
回
に
わ
た
っ
て
検
討

会
議
を
実
施
し
、
戦
後
五
〇
年
の
「
戦
後
問
題
検
討
委
員
会
答
申
」、
戦
後
七
〇
年
の
「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
」「
平
和
に
関
す
る

論
点
整
理
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
聴
会
の
意
見
集
約
」
や
、
そ
れ
以
降
の
取
り
組
み
を
点
検
し
、
ま
た
現
在
世
界
で
起
き
て
い
る
武
力
紛

争
の
現
況
や
専
門
家
の
見
解
な
ど
の
情
報
収
集
に
当
た
っ
た
。 

令
和
六
年
七
月
三
十
一
日
に
は
、「
平
和
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
／
何
が
で
き
る
か
―
戦
後
八
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
―
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
第
十
三
回
宗
門
教
学
会
議
を
開
催
し
た
。
発
題
者
は
仏
教
大
学
教
授
大
谷
栄
一
氏
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
員
宮
地
清
彦
氏
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
赤
松
徹
眞
氏
で
、
そ
の
内
容
は
『
宗
報
』
令
和
六
年
十
月
号
、
十
一
・
十
二
月
合
併
号

に
報
告
さ
れ
た
。 

そ
れ
ら
の
成
果
を
結
集
し
て
、「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
（
戦
後
八
〇
年
版
）」
を
作
成
し
、『
宗
報
』
令
和
七
年
三
月
号
に
発
表
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し
た
。 

さ
ら
に
三
月
十
三
日
、「
宗
教
と
戦
争
―
信
仰
と
平
和
の
間
で
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
第
十
二
回
六
条
円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

発
題
者
は
桃
山
学
院
大
学
教
授
石
川
明
人
氏
で
、
そ
の
内
容
は
『
宗
報
』
令
和
七
年
七
月
号
、
八
月
号
に
報
告
さ
れ
た
。 

令
和
七
年
度
に
入
り
、
四
月
十
四
日
に
「
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
総
長
が
「
戦
後
八
〇
年
に
あ
た
っ
て
の
平
和
を
願
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
を
読
み
上
げ
た
。
そ
の
内
容
は
『
宗
報
』
令
和
七
年
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
相
愛
学
園
学
園
長
釈
徹
宗

氏
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
赤
松
徹
眞
氏
、
総
合
研
究
所
副
所
長
寺
本
知
正
氏
に
よ
る
鼎
談
が
行
わ
れ
、
加
え
て
宗
派
製
作
の
映
画

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
沖
縄
戦
―
知
ら
れ
ざ
る
悲
し
み
の
記
憶
」
が
上
映
さ
れ
た
。
鼎
談
の
内
容
は
『
宗
報
』
令
和
七
年
八
月
号
、
九

月
号
に
報
告
さ
れ
た
。 

七
月
三
日
〜
五
日
に
は
、
沖
縄
、
長
崎
、
広
島
に
お
い
て
、
ご
門
主
様
ご
出
向
の
も
と
戦
没
者
追
悼
法
要
が
勤
修
さ
れ
た
。
そ
の
模

様
は
『
本
願
寺
新
報
』
七
月
二
〇
日
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

八
月
五
日
、「
平
和
学
、
平
和
の
教
化
学
の
確
立
に
向
け
て
―
「
非
暴
力
」
を
視
座
と
し
て
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
第
十
四
回

宗
門
教
学
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
発
題
者
は
、
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
教
授
佐
藤
史
郎
氏
、
京
都
女
子
大
学
教
授
市
川
ひ
ろ

み
氏
、
対
論
者
は
本
願
寺
史
料
研
究
所
所
長
赤
松
徹
眞
氏
、
総
合
研
究
所
副
所
長
寺
本
知
正
氏
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
『
宗
報
』
令

和
七
年
十
一
・
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
今
年
度
内
に
は
、
現
代
の
世
界
情
勢
を
踏
ま
え
た
六
条
円
卓
会
議
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

加
え
て
本
研
究
所
で
は
平
和
研
究
の
一
環
と
し
て
、
自
死
や
貧
困
な
ど
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
号
に
は
そ
れ
ら
の
諸
問
題

に
関
す
る
論
文
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 本
号
に
は
、
特
別
に
佐
々
木
義
英
所
長
の
論
考
「
証
言
　
戦
後
八
十
年
を
前
に
し
て
―
シ
ア
ト
ル
・
ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
島
と
ミ
ネ
ソ

8
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タ
・
キ
ャ
ン
プ
サ
ベ
ー
ジ
の
悲
劇
―
」
が
寄
せ
ら
れ
、
テ
ー
マ
研
究
、
そ
し
て
個
人
研
究
の
進
展
を
報
告
す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。 テ

ー
マ
研
究
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。 

 安
部
智
海
氏
の
論
文
「
対
人
支
援
の
現
場
か
ら
―
中
動
態
を
手
が
か
り
に
―
」
は
、
対
人
支
援
、
特
に
自
死
に
関
す
る
支
援
を
論
じ

た
も
の
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
や
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
京
都
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
支
援
を
手
が
か
り
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い

る
。
従
来
、
支
援
関
係
は
「
支
援
す
る
側
」
と
「
支
援
さ
れ
る
側
」
と
い
う
能
動
・
受
動
の
関
係
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
今
回
の
調
査
対
象
に
お
い
て
は
、
支
援
者
と
被
支
援
者
と
い
う
一
方
的
・
分
段
的
な
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
分
断
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
支
援
活
動
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
。
安
部
氏
は
そ
の
関
係
を
、
言
語
学
の
領
域
で
提
唱
さ
れ
て
い
る

「
中
動
態
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
捉
え
よ
う
と
す
る
。
支
援
者
と
被
支
援
者
の
関
係
を
、
硬
直
し
た
も
の
で
は
な
く
、
共
生
を
目
指

す
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
支
援
・
被
支
援
と
い
う
関
係
が
、「
そ
の
場
を
と
も
に
す
る
わ
た
し
た
ち
」
と
い
う

関
係
に
変
化
し
、
支
援
を
「
行
為
」
で
は
な
く
「
出
来
事
」
と
し
て
再
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。 

結
論
と
し
て
氏
は
、
Sotto
の
模
擬
相
談
お
よ
び
仮
設
住
宅
居
室
訪
問
活
動
の
事
例
に
お
い
て
見
ら
れ
た
「
孤
独
が
和
ら
ぐ
瞬
間
」

は
、
相
談
員
の
一
方
的
な
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
両
者
が
相
談
と
い
う
過
程
の
内
部
に
と
も
に
巻
き
込
ま
れ
、
相
互

に
変
化
す
る
出
来
事
で
あ
り
、
相
談
員
と
相
談
者
が
と
も
に
生
成
変
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
氏
は
そ
れ
を
「
心
の
居
場
所
」
と

呼
び
、
そ
れ
は
「
わ
た
し
」
で
も
「
あ
な
た
」
で
も
な
く
、「
わ
た
し
た
ち
」
と
い
う
関
係
の
「
場
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

本
論
文
は
、
教
学
と
現
場
と
の
乖
離
や
硬
直
化
に
つ
い
て
考
え
る
際
の
手
が
か
り
を
提
供
す
る
業
績
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 冨
島
信
海
・
遠
山
信
証
両
氏
の
共
著
論
文
「
仏
教
お
よ
び
真
宗
の
人
間
像
・
人
間
観
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
は
、「
人
間
像
」「
人
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間
観
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
仏
教
学
・
真
宗
学
の
立
場
か
ら
の
研
究
の
現
状
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
公
表
し

た
「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
（
戦
後
八
〇
年
版
）」
に
示
さ
れ
た
、
七
つ
の
平
和
貢
献
策
の
う
ち
、
第
四
の
「
人
間
像
の
点
検
〜
互

い
の
〈
い
の
ち
〉
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
〜
」
で
は
、「
仏
教
や
真
宗
の
教
え
に
基
づ
い
て
人
間
と
は
何
か
を
理
解
し
、
と
も
に
〈
い

の
ち
〉
を
尊
重
で
き
る
社
会
の
実
現
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
、
真
宗
の
世
界
観
や
人
間
観
に
関
す
る
研
究
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問
題
な
ど
現
代
的
課
題
に
即
し
た
研
究
お
よ
び
実
践
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

今
般
の
冨
島
・
遠
山
論
文
は
、
仏
教
学
・
真
宗
学
の
人
間
像
・
人
間
観
に
関
す
る
資
料
や
論
考
の
収
集
・
整
理
が
試
み
ら
れ
て
お

り
、
各
領
域
に
お
け
る
研
究
状
況
の
紹
介
と
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

仏
教
お
よ
び
真
宗
の
「
人
間
像
」
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
近
代
以
降
に
形
成
さ
れ
て
き
た
人
間
の
規
範
（
モ
デ
ル
）

や
教
化
団
体
の
動
向
に
関
す
る
研
究
に
焦
点
を
当
て
、
仏
教
・
真
宗
関
係
の
「
婦
人
」（
女
性
）・「
青
年
」・「
少
年
少
女
」
に
関
す
る

研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
従
来
、
十
分
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
教
化
団
体
の
位
置
づ
け
や
、
制
度
・
教
育
・
教
化
実
践
の

実
態
が
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
結
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
成
果
を
十
分
に
援
用

し
て
い
く
こ
と
で
、「「
戦
後
問
題
」
検
討
委
員
会
答
申
」
が
「
教
団
の
今
日
的
課
題
」
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
、
仏
教
婦
人
会
・
仏
教

青
年
会
な
ど
の
活
動
内
容
の
実
態
把
握
や
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
「
国
体
」
の
護
持
・
奉
公
を
尊
ぶ
「
画
一
的
な
人
間
像
」
が
、
敗
戦

後
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
の
検
証
、
さ
ら
に
は
、
現
代
の
平
和
と
人
権
に
関
わ
る
多
様
な
女
性
・
青
年
・
少
年
少
女

の
課
題
に
つ
い
て
関
係
機
関
が
協
議
を
深
め
て
い
く
た
め
の
基
盤
を
整
え
て
い
く
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ

ら
れ
て
い
る
。 

仏
教
お
よ
び
真
宗
の
「
人
間
観
」
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
教
理
・
思
想
と
し
て
の
人
間
理
解
に
関
す
る
研
究
に
焦
点

を
当
て
、
仏
教
お
よ
び
真
宗
の
人
間
観
に
関
す
る
研
究
が
、
戦
後
継
続
的
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
「
仏
教
的

人
間
学
」
と
い
う
研
究
領
域
が
成
立
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
本
論
文
が
、
そ
の
領
域
の
研
究
史
を
俯
瞰
し
た
業
績
と
し
て
位
置
づ
け

10
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ら
れ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
結
で
は
、
縁
起
の
自
覚
に
も
と
づ
く
責
任
・
感
謝
・
内
省
を
軸
に
人
間
の
生
き
方
を
捉

え
直
す
視
点
や
、「
人
間
中
心
主
義
」
を
前
提
と
す
る
発
想
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
視
点
、
あ
る
い
は
「
い
の
ち
」
の
尊
厳
と
い
う
立

場
か
ら
人
間
の
在
り
方
を
考
え
直
す
視
点
な
ど
が
見
い
だ
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。 

今
般
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
互
い
の
「
い
の
ち
」
を
尊
重
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
仏
教
学
・
真
宗
学
の
立
場

か
ら
様
々
な
提
言
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

 続
い
て
冨
島
信
海
氏
の
単
著
論
文
「「
安
穏
」
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
は
、「
安
穏
」
と
い
う
言
葉
の
歴
史
的
背
景
や
宗
教
的
意
義

を
考
察
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』
の
「
世
の
中
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
と
い

う
文
言
は
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
「
平
和
」
を
語
る
際
に
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
使
用
の
背
景
や
、
親
鸞
と
同
時
代
の
用
例
に
関

す
る
研
究
を
浄
土
真
宗
の
聖
典
や
関
連
史
資
料
を
対
象
に
網
羅
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
氏

は
、
古
代
・
中
世
に
お
け
る
「
安
穏
」「
安
隠
」
と
い
う
用
語
に
関
す
る
先
行
研
究
を
ま
と
め
、『
平
安
遺
文
』『
鎌
倉
遺
文
』『
浄
土
真

宗
聖
典
』
に
お
け
る
用
例
を
検
索
し
、
さ
ら
に
『
無
量
寿
経
』『
教
行
信
証
』
等
の
講
録
に
お
け
る
解
釈
を
網
羅
的
に
収
集
し
て
い
る
。 

そ
の
結
果
、「
安
穏
」
が
、『
法
華
経
』『
無
量
寿
経
』
を
は
じ
め
、
諸
経
に
あ
ら
わ
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
、
日
本
古
代
の
文
献
に
お

い
て
、「
安
隠
」
か
ら
「
安
穏
」
へ
と
表
記
が
移
行
し
た
こ
と
、
日
本
中
世
に
お
い
て
は
、
人
び
と
の
願
い
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
用

い
ら
れ
た
こ
と
、
浄
土
真
宗
の
聖
教
で
は
、『
無
量
寿
経
』
お
よ
び
異
訳
経
典
、
七
僧
聖
教
、
親
鸞
・
存
覚
の
著
作
、
蓮
如
の
言
行
録
、

法
然
関
連
資
料
な
ど
に
用
例
が
あ
る
こ
と
、「
安
穏
」
に
は
〈
仏
国
土
〉〈
衆
生
の
身
心
〉
を
あ
ら
わ
す
意
が
あ
る
こ
と
、『
教
行
信
証
』

引
用
文
中
の
「
安
穏
」
は
、
涅
槃
の
四
徳
（
浄
楽
我
浄
）
の
う
ち
常
徳
と
し
て
理
解
さ
れ
、
ま
た
「
安
楽
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
意
味

で
の
用
例
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

本
論
文
に
よ
っ
て
、
現
代
に
お
け
る
「
平
和
」
を
仏
教
思
想
か
ら
考
え
る
上
で
の
一
視
座
が
得
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。 
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個
人
研
究
と
し
て
、
井
上
慶
淳
氏
の
論
文
「
日
本
仏
教
思
想
史
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
―
称
名
寺
聖
教
『
浄

土
宗
法
語
』（
仮
題
）
を
通
し
て
〈
付
・
翻
刻
〉
―
」
が
寄
せ
ら
れ
た
。
法
然
浄
土
教
の
成
立
過
程
を
解
明
す
る
た
め
の
資
料
を
提
示

し
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
出
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
称
名
寺
聖
教
『
浄
土
宗
法
語
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
文
翻
刻
が
添
え
ら

れ
て
い
る
。 

『
浄
土
宗
法
語
』
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、
法
然
門
流
の
何
者
か
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
勧
化
本
（
談
義
本
）
で
あ
る
。

本
文
の
大
半
は
、
平
康
頼
『
宝
物
集
』
を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
井
上
氏
は
、

『
宝
物
集
』
が
治
承
年
間
（
一
一
七
七
│
一
一
八
一
年
）
の
成
立
で
あ
り
、
基
本
的
に
法
然
浄
土
教
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う

点
に
着
目
し
、『
浄
土
宗
法
語
』
の
大
半
が
、
法
然
以
前
の
資
料
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
法
然
浄
土
教
の
影
響

を
受
け
て
い
な
い
『
宝
物
集
』
を
、
法
然
門
下
の
著
者
が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
利
用
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
法
然
浄
土

教
の
日
本
仏
教
史
上
の
位
置
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。 

本
論
文
の
結
論
と
し
て
井
上
氏
は
、
法
然
浄
土
教
が
そ
れ
ま
で
の
浄
土
教
思
想
と
の
連
続
性
の
な
か
で
成
立
し
て
き
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
『
浄
土
宗
法
語
』
が
多
く
の
庶
民
を
想
定
し
て
著
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
法
然
浄
土
教
の
展
開
・
受
容
の
過

程
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
、
本
書
の
研
究
に
よ
っ
て
、「
法
然
浄
土
教
の
革
新
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
、
古
来

検
討
さ
れ
て
き
た
課
題
を
解
明
す
る
糸
口
が
得
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

『
浄
土
宗
法
語
』
は
、
法
然
浄
土
教
の
成
立
を
う
か
が
う
資
料
と
し
て
大
き
な
価
値
を
も
つ
文
献
で
あ
り
、
本
論
文
に
提
示
さ
れ
た

井
上
氏
の
見
解
な
ら
び
に
末
尾
に
付
さ
れ
た
克
明
な
翻
刻
は
極
め
て
有
用
で
あ
る
。
今
後
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
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対
人
支
援
の
現
場
か
ら
 

　――
中
動
態
を
手
が
か
り
に
――
 

安
　
部
　
智
　
海
 

序
　
　
論
 

「
対
人
支
援
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
困
難
や
危
機
に
お
い
て
人
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
る
支
援
の
こ
と
を
指
す
が
、
近
年
、
対

人
支
援
の
な
か
で
も
「
心
の
ケ
ア
」
や
「
寄
り
添
う
」
と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に
耳
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
し
か
し
こ
の
言

葉
が
示
す
行
為
が
何
を
も
っ
て
そ
の
成
否
を
分
け
て
い
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
支
援
対
象
の
心
に
変
化
を
起
こ
そ
う

と
、
身
体
的
、
心
理
的
な
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
指
し
て
「
心
の
ケ
ア
」
と
呼
び
、
あ
る
場
合
に
は
支
援
対
象
の
自
立
生
活
が
、
ま
た

あ
る
場
合
に
は
環
境
変
化
や
心
境
の
変
化（

１
）な
ど
を
目
的
に
「
寄
り
添
う
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
別
々
の
目
的
を
持
つ
支
援

方
法
が
「
対
人
支
援
」
と
い
う
同
一
の
言
葉
で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
、
一
般
に
そ
の
混
乱
を
深
め
る
要
因
と
も
い
え
よ
う
。 

ミ
ル
ト
ン
・
メ
イ
ヤ
ロ
フ
は
、
ケ
ア
の
本
質
に
つ
い
て
、 

 

一
人
の
人
格
を
ケ
ア
す
る
と
は
、
最
も
深
い
意
味
で
、
そ
の
人
が
成
長
す
る
こ
と
、
自
己
実
現
す
る
こ
と
を
た
す
け
る
こ
と
で
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あ
る
〈
中
略
〉
ケ
ア
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
種
々
の
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
、
他
人
を
単
に
利
用
す
る
の
と
は
正
反
対
の
こ
と
で

あ
る
。〈
中
略
〉
相
手
が
成
長
し
、
自
己
実
現
す
る
こ
と
を
た
す
け
る
こ
と
と
し
て
の
ケ
ア
は
、
ひ
と
つ
の
過
程
で
あ
り
、
展
開

を
内
に
は
ら
み
つ
つ
人
に
関
与
す
る
あ
り
方
で
あ
り
、〈
中
略
〉〔
相
互
に
〕
成
長
す
る
も
の（

２
） 

※〔
　
〕
内
は
筆
者
補
足
 

 
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、 

 

ケ
ア
す
る
際
に
経
験
さ
れ
る
相
手
と
の
合
一
の
体
験
は
、
寄
生
的
関
係
で
起
こ
る
合
一
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
相
手
を
支
配
し

た
り
所
有
し
よ
う
と
試
み
る
の
で
は
な
く
て
、
私
は
、
そ
れ
が
本
来
持
っ
て
い
る
存
在
の
権
利
に
お
い
て
成
長
す
る
こ
と
、
ま
た

よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
〝
そ
れ
ら
し
く
な
る
〞
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る（

３
）。 

 
と
、
定
義
し
て
い
る（

４
）。
ケ
ア
と
は
、
ひ
と
つ
の
展
開
を
内
に
は
ら
み
つ
つ
人
に
関
与
す
る
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
支
援
す
る
／

さ
れ
る
当
人
同
士
が
相
互
に
成
長
し
、
そ
の
内
実
は
相
手
と
の
合
一
体
験
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
り
、
相
手
を
支
配
・
所
有
す
る
試
み

で
は
な
い
と
い
う
。 

と
こ
ろ
が
我
々
が
、「
相
手
を
ケ
ア
す
る
」
と
い
う
能
動
態
で
こ
の
言
葉
を
用
い
た
場
合
、
事
態
は
た
ち
ま
ち
混
乱
す
る
。
な
ぜ
な

ら
誰
か
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
相
手
（
自
身
や
環
境
）
に
変
化
を
強
い
る
（
支
配
・
所
有
）
と
い
う
試
み
が
開
始
さ

れ
て
し
ま
う
か
ら
の
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
、
支
援
者
と
被
支
援
者
（
能
動
／
受
動
）
と
し
て
、
両
者
の
関
係
が
行
為
に
先
立

ち
、
あ
ら
か
じ
め
定
位
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
度
そ
の
関
係
が
定
位
さ
れ
て
し
ま
う
と
、「
支
援
」
と
い
う

言
葉
か
ら
能
動
／
受
動
と
い
う
関
係
以
外
は
想
像
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
し
、
私
た
ち
の
使
う
文
脈
で
「
私

14
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が
相
手
を
ケ
ア
す
る
」
と
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
事
態
（
能
動
／
受
動
）
を
指
す
行
為
だ
か
ら
だ
。
本
稿
の
問
題
点
は
、
こ
こ
に
あ

る
。 本

稿
で
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
京
都
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Sotto）
の
活
動
や
実
践
事
例
を
と
お
し
て
対
人
支
援
に
つ
い

て
考
察
を
進
め
、
対
人
支
援
の
一
形
態
を
位
置
づ
け
る
が
、
Sotto
が
示
す
対
人
支
援
は
、
必
ず
し
も
困
難
や
危
機
的
な
状
況
そ
の
も

の
（
や
相
手
）
の
変
化
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
は
そ
の
困
難
や
危
機
の
な
か
に
あ
り
つ
つ
も
「
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
」
こ
と
を

も
っ
て
支
援
の
成
否
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
活
動
の
成
否
を
分
け
る
「
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
」
と
い
う
事
態
を
、
能
動
／
受
動
と
い
う
関

係
で
説
明
し
て
し
ま
う
と
、
前
出
の
と
お
り
「
私
が
あ
な
た
の
孤
独
感
を
和
ら
げ
る
」
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
う
し
た
関

わ
り
方
で
は
、
む
し
ろ
気
持
ち
に
関
わ
る
支
援
の
根
幹
を
損
ね
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
（
第
一
章
第
二
節
で
詳
述
）。
そ
の
た
め
本

稿
で
は
、
能
動
／
受
動
と
い
う
文
脈
か
ら
一
旦
離
れ
て
そ
の
関
係
性
を
捉
え
直
し
、
中
動
態
と
い
う
文
法
概
念
を
援
用
す
る
こ
と
で

（
第
二
章
第
一
節
で
詳
述
）、
支
援
関
係
に
お
け
る
関
係
を
定
位
し
直
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
相
手
に
変
化
を
求
め
ず
に

「
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
」
事
態
は
い
か
に
し
て
生
起
す
る
の
か
。
支
援
の
出
発
点
に
お
い
て
こ
そ
、
支
援
す
る
／
さ
れ
る
と
い
う
関
係
だ

っ
た
も
の
が
、
い
ず
れ
支
援
の
過
程
で
そ
の
関
係
性
を
か
え
て
ゆ
く
機
微
を
、
活
動
事
例
に
確
認
し
つ
つ
、
中
動
態
と
い
う
文
法
概
念

を
手
が
か
り
に
支
援
関
係
を
捉
え
直
す
。 

第
一
章
　
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
現
場
 

　
第
一
節
　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
京
都
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー
（
Sotto）
と
は
 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
京
都
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー
（
Sotto）
は
、
二
〇
一
〇
年
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
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（
現
・
総
合
研
究
所
。
以
下
、
総
研
）
の
研
究
員
と
市
民
の
一
〇
名
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
自
死
の
苦
悩
を
専
門
的
に
扱
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

で
あ
る（

５
）。 

た
と
え
ば
こ
こ
に
Sotto
の
特
徴
と
し
て
主
な
も
の
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、 

　
①
死
に
た
い
気
持
ち
は
特
別
な
感
情
で
は
な
い
こ
と
 

　
②
相
談
者
と
相
談
員
は
対
等
な
関
係
で
あ
る
こ
と
 

　
③
死
に
た
い
気
持
ち
も
含
め
た
相
手
の
気
持
ち
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
と
ろ
う
と
す
る
こ
と
 

　
④
ど
の
よ
う
な
受
け
応
え
を
す
る
か
と
い
う
技
法
と
し
て
で
は
な
く
、
温
か
く
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
 

　
⑤
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ま
た
は
相
談
の
後
の
ふ
り
か
え
り
は
、
ど
こ
ま
で
も
仮
説
で
あ
る
こ
と
 

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
こ
と
は
、
死
に
た
い
気
持
ち
そ
の
も
の
に
良
し
悪
し
は
な
く
（
①
）、
ま
た
相
談
員
で
あ
る
な
し
を
問
わ
ず
、
死
に
た
い
気
持

ち
は
誰
し
も
が
抱
き
う
る
気
持
ち
で
あ
る
こ
と
（
②
）、
そ
れ
ゆ
え
、
死
に
た
い
気
持
ち
を
否
定
し
な
い
。
死
に
た
い
気
持
ち
も
含
め
、

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
も
相
手
に
と
っ
て
は
大
切
な
気
持
ち
で
あ
る
（
③
）。
そ
う
し
た
気
持
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
け
や
技
法
が

有
効
な
の
か
で
は
な
く
、
温
か
い
関
わ
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
相
談
員
は
素
直
な
気
持
ち
で
関
わ
り
、
そ
の
時
々
の
心
の

距
離
に
注
目
す
る
こ
と
（
④
）。
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
同
じ
相
手
（
自
分
）

で
あ
っ
て
も
気
持
ち
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
（
⑤
）
か
ら
で
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

も
う
一
つ
大
き
な
特
徴
は
、
こ
の
団
体
が
自
死
を
防
止
す
る
団
体
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
団
体
の
名
称
が
「
京
都
自
死
・

自
殺
防．
止．
セ
ン
タ
ー
」
で
は
な
く
、「
京
都
自
死
・
自
殺
相．
談．
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
姿
勢
の
表
れ
で
あ
る
。「
防

止
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
死
に
た
い
気
持
ち
を
感
じ
て
は
い
け
な
い
も
の
、
抑
止
す
べ
き
も
の
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
が
、
死
に

た
い
気
持
ち
は
誰
し
も
が
抱
く
自
然
な
感
情
で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
ろ
う
と
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
意
味
も
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あ
る（

６
）。 

当
活
動
の
要
諦
は
、
死
に
た
い
ほ
ど
の
苦
悩
を
抱
え
た
方
の
気
持
ち
を
い
か
に
「
受
け
と
る
」
こ
と
が
で
き
る
か
に
あ
る
。
こ
こ
で

言
う
気
持
ち
を
受
け
と
る
と
は
、「
苦
悩
す
る
相
手
の
気
持
ち
を
感
じ
、
感
じ
た
自
分
の
気
持
ち
に
気
づ
き
、
そ
の
気
づ
き
を
相
手
に

伝
え
て
い
く
」
と
い
う
営
み
の
こ
と
を
指
す
。
苦
悩
を
抱
え
た
方
に
と
っ
て
、
そ
の
苦
悩
（
支
援
者
に
は
事
の
詳
細
は
分
か
ら
ず
と

も
、
そ
こ
に
何
か
が
あ
る
こ
と
）
に
気
づ
き
、
と
も
に
在
る
誰
か
が
い
て
く
れ
る
と
い
う
出
来
事
は
、
孤
独
感
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
繋

が
る
ひ
と
つ
の
機
縁
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。 

一
方
で
、
支
援
者
と
し
て
も
、
誰
か
の
死
に
た
い
ほ
ど
の
苦
悩
を
抱
え
た
方
の
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
ひ
と
つ
の
機
縁
と
な
れ
た
こ
と
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
瞬
間
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
相
談
員
が
「
し
た
（
能
動
）」

だ
け
で
も
、
相
談
者
が
「
さ
れ
た
（
受
動
）」
だ
け
で
も
な
い
状
況
、
相
互
に
影
響
し
合
う
場
が
立
ち
上
が
る
こ
と
で
あ
る
。
Sotto

で
は
こ
の
出
来
事
を
指
し
て
「
心
の
居
場
所
づ
く
り
」
と
呼
ぶ
。
以
下
で
は
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
具
体
的
な
様
子
を
紹
介
し
、
死
を
考

え
る
ほ
ど
の
危
機
、
困
難
に
陥
っ
た
者
の
孤
独
感
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
の
な
か
で
和
ら
い
で
い
く
の
か
、「
心
の
居
場
所
」
に
つ
い

て
検
討
す
る
。 

　
第
二
節
　
模
擬
相
談
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）
の
事
例
か
ら
考
え
る
 

本
節
で
は
、「
心
の
居
場
所
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
り
電
話
相
談
を
模
し
た
相
談
記
録
を
参
考
に
「
相
手
の
気
持
ち
を
そ
の

ま
ま
受
け
と
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。 

そ
れ
に
先
立
ち
、
ま
ず
序
論
で
示
し
た
「
相
手
を
変
え
（
支
配
・
所
有
し
）
よ
う
と
す
る
支
援
」、
能
動
／
受
動
で
関
係
が
定
位
さ

れ
た
支
援
を
、
本
稿
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
で
提
示
し
て
い
る
の
か
模
擬
相
談
記
録（

７
）を
も
と
に
み
て
み
た
い
。 
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 【
事
例
】 

「
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
お
り
家
庭
状
況
も
よ
く
な
い
な
か
、
自
分
な
ん
て
い
な
い
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
」 

 
相
談
者
：
最
近
、
職
場
の
人
間
関
係
が
つ
ら
く
て
…
…
上
司
に
何
を
言
っ
て
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
ん
で
す
 

相
談
員
：
そ
う
い
う
と
き
は
、
気
に
し
な
い
の
が
一
番
で
す
よ
。
あ
な
た
も
考
え
す
ぎ
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
と
に
か
く

深
く
考
え
ず
に
、
趣
味
で
も
作
っ
た
ら
い
い
で
す
よ
 

相
談
者
：
…
…
は
い
…
…
（
声
が
小
さ
く
な
る
）。
実
は
夫
と
の
関
係
も
う
ま
く
い
か
な
く
て
…
…
昨
日
も
口
論
に
な
っ
て

…
…
 

相
談
員
：
で
、
結
局
ど
う
な
っ
た
ん
で
す
か
？
 

相
談
者
：
え
っ
と
、
ま
だ
ち
ゃ
ん
と
話
せ
て
い
な
い
ん
で
す
け
ど
…
…
 

相
談
員
：
じ
ゃ
あ
今
後
ど
う
し
た
い
ん
で
す
か
？
離
婚
し
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
 

相
談
者
：
い
や
、
そ
こ
ま
で
は
…
…
（
困
惑
し
た
沈
黙
）
…
…
誰
に
も
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
気
が
す
る
ん
で
す
 

相
談
員
：
そ
う
で
す
か
。
そ
れ
は
大
変
で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
今
の
生
活
状
況
を
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。
朝
は
何
時
に
起
き

て
い
ま
す
か
？
眠
れ
て
い
ま
す
か
？
 

相
談
者
：
…
…
な
ん
か
、
も
う
い
い
で
す
 

（
相
談
終
わ
り
） 
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こ
の
や
り
と
り
に
お
い
て
、
た
し
か
に
相
談
員
は
一
貫
し
て
「
相
手
に
関
わ
る
こ
と
（
介
入
）」
を
志
向
し
て
い
る
。
相
手
の
抱
え

た
悩
み
に
対
し
、
気
に
し
な
い
よ
う
助
言
し
、
趣
味
を
勧
め
、
状
況
を
整
理
さ
せ
、
今
後
の
方
針
を
選
ば
せ
よ
う
と
す
る
こ
れ
ら
の
関

わ
り
は
、
一
見
す
れ
ば
援
助
的
に
見
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
生
じ
て
い
る
の
は
、
相
談
者
の
苦
悩
（
孤
独
感
）
が
受
け
と

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
相
談
員
が
相
談
者
を
変
え
よ
う
と
し
て
、
ま
た
は
変
え
る
に
あ
た
っ
て
の
事
情
聴
取
と
も
と
れ
る
行
為
が
、

関
係
の
場
そ
の
も
の
の
成
立
を
損
ね
続
け
て
い
る
過
程
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
、「
相
手
を
変
え
よ
う
と
す
る
」
行
為
が
、
相
談
現
場

に
お
い
て
、
い
か
に
支
援
関
係
を
容
易
に
崩
壊
さ
せ
て
し
ま
う
か
を
示
す
極
端
な
具
体
例
で
あ
る
。 

続
い
て
、
そ
の
対
比
と
し
て
以
下
に
示
す
相
談
記
録
は
、
Sotto
の
YouTube
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
配
信
さ
れ
て
い
る
『
Sotto
式

相
談
対
応
の
基
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法（

８
）』
よ
り
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
動
画
は
、
Sotto
の
相
談
員
が
、
相
手
の
気
持

ち
を
受
け
と
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
相
談
者
役
／
相
談
員
役
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
る
模
擬
相
談
の
様
子
を
収
録
し
た
も
の
で

あ
る
。 

な
お
、
記
録
の
な
か
で
便
宜
上
、
相
談
者
の
発
言
を
Ｃ
（
電
話
を
か
け
る
人
コ
ー
ラ
ー
Callerの
頭
文
字
）、
相
談
員
の
発
言
を
Ｍ

（
相
談
を
受
け
る
メ
ン
バ
ー
M
em
berの
頭
文
字
）
と
し（

９
）、
動
画
内
で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
が
終
了
し
た
後
の
相
談
者
役
／
相
談
員
役
が
役

を
降
り
る
こ
と
を
宣
言（

10
）し
て
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
ふ
り
か
え
る
事
後
検
討
部
分
に
つ
い
て
も
言
及
す
る（

11
）。 

※
こ
の
模
擬
相
談
に
お
い
て
コ
ー
ラ
ー
役
を
担
っ
た
の
は
筆
者
で
あ
り
、
相
談
中
の
（
　
）
内
は
動
画
の
動
き
を
筆
者
が
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。 

  【
事
例
】 

「
人
間
関
係
が
う
ま
く
つ
く
れ
ず
、
ネ
ッ
ト
で
や
っ
と
友
だ
ち
が
で
き
た
。
し
か
し
、
言
葉
の
行
き
違
い
か
ら
関
係
が
悪
く

な
っ
た
。
こ
れ
で
私
の
最
後
の
居
場
所
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
現
実
世
界
で
は
も
う
生
き
て
い
け
な
い
。」 
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Ｃ
１
：
や
っ
と
（
友
だ
ち
が
）
で
き
た
ん
で
す
け
ど
。
誰
も
味
方
は
い
な
く
て
。
結
局
一
人
な
ん
だ
な
あ
っ
て
。
結
局
、
誰

と
も
生
き
ら
れ
な
い
ん
だ
な
あ
と
思
っ
て
。 

Ｍ
１
：
そ
っ
か
。
や
っ
と
で
き
た
の
に
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
、
自
分
な
ん
て
っ
て
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
で
す
ね
。 

Ｃ
２
：
ず
っ
と
そ
う
思
っ
て
ま
し
た
。
ず
っ
と
自
分
な
ん
て
っ
て
思
っ
て
て
。
や
っ
と
で
き
た
の
に
、
本
当
に
些
細
な
こ
と

で
ケ
ン
カ
し
て
し
ま
っ
て
。 

Ｍ
２
：
あ
あ
、
そ
っ
か
。 

Ｃ
３
：
人
と
人
っ
て
そ
ん
な
簡
単
に
関
係
壊
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
っ
て
思
う
と
、
も
う
や
り
き
れ
な
く
て
。 

Ｍ
３
：
一
旦
、
こ
じ
れ
た
り
壊
れ
た
り
し
て
し
ま
う
と
、
今
ま
で
上
手
く
い
っ
て
き
た
時
間
と
か
、
や
り
と
り
、
あ
れ
す
ら

嘘
だ
っ
た
の
か
と
か
ね
。 

Ｃ
４
：
全
部
、
嘘
や
っ
た
ん
や
っ
て
思
う
と
…
…
 

Ｍ
４
：
悲
し
く
な
る
ね
え
。 

Ｃ
５
：（
何
度
か
頷
き
）
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
っ
て
。
全
部
否
定
さ
れ
た
み
た
い
な
気
持
ち
に
な
っ
て
。
や
っ
ぱ
り
嘘
だ
っ

た
ん
で
す
か
ね
。
全
部
。 

Ｍ
５
：
嘘
だ
っ
た
っ
て
思
っ
た
ら
ね
。
全
部
イ
ヤ
に
な
る
よ
ね
。 

Ｃ
６
：
こ
れ
以
上
、
誰
と
も
仲
良
く
な
れ
る
気
が
も
う
な
く
て
。 

Ｍ
６
：
そ
り
ゃ
あ
ね
、
ま
た
新
し
く
探
そ
う
っ
て
い
う
気
に
な
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。 

Ｃ
７
：
ど
う
せ
ま
た
同
じ
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
。 

Ｍ
７
：
シ
ョ
ッ
ク
と
か
、
傷
つ
い
た
気
持
ち
を
思
う
と
、
そ
う
で
し
ょ
う
。 

Ｃ
８
：
生
き
て
る
こ
と
も
、
も
う
意
味
が
な
い
の
か
な
。 
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Ｍ
８
：
意
味
な
い
？
 

Ｃ
９
：
楽
し
く
な
い
し
、
寂
し
い
し
 

Ｍ
９
：
じ
ゃ
あ
、
も
う
死
の
う
と
思
っ
て
る
？
 

Ｃ
10
：
思
っ
て
る
。 

Ｍ
10
：
そ
っ
か
 

Ｃ
11
：
も
う
い
い
か
な
っ
て
。 

Ｍ
11
：
死
ん
で
楽
に
な
り
た
い
？
そ
れ
ぐ
ら
い
も
う
毎
日
、
耐
え
ら
れ
な
い
ね
。 

Ｃ
12
：（
頷
き
）
も
う
全
部
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
か
な
っ
て
。 

Ｍ
12
：
な
か
っ
た
こ
と
か
。
じ
ゃ
あ
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
も
、
寂
し
か
っ
た
こ
と
も
？
 

Ｃ
13
：（
頷
き
）
も
う
そ
ん
な
こ
と
ば
っ
か
り
。
何
も
い
い
こ
と
な
か
っ
た
。 

（
相
談
終
わ
り
） 

  冒
頭
Ｃ
１
で
は
、
や
っ
と
で
き
た
友
達
を
失
っ
て
、「
誰
も
自
分
の
味
方
は
い
な
い
。
結
局
、
誰
と
も
生
き
ら
れ
な
い
」
と
い
う
気

持
ち
の
吐
露
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
相
談
員
の
対
応
は
、「（
や
っ
と
で
き
た
友
達
と
の
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
）
自
分

な
ん
て
っ
て
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
で
す
ね
」（
Ｍ
１
）
と
い
う
言
葉
を
返
し
て
い
る
。
友
達
の
性
別
や
事
情
、
背
景
な
ど
を
聞
き
だ

そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
相
談
者
の
気
持
ち
を
受
け
と
ろ
う
と
、
相
手
の
気
持
ち
を
感
じ
て
、
そ
の
こ
と
を
言
葉
と
し
て

表
現
し
て
い
る
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
Ｃ
４
、
Ｍ
４
の
や
り
と
り
で
あ
る
。
相
談
者
が
「
全
部
嘘
や
っ
た
ん
や
と
思
う
と
…
…
」

と
い
う
言
葉
か
ら
相
談
員
が
そ
の
気
持
ち
を
受
け
と
っ
て
、
そ
こ
で
生
じ
た
自
分
の
（
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
悲
し
い
だ
ろ
う
な
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ぁ
）
と
い
う
気
持
ち
を
「
悲
し
く
な
る
ね
ぇ
」
と
い
う
言
葉
で
素
直
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
相
談
者
は
何
度
も
頷
き
返
し
て
い
る

こ
と
で
、
両
者
の
気
持
ち
の
距
離
が
近
づ
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

Ｃ
８
か
ら
の
死
に
た
い
気
持
ち
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
、
相
談
者
の
死
に
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
感
じ
た
ら
、
Ｍ
４
と
同
様
に
相

談
員
が
即
座
に
反
応
し
て
い
る
。
相
談
者
の
死
に
た
い
気
持
ち
を
相
談
員
が
忌
避
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
も
う
死
の
う
と
思
っ

て
る
？
」（
Ｍ
９
）
と
、
相
談
者
が
言
葉
に
す
る
前
の
死
に
た
い
気
持
ち
を
感
じ
と
っ
て
、
積
極
的
に
こ
ち
ら
か
ら
言
葉
に
し
て
踏
み

込
み
、
温
か
く
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
「
死
に
た
い
」
に
込
め
ら
れ
た
気
持
ち
を
相
談
員
側
か
ら
尋
ね

て
い
る
場
面
（
Ｍ
11
）
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
相
談
者
が
い
ま
ど
う
い
う
気
持
ち
で
い
る
の
か
を
感
じ
と
り
、
そ
れ
を
相
談
員
が
言
語
化

し
た
た
め
に
、「
死
ん
で
楽
に
な
り
た
い
？
」
と
い
う
言
葉
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
、
ど
の
場
面
に
お
い
て
も
相
談
員
は

「
相
手
の
気
持
ち
を
感
じ
」
て
、「
生
じ
た
自
分
の
気
持
ち
も
感
じ
」、
そ
し
て
「
言
葉
で
表
現
す
る
」
と
い
う
三
つ
の
行
程
を
経
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。 

さ
ら
に
、
こ
の
模
擬
相
談
を
終
え
た
あ
と
の
ふ
り
か
え
り
で
は
、
Ｍ
３
の
関
わ
り
に
つ
い
て
相
談
者
役
は
動
画
の
な
か
で
「
す
ご
く

分
か
っ
て
く
れ
る
。
代
弁
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
か
、
そ
れ
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
漏
ら
し
て
い
る
。
相
談
事
例

の
孤
独
に
よ
る
苦
悩
、
そ
れ
を
誰
に
も
打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
孤
独
感
は
相
談
の
な
か
で
多
少
な
り
と
も
和
ら
い
で
い
た

と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
前
出
の
模
擬
相
談
と
の
違
い
も
顕
著
で
あ
る
。 

こ
こ
で
疑
問
が
生
じ
る
の
は
「
相
手
の
気
持
ち
を
感
じ
て
、
感
じ
た
自
分
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
」
す
な
わ
ち
「
相
手
の
気
持
ち
を

そ
の
ま
ま
受
け
と
る
」
と
い
う
関
わ
り
が
実
際
に
、
相
談
者
の
「
苦
悩
に
よ
る
孤
独
感
」
を
和
ら
げ
る
保
証
が
あ
る
の
か
。「
相
手
の

気
持
ち
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
る
」
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
相
談
員
の
勝
手
な
解
釈
（
誤
解
）
で
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

「
相
手
の
気
持
ち
を
感
じ
る
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
の
精
度
で
感
じ
と
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど
れ
だ
け
言
語

化
で
き
て
い
る
の
か
を
計
量
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
、
相
談
員
が
そ
う
し
た
相
手
へ
の
感
度
を
高
め
た
り
、
な
る
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べ
く
気
持
ち
の
す
れ
違
い
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い
る
と
し
て
も
、
ど
こ
ま
で
も
主
観
は
免
れ
な
い
し
、
相
談

員
側
で
分
か
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
、
も
ち
ろ
ん
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
し
た
状
況
は
、
な
に
も
相

談
現
場
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
平
素
私
た
ち
は
誰
し
も
お
互
い
を
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
、
誤
解
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
関
係

性
の
な
か
を
生
き
て
い
る
。
誤
解
が
省
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
も
そ
も
理
解
し
よ
う
と
も
し
て
く
れ
な
い
状
況

と
、
誤
解
か
も
し
れ
な
い
が
少
し
で
も
分
か
ろ
う
と
誰
か
が
温
か
く
関
わ
り
を
続
け
て
く
れ
よ
う
と
す
る
状
況
と
で
は
、
雲
泥
の
差
が

あ
る
。
死
に
た
い
ほ
ど
の
苦
悩
を
抱
え
た
と
き
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
と
き
、
自
分
の
こ
と
を
少
し
で
も
分
か
ろ
う
と
し
て
く

れ
る
誰
か
の
存
在
は
、
温
か
く
大
き
い
も
の
だ
ろ
う
。
極
端
に
言
え
ば
、
自
分
の
こ
と
を
分
か
ろ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
そ
ば
に

居
て
く
れ
れ
ば
、
た
と
え
そ
こ
に
多
少
の
誤
解
や
沈
黙
が
あ
ろ
う
と
も
、
分
か
ろ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
、
た
だ
そ
の
一
点
で

温
も
り
が
伝
わ
り
、
気
持
ち
が
和
ら
ぐ
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
象
を
指
し
て
、
Sotto
で
は
「
心
の
居
場
所
」
と
い
う
言
葉
を
使

っ
て
い
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。 

上
記
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
経
て
、
相
談
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
次
節
で
は
Sotto
の
協
力
に

よ
っ
て
本
願
寺
派
が
活
動
を
展
開
し
て
き
た
東
日
本
大
震
災
で
の
対
人
支
援
活
動
、
仮
設
住
宅
居
室
訪
問
活
動
の
実
際
に
つ
い
て
み
て

ゆ
く
。 

第
三
節
　
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
対
人
支
援
の
事
例
か
ら
考
え
る
 

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
一
五
、
八
四
四
名
の
死
者
、
二
、
二
九
四
名
の
行
方
不
明
者
、
全
壊

棟
数
一
二
八
、
五
〇
三
戸
と
い
う
未
曾
有
の
被
害
が
あ
っ
た（

12
）。
仮
設
住
宅
の
供
給
戸
数
は
、
建
設
型
仮
設
五
三
、
一
九
四
戸
、
賃
貸
型

仮
設
（
み
な
し
仮
設
）
六
九
、
六
一
六
戸
、
計
一
二
一
、
八
一
〇
戸
、
最
大
入
居
者
は
三
一
六
、
〇
〇
〇
名
に
も
及
ぶ（

13
）。
こ
う
し
た
中
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で
、
本
願
寺
派
が
Sotto
の
協
力
を
得
て
活
動
を
展
開
し
た
「
仮
設
住
宅
居
室
訪
問
活
動（

14
）」
が
二
〇
一
一
年
一
〇
月
〜
二
〇
一
六
年
三

月
ま
で
に
主
に
関
わ
っ
た
の
は
、
宮
城
県
名
取
市
と
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
仮
設
住
宅
で
あ
っ
た（

15
）。 

東
日
本
大
震
災
で
は
数
多
く
の
支
援
の
形
が
あ
っ
た
が
、
大
き
く
分
け
る
と
生
活
に
必
要
な
物
資
を
届
け
る
「
物
的
支
援
」
と
、

「
精
神
的
支
援
（
い
わ
ゆ
る
心
の
ケ
ア
）」
と
呼
ば
れ
る
支
援
と
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
ち
ら
の
支
援
に
も
困
難
は
あ
る

が
、
と
く
に
後
者
が
悩
ま
し
い
の
は
、
支
援
者
（
相
談
員
）
が
現
場
に
入
れ
ば
、
た
だ
ち
に
そ
れ
を
支
援
と
い
え
る
の
か
と
い
う
点
で

あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
混
在
す
る
な
か
で
、「
何
を
も
っ
て
支
援
と
す
る
か
」
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
現
場

で
混
乱
が
起
こ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
願
寺
派
が
行
な
う
「
仮
設
住
宅
居
室
訪
問
活
動
」
に
お
い
て
は
Sotto
の
理
念

「
自
死
・
自
殺
に
ま
つ
わ
る
苦
悩
を
抱
え
た
方
の
心
の
居
場
所
づ
く
り（

16
）」
の
も
と
に
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
震
災
か
ら
三
年
が
経
ち
、
津
波
に
よ
っ
て
壊
滅
し
た
街
並
み
が
、
一
度
更
地
と
な
っ
た
あ
と
、
さ
ら
に
復

興
に
向
け
て
工
事
が
進
む
な
か
で
、
三
度
街
並
み
が
変
貌
し
て
ゆ
く
様
子
を
一
望
で
き
る
丘
の
上
に
建
設
さ
れ
た
仮
設
住
宅
で
、
筆
者

が
出
会
っ
た
あ
る
女
性
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。 

 

小
高
い
丘
に
建
つ
仮
設
住
宅
か
ら
眺
め
る
景
色
の
変
化
は
、
そ
の
ま
ま
彼
女
の
心
の
変
化
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
い
ま
目
の

前
に
あ
る
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
彼
女
は
ふ
と
、「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ね
」
と
言
っ
た
。
自
分
の
今
あ
る
状
況
を
顧
み
て
こ
ぼ

れ
た
つ
ぶ
や
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
の
住
ん
で
い
た
場
所
さ
え
思
い
出
せ
な
い
悔
し
さ
は
い
か
ば
か
り
だ
ろ
う
と
尋
ね
て

み
る
と
、
彼
女
は
困
惑
し
た
表
情
で
、 

「
く
や
し
い
と
い
う
よ
り
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
よ
ね
」 

と
、
も
う
一
度
同
じ
言
葉
を
繰
り
返
し
た
。 

「
き
っ
と
さ
み
し
い
思
い
に
も
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 
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と
再
び
尋
ね
る
と
、 

「
さ
み
し
い
と
い
う
か
…
…
」 

少
し
笑
い
な
が
ら
首
を
傾
げ
る
。
自
分
の
気
持
ち
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
れ
ば
、
訪
問
し
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
筆
者
）

に
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
そ
し
て
、「
や
っ
ぱ
り
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

ね
」
と
繰
り
返
す
の
だ
っ
た
。
そ
の
声
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
た
び
に
自
分
の
な
か
の
感
情
を
確
認
す
る
よ
う
に
、
つ
い
に
は
確
信

す
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。 

彼
女
に
と
っ
て
そ
れ
は
、「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
し
か
表
現
し
よ
う
の
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
の
だ
。「
く
や
し

い
」「
さ
み
し
い
」
と
い
う
言
葉
に
は
載
せ
き
れ
な
い
想
い
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
私
が
提
示
し
た
「
く
や
し
い
」
と
か
「
さ
み

し
い
」
と
い
う
出
来
合
い
の
言
葉
で
は
、
彼
女
の
中
に
あ
る
ざ
わ
め
き
を
、
掬
い
取
る
こ
と
な
ど
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
彼
女
は
、
自
身
の
ざ
わ
め
き
を
、
彼
女
自
身
の
言
葉
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」

と
い
う
、
そ
の
言
葉
で
言
う
以
外
に
、
彼
女
に
と
っ
て
は
術
が
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。 

「
そ
う
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
で
し
ょ
う
ね
」 

そ
の
こ
と
を
伝
え
て
み
る
と
、
彼
女
は
何
度
も
頷
き
な
が
ら
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ね
」
と
答
え
た
。
そ
の
と
き
初
め
て
、
彼
女

の
表
情
が
和
ら
い
だ
よ
う
に
見
え
た
の
だ
っ
た（

17
）。 

 女
性
の
、「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
し
か
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な
い
、
言
葉
に
な
る
前
の
気
持
ち
と
し
て
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
内
で
は
便
宜
上
「
ざ
わ
め
き
」
と
表
現
し
た
。
同
じ
よ
う
に
筆
者
も
そ
の
気
持
ち
を
感
じ
、
受
け
と
ろ
う
と
自
身
の
「
ざ

わ
め
き
」
の
な
か
か
ら
言
葉
を
替
え
な
が
ら
関
わ
り
を
努
め
た
が
、
い
ず
れ
「
そ
う
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
、
お

互
い
の
ざ
わ
め
き
に
焦
点
が
合
っ
た
と
き
、
気
持
ち
と
気
持
ち
が
触
れ
合
い
、
気
持
ち
の
落
ち
つ
き
ど
こ
ろ
と
で
も
言
い
た
く
な
る
場
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所
に
落
ち
着
い
た
感
が
あ
っ
た
。
彼
女
の
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、「
く
や
し
い
」「
さ
み
し
い
」
と
い
っ
た
こ
ち
ら

で
用
意
し
た
既
成
の
感
情
語
で
は
掬
い
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
固
有
の
ざ
わ
め
き
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
言
葉
が
、
彼
女

自
身
の
口
か
ら
繰
り
返
し
語
ら
れ
、
や
が
て
表
情
の
変
化
と
し
て
現
れ
た
過
程
は
、
気
持
ち
が
言
葉
の
か
た
ち
を
得
て
い
く
一
つ
の
過

程
と
し
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
向
こ
う
に
動
い
て
い
る
気
持
ち
は

少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

以
上
、
本
節
で
は
、
現
場
で
生
起
し
た
気
持
ち
の
変
化
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
た
い
。 

次
章
で
は
、
前
節
と
本
節
で
提
示
し
た
Sotto
の
関
わ
り
を
能
動
／
受
動
と
い
う
枠
組
み
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
説
明
づ
け
る
た
め

に
、
中
動
態
の
視
座
か
ら
検
討
を
加
え
る
。 

第
二
章
　
中
動
態
と
い
う
文
法
視
座
 

　
第
一
節
　
中
動
態
と
は
何
か
 

は
じ
め
に
中
動
態
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
極
め
て
簡
単
に
要
約
す
れ
ば
、 

 
自
身
が
動
作
主
で
あ
る
行
為
の
過
程
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
動
作
主
も
ま
た
生
成
変
化
す
る
と
い
う
あ
り
方（

18
） 

 
を
表
現
す
る
、
失
わ
れ
た
文
法
の
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
要
約
を
、
気
持
ち
に
関
わ
る
対
人
支
援
に
即
し
て
言
え
ば
、「
相
談
員
／

相
談
者
が
動
作
主
で
あ
る
行
為
の
過
程
（
相
談
現
場
）
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
相
談
員
／
相
談
者
が
と
も
に
生
成
変
化
す
る
あ
り
方
」
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と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
序
論
で
示
し
た
ミ
ル
ト
ン
・
メ
イ
ヤ
ロ
フ
の
定
義
「
ひ
と
つ
の
展
開
を
内
に
は
ら
み
つ
つ
人
に
関
与
す
る

あ
り
方
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
支
援
す
る
／
さ
れ
る
当
人
同
士
が
相
互
に
成
長
し
、
そ
の
内
実
は
相
手
と
の
合
一
体
験
を
生
み
出
す
こ

と
」
と
も
一
致
し
て
い
る
）。 

前
章
に
提
示
し
た
事
例
に
お
い
て
「
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
瞬
間
」
と
は
、
相
談
員
が
「
し
た
（
能
動
）」
こ
と
、
あ
る
い
は
相
談
者
が

「
さ
れ
た
（
受
動
）」
こ
と
と
し
て
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
語
り
や
応
答
、
沈
黙
と
い
っ
た
過
程
に
お
い
て
、
人
と
人
と
の

関
係
性
の
あ
い
だ
に
起
こ
る
変
化
と
い
う
出
来
事
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、「
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
瞬
間
」
を
能
動
／
受
動
の
枠

組
み
に
回
収
せ
ず
に
、
こ
の
事
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
哲
学
者
の
國
分
功
一
郎
の
説
明
に
依
拠
し
つ
つ
中
動
態
の
概
念
を
本
稿
の
問

題
提
起
に
関
わ
る
点
に
お
い
て
の
み
整
理
す
る
。 

さ
て
、
中
動
態
と
は
、 

 
か
つ
て
の
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
に
あ
ま
ね
く
存
在
し
て
い
た
態
で
〈
中
略
〉
古
代
―
確
認
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
少
な
く
と

も
八
〇
〇
〇
年
以
上
前
の
時
代
―
よ
り
、
イ
ン
ド
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で
用
い
ら
れ
て
き
た（

19
） 

 
と
い
う
文
法
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
学
者
の
エ
ミ
ー
ル
・
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
が
比
較
言
語
学
に
お
い
て
一
九
六
六
年
に
『
一
般
言

語
学
の
諸
問
題（

20
）』
の
な
か
で
紹
介
し
た
概
念
で
あ
る
。「
中
動
態
」
と
い
う
名
称
は
、
能
動
態
と
受
動
態
の
「
あ
い
だ
」
を
連
想
さ
せ

る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
能
動
／
受
動
と
い
う
二
分
法
が
成
立
す
る
以
前
に
能
動
態
／
中
動
態
と
し
て
存
在
し
て
い
た
態
で
あ
り
、
能

動
態
／
受
動
態
と
い
う
区
別
そ
れ
自
体
が
、
実
は
歴
史
的
に
新
し
い
区
別
で
あ
る
と
い
う
。
以
下
、
國
分
の
説
明
を
追
う
。 

 

能
動
態
と
受
動
態
の
区
別
が
新
し
い
も
の
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う
と
、
か
つ
て
、
能
動
態
で
も
受
動
態
で
も
な
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い
「
中
動
態
m
iddle voice」
な
る
態
が
存
在
し
て
い
て
、
こ
れ
が
能
動
態
と
対
立
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
の
は
、
能
動
態
と
受
動
態
の
区
別
で
は
な
く
て
、
能
動
態
と
中
動
態
の
区
別
だ
っ
た（

21
）。 

 し
た
が
っ
て
、 

 

能
動
と
受
動
の
対
立
は
ふ
だ
ん
、
あ
た
か
も
必
然
的
な
対
立
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
思
考
の
奥
深
く
で
作
用
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
な
ぞ
る
か
の
よ
う
に
文
法
も
能
動
態
と
受
動
態
の
二
つ
の
態
を
も
つ
。
し
か
し
、
も
と
も
と
そ
れ
と
は

別
の
態
が
存
在
し
て
い
た
し
、
別
の
対
立
が
存
在
し
て
い
た
。
能
動
態
と
受
動
態
の
対
立
は
普
遍
的
で
も
必
然
的
で
も
な
い（

22
）。 

 ひ
と
た
び
能
動
態
と
受
動
態
を
対
立
さ
せ
る
言
語
に
慣
れ
親
し
ん
で
し
ま
う
と
、
こ
の
区
別
は
必
須
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
く

る
。
日
本
語
の
話
者
で
あ
っ
て
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
区
別
を
知
っ
て
し
ま
う
と
、
行
為
は
能
動
か
受
動
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
以
外
は
思
い
つ
く
こ
と
す
ら
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う（

23
） 

 
と
言
う
（
こ
の
点
は
序
論
に
お
い
て
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
）。
で
は
、
能
動
／
受
動
の
対
立
と
、
能
動
／
中
動
の
対
立
と
の
間
に

は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

能
動
態
と
受
動
態
の
対
立
は
「
す
る
」
と
「
さ
れ
る
」
の
対
立
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
行
為
や
動
作
の

方
向
性
に
依
拠
す
る
定
義
で
す
。
矢
印
が
自
分
か
ら
外
に
向
か
え
ば
能
動
だ
し
、
矢
印
が
自
分
に
向
け
ば
受
動
と
な
る
わ
け
で
　

す（
24
）。 
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一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
、 

 

能
動
態
と
中
動
態
の
対
立
に
お
い
て
は
、「
す
る
」
か
「
さ
れ
る
か
」
で
は
な
く
〔
行
為
や
出
来
事
の
〕「
外
」
か
「
内
」
か
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
主
語
が
動
詞
に
よ
っ
て
名
指
さ
れ
る
過
程
の
内
部
に
あ
る
と
き
に
は
中
動
態
が
用
い
ら

れ
、
そ
の
過
程
が
主
語
の
外
で
終
わ
る
と
き
に
は
能
動
態
が
用
い
ら
れ
た（

25
）。 

※〔
　
〕
内
は
筆
者
補
足
 

 つ
ま
り
、
能
動
／
受
動
の
対
立
が
、
主
語
と
動
詞
と
の
関
係
を
行
為
の
方
向
に
よ
っ
て
区
別
す
る
の
に
対
し
、
能
動
／
中
動
の
対
立

が
、
主
語
が
動
詞
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
過
程
の
内
部
に
あ
る
か
外
部
に
あ
る
か
と
い
う
点
で
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。 

ま
た
、
國
分
は
能
動
／
中
動
の
関
係
を
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
が
ギ
リ
シ
ア
語
よ
り
引
き
出
し
た
m
edia tantum
（
中
動
態
の
み
の
動

詞
）
の
例
か
ら
以
下
の
よ
う
に
補
足
し
て
い
る
。 

 

何
か
が
「
で
き
る

（
デ
ュ
ナ
マ
イ
）」
と
は
、
主
語
が
、
そ
れ
を
為
し
得
る
能
力
の
発
揮
さ
れ
る
座
に
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
誰
か
が
何
か
を
「
欲
す
る

（
ブ
ー
ロ
マ
イ
）」
の
は
、
心
の
な
か
か
ら
わ
き
起
こ
る
欲
望
ゆ

え
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
欲
望
に
よ
っ
て
突
き
動
か
さ
れ
る
過
程
の
な
か
に
主
語
は
あ
る
。〈
中
略
〉
主
語
は
、
そ
の
過
程
の
行

為
者
で
あ
っ
て
、
同
時
に
そ
の
中
心
で
あ
る
。
主
語
〔
主
体
〕
は
、
主
語
の
な
か
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
何
ご
と
か
―
―
生
ま
れ

る
、
眠
る
、
寝
て
い
る
、
想
像
す
る
、
成
長
す
る
、
等
々
―
―
を
成
し
遂
げ
る
。
そ
し
て
そ
の
主
語
は
、
ま
さ
し
く
自
ら
が
そ
の

動
作
主
〔
agent〕
で
あ
る
過
程
の
内
部
に
い
る（

26
）。 
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で
は
、
中
動
態
と
は
文
法
上
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
國
分
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ワ
ー
ド
の
論
文
を
引
用
し

て
英
語
と
ギ
リ
シ
ア
語
と
の
比
較
か
ら
中
動
態
の
特
質
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

 

英
語
で
は
、
動
詞
は
二
つ
の
態
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
一
つ
で
表
現
さ
れ
得
ま
す
。
つ
ま
り
能
動
（
私
が
押
す
）
か
受
動
（
私
は

押
さ
れ
た
）
で
す
。
英
語
に
は
三
つ
め
の
態
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
語
と
述
語
の
関
係
を
表
現
す
る
別
の
方
法
は
な
い
の
で
す
。
主

語
は
能
動
か
、
さ
も
な
く
ば
受
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〈
中
略
〉「
説
得
す
る
persuade」
と
い
う
動
詞
の
こ
と
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
英
語
で
は
そ
れ
は
能
動
態
と
し
て
「
私
は
説
得
す
る
I persuade」
と
表
現
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
受
動
態
と

し
て
「
私
は
説
得
さ
れ
る
I am
 persuaded」
と
表
現
さ
れ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
す
。〔
し
か
し
〕
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
、
peitho

（
私
は
説
得
す
る
）
は
、
中
動
態
を
用
い
て
peithom
aiと
な
り
、
こ
れ
は
（
中
動
態
を
英
語
で
で
き
る
限
り
う
ま
く
表
現
し
て

み
る
と
す
れ
ば
）「
私
は
自
分
を
説
得
さ
れ
る
が
ま
ま
に
す
る
I let m
yself be persuaded」
と
な
り
ま
す（

27
）。 

 以
上
を
踏
ま
え
て
、
よ
う
や
く
本
節
冒
頭
の
「
ご
く
簡
単
に
要
約
す
れ
ば
、
中
動
態
と
は
、
自
身
が
動
作
主
で
あ
る
行
為
の
過
程
に

巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
動
作
主
も
ま
た
生
成
変
化
す
る
と
い
う
あ
り
方
で
あ
る
」
と
い
う
簡
潔
な
要
約
に
辿
り
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
要
約
を
再
度
、
対
人
支
援
の
文
脈
で
言
い
換
え
れ
ば
「
相
談
員
／
相
談
者
が
動
作
主
で
あ
る
行
為
の
過
程
（
相
談
現
場
）
に
巻
き
込

ま
れ
、
そ
の
相
談
員
／
相
談
者
が
と
も
に
生
成
変
化
す
る
あ
り
方
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
要
約
を
通
し
て
、
次
節
で
は
第
一

章
第
二
節
、
第
三
節
で
示
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
再
度
検
討
を
加
え
た
い
。 
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第
二
節
　
中
動
態
か
ら
読
み
直
す
「
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
現
場
」 

第
一
章
第
二
節
「
模
擬
相
談
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）
の
事
例
か
ら
考
え
る
」
の
『
Sotto
式
相
談
対
応
の
基
本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
』

の
事
例
に
お
い
て
、
相
談
者
（
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
以
下
、
コ
ー
ラ
ー
）
の
孤
独
感
が
和
ら
い
で
い
く
過
程
は
、
相
談
員
（
同
以

下
、
メ
ン
バ
ー
）
が
一
方
的
に
相
手
の
孤
独
感
を
和
ら
げ
さ
せ
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
互
い
の
語
り
の
往
復
の
な
か
で
、
互
い
の

気
持
ち
が
触
れ
合
う
生
成
変
化
の
関
係
性
が
出
来
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
孤
独
感
が
和
ら
い
で
い
っ
た
と
理
解
す
る
ほ
う

が
適
切
で
あ
る
。
こ
こ
で
生
起
し
て
い
る
変
化
は
、「
メ
ン
バ
ー
が
変
え
た
」「
コ
ー
ラ
ー
が
変
え
ら
れ
た
」
と
い
う
能
動
／
受
動
の
文

脈
で
は
な
く
、「
関
係
の
場
に
お
い
て
互
い
に
変
化
が
起
こ
っ
た
」
と
表
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

模
擬
相
談
の
事
例
に
お
い
て
、
メ
ン
バ
ー
は
「
励
ま
そ
う
」「
導
こ
う
」
と
い
っ
た
意
図
的
な
介
入
を
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
コ

ー
ラ
ー
の
言
葉
に
応
答
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
生
起
し
た
自
身
の
気
持
ち
を
率
直
に
言
葉
と
し
て
差
し
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
生
じ
て

い
る
の
は
、
メ
ン
バ
ー
が
コ
ー
ラ
ー
を
「
変
え
た
」
と
い
う
出
来
事
で
は
な
く
、
コ
ー
ラ
ー
の
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
、「
両
者
が
関
係
の

過
程
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
過
程
の
な
か
で
、
両
者
の
様
相
が
変
化
し
て
い
く
」
出
来
事
で
あ
る
。 

具
体
的
な
箇
所
で
い
え
ば
、「
全
部
、
嘘
や
っ
た
ん
や
っ
て
思
う
と
…
…
」（
Ｃ
４
）
と
い
う
コ
ー
ラ
ー
の
言
葉
に
対
し
て
、
メ
ン
バ

ー
が
「
悲
し
く
な
る
ね
え
」（
Ｍ
４
）
と
応
答
し
た
場
面
で
は
、
コ
ー
ラ
ー
は
何
度
も
頷
き
返
し
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
両

者
の
関
係
に
お
い
て
一
つ
の
「
気
持
ち
」
が
共
有
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
コ
ー
ラ
ー
は
、
自
身
の
苦
悩
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
っ
て

も
ら
え
た
と
い
う
感
覚
を
得
る
な
か
で
、
語
り
続
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
く
（
同
節
、「
相
手
を
変
え
（
支
配
・
所
有
し
）
よ

う
と
す
る
支
援
」
の
模
擬
相
談
の
事
例
の
な
か
で
、
コ
ー
ラ
ー
か
ら
会
話
を
打
ち
切
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
）。 

ま
た
、「
じ
ゃ
あ
、
も
う
死
の
う
と
思
っ
て
る
？
」（
Ｍ
９
）
と
メ
ン
バ
ー
が
コ
ー
ラ
ー
の
言
葉
に
先
ん
じ
て
踏
み
込
む
場
面
に
お
い
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て
も
、
相
談
者
の
死
に
た
い
気
持
ち
は
「
引
き
出
さ
れ
た
」
の
で
は
な
く
、
関
係
の
場
に
お
い
て
「
お
の
ず
と
語
ら
れ
る
も
の
」
と
し

て
立
ち
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
生
起
し
て
い
る
変
化
は
、
相
談
員
が
「
し
た
」
こ
と
で
も
、
相
談
者
が
「
さ
れ
た
」
の
で
も
な
く
、
相

談
と
い
う
関
係
の
場
に
お
い
て
「
出
来
事
」
と
し
て
生
起
し
た
も
の
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
模
擬
相
談
の
事
例
に
お
い
て
「
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
瞬
間
」
は
、
能
動
／
受
動
と
い
う
関
係
で
説
明
さ
れ
る
出
来

事
で
は
な
く
、
コ
ー
ラ
ー
と
メ
ン
バ
ー
と
の
間
で
形
成
さ
れ
た
関
係
過
程
に
お
い
て
生
起
す
る
中
動
態
的
出
来
事
と
し
て
理
解
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
前
節
の
要
約
「
相
談
員
／
相
談
者
が
動
作
主
で
あ
る
行
為
の
過
程
（
相
談
現
場
）
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
相
談
員
／

相
談
者
が
と
も
に
生
成
変
化
す
る
あ
り
方
」
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
生
じ
て
い
る
の
は
、
メ
ン
バ
ー
が
コ
ー
ラ
ー
を
変
え

た
と
い
う
変
化
で
は
な
く
、
関
係
の
場
（
相
談
の
現
場
）
に
巻
き
込
ま
れ
た
両
者
が
と
も
に
生
成
変
化
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 第
一
章
第
三
節
で
示
し
た
仮
設
住
宅
居
室
訪
問
活
動
に
お
け
る
女
性
の
事
例
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
は
、
筆
者
が
彼
女
の
心
情
を
操
作
し
た
結
果
で
は
な
い
。
彼
女
自
身
の
言
葉
に
対
し
て
、
筆
者
は
率

直
に
言
葉
を
差
し
出
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
彼
女
の
気
持
ち
と
は
微
妙
な
齟
齬
が
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
彼
女
の
繰
り
返
す
言

葉
か
ら
気
持
ち
に
焦
点
が
当
た
っ
た
と
き
、
気
持
ち
と
気
持
ち
が
触
れ
合
う
関
係
性
の
場
が
生
起
し
、
そ
の
場
の
な
か
で
彼
女
／
筆
者

の
心
情
に
一
つ
の
落
ち
着
き
ど
こ
ろ
が
「
生
ま
れ
た
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
こ
で
生
起
し
て
い
る
の
は
、
筆
者
が
彼
女
の
気
持
ち
を
「
理
解
、
把
握
し
た
」
と
い
う
出
来
事
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
彼
女
の

気
持
ち
が
筆
者
に
よ
っ
て
「
和
ら
い
だ
」
と
い
う
出
来
事
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
女
の
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
、
彼
女
と
筆
者
と
の
あ
い

だ
に
ひ
と
つ
の
「
言
い
よ
う
の
な
さ
」
が
共
有
さ
れ
、
そ
の
共
有
の
過
程
の
な
か
で
、
彼
女
（
と
筆
者
）
の
気
持
ち
が
落
ち
着
き
ど
こ

ろ
を
見
い
だ
し
て
い
っ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
変
化
は
、「
私
／
彼
女
が
し
た
」「
彼
女
／
私
が
さ
れ
た
」
と
い
う
構
造
に
よ
っ
て
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捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
女
と
私
と
の
関
係
性
の
場
に
お
い
て
出
来
事
と
し
て
生
起
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
場
に
お
い
て
は
、
彼
女
の
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
る
関
係
過
程
（
相
談
現
場
）
の
な
か
に
、

筆
者
自
身
も
巻
き
込
ま
れ
、
彼
女
と
と
も
に
生
成
変
化
し
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
生
成
変
化
の
過
程
に
お
い

て
、
彼
女
の
表
情
が
和
ら
い
だ
と
い
う
事
実
は
、
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
瞬
間
が
、
関
係
の
場
に
お
い
て
生
起
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
繰
り
返
す
が
、
こ
の
出
来
事
は
、
支
援
し
た
／
支
援
さ
れ
た
結
果
と
し
て
説
明
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
と
人
と
の
あ
い
だ

（
場
）
に
立
ち
上
が
っ
た
出
来
事
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
二
つ
の
事
例
が
示
し
て
い
る
の
は
、
気
持
ち
に
関
わ
る
対
人
支
援
に
お
け
る
本
質
的
な
変
化
は
、
人
と
人
と
の
関
係
性
の
あ

い
だ
（
過
程
）
に
成
立
す
る
「
場
」
に
お
い
て
、「
出
来
事
」
と
し
て
生
じ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
は
、「
し
た
／
さ
れ

た
」
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
そ
う
し
た
関
係
に
「
な
っ
た
」
と
言
い
直
す
こ
と
も
で
き
よ
う（

28
）。
そ
の
出
来
事
の
こ
と
を
「
心
の
居
場

所
」
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

小
　
　
結
 

本
稿
で
は
、「
自
身
が
動
作
主
で
あ
る
行
為
の
過
程
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
動
作
主
も
ま
た
生
成
変
化
す
る
あ
り
方
」
と
説
明
さ
れ

る
中
動
態
と
い
う
文
法
概
念
を
手
が
か
り
に
、
自
死
に
関
わ
る
対
人
支
援
の
現
場
に
お
い
て
生
起
し
て
い
る
関
係
性
の
変
化
に
つ
い
て

検
討
し
た
。
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
能
動
／
受
動
と
い
う
文
法
バ
イ
ア
ス
で
は
支
援
の
捉
え
方
を
見
誤
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
だ
っ
た
。「
支
援
す
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
能
動
／
受
動
と
い
う
文
法
の
延
長
線
上
に
は
「
相
手
を
変
え
（
支
配
・

所
有
し
）
よ
う
と
す
る
支
援
」
の
他
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
難
し
い
。
あ
る
い
は
「
心
の
ケ
ア
」「
寄
り
添
う
」
な
ど
の
言
葉
も
、

こ
の
文
脈
で
捉
え
ら
れ
る
と
同
じ
く
「
相
手
に
変
化
を
求
め
よ
う
と
す
る
（
ま
た
は
そ
の
こ
と
を
期
待
す
る
）」
支
援
が
開
始
さ
れ
て
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し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う（

29
）。
こ
の
バ
イ
ア
ス
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
の
で
あ
る
。
試
み
に
い
ま
Sotto
の
活
動
を
こ
の

文
脈
に
載
せ
て
説
明
す
る
と
、「
死
に
た
い
気
持
ち
を
抱
え
た
方
の
孤
独
感
を
和．
ら．
げ．
る．
」
と
能
動
／
受
動
の
形
に
な
る
の
は
、
文
法

上
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
支
援
に
対
す
る
行
為
の
表
現
を
能
動
／
受
動
で
す
る
以
外
に
我
々
が
そ
の
表
現
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
本
論
で
明
か
し
た
。
そ
の
上
で
Sotto
が
目
指
す
対
人
支
援
と
は
「
支
援
し
た
／
支
援
さ
れ

た
」
と
い
う
、
能
動
／
受
動
と
い
う
関
係
を
超
え
て
互
い
に
気
持
ち
が
変
化
す
る
場
で
あ
り
、
平
た
く
言
え
ば
「
相
手
が
本
音
を
話
し

て
く
れ
た
」「
自
分
の
本
音
を
話
せ
る
場
に
な
っ
た
（
さ
ら
に
い
え
ば
、
本
音
は
語
ら
れ
ず
と
も
、
と
も
に
そ
の
場
に
居
ら
れ
る
）」
と

い
う
事
態
が
、
ひ
と
つ
の
支
援
と
な
る
機
序
を
説
明
し
た
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
Sotto
の
模
擬
相
談
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）
お
よ
び
仮
設
住
宅
居
室
訪
問
活
動
の
具
体
事
例
に
お
い
て
見
ら
れ

た
の
は
、「
孤
独
感
が
和
ら
ぐ
瞬
間
」
が
、
相
談
員
の
一
方
的
な
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
両
者
が
相
談
と
い
う
過
程

の
内
部
に
巻
き
込
ま
れ（

30
）、
そ
の
な
か
で
相
互
に
変
化
す
る
出
来
事
、
す
な
わ
ち
「
相
談
員
／
相
談
者
が
動
作
主
で
あ
る
行
為
の
過
程

（
相
談
現
場
）
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
相
談
員
／
相
談
者
が
と
も
に
生
成
変
化
す
る
あ
り
方
」
と
し
て
説
明
づ
け
る
こ
と
で
、
文
法
範

疇
か
ら
支
援
の
あ
り
方
を
整
理
し
な
お
し
、
気
持
ち
に
関
わ
る
対
人
支
援
の
一
つ
の
形
態
を
論
理
づ
け
た
。 

 
【
註
】 

（
1
）
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
支
援
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
、
気
持
ち
に
関
わ
る
支
援
に
つ
い
て
の
一
形
態
を
論
理
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
特
定
の
団
体
や
心
理
療
法
に
つ
い
て
批
判
す
る
意
図
は
な
い
。 

（
２
）
ミ
ル
ト
ン
・
メ
イ
ヤ
ロ
フ
／
田
村
真
・
向
野
宣
之
訳
『
ケ
ア
の
本
質
』（
ゆ
る
み
出
版
、
一
九
八
七
）
一
三
―
一
四
頁
 

（
３
）
ミ
ル
ト
ン
・
メ
イ
ヤ
ロ
フ
『
同
書
』
一
九
頁
 

（
４
）
Sotto
は
こ
の
定
義
を
も
と
に
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ま
は
支
援
を
能
動
／
受
動
で
捉
え
る
こ
と
を
問
題
と
す
る
た
め
に
引
用
し
て
い
る

こ
と
を
断
っ
て
お
く
。 
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（
５
）
総
研
で
は
二
〇
〇
七
年
よ
り
自
死
問
題
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
五
月
に
は
、
本
願
寺
派
の
全
寺
院
（
一
〇
二
八
八
ヶ
寺
）
を
対
象

と
し
た
自
死
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
自
死
問
題
実
態
調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
（
分
析
結
果
は
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://j-

soken.jp/dow
nload/4836
に
て
全
文
閲
覧
可
能
）。 

そ
の
結
果
、
二
〇
一
〇
年
五
月
、
当
該
実
態
調
査
を
も
と
に
僧
侶
と
一
般
市
民
が
集
ま
り
本
願
寺
第
三
庁
舎
内
に
設
立
さ
れ
た
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
京
都
自

死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー
Sotto（
代
表
：
竹
本
了
悟
）
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
電
話
相
談
窓
口
、
自
死
遺
族
の
会
を
開
設
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、

二
〇
二
五
年
現
在
、
メ
ー
ル
相
談
や
、
相
談
員
と
直
接
対
面
で
時
間
を
過
ご
す
居
場
所
づ
く
り
活
動
と
し
て
の
「
お
で
ん
の
会
」、「
Sotto
の
縁
が
わ
」

な
ど
相
談
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。 

二
〇
二
四
年
度
の
延
べ
相
談
件
数
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
電
話
相
談
（
金
曜
・
土
曜
の
一
九
時
〜
二
五
時
）
一
〇
〇
〇
件
程
度
。

メ
ー
ル
相
談
　
二
五
〇
〇
件
程
度
。
居
場
所
づ
く
り
　
お
で
ん
の
会
　
一
四
〇
名
程
度
。
語
り
合
う
会
（
遺
族
支
援
）
一
五
名
程
度
。
そ
の
ほ
か
啓
発

活
動
と
し
て
自
死
に
ま
つ
わ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
修
会
な
ど
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
（
筆
者
も
こ
の
活
動
に
二
〇
一
一
年
よ
り
参
加
し
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
活
動
に
お
い
て
は
、
総
研
の
職
員
と
Sotto
の
相
談
員
と
い
う
立
場
で
「
仮
設
住
宅
居
室
訪
問
活
動
」
を
展
開
し
て
き

た
。
詳
細
は
第
一
章
第
三
節
）。 

（
６
）
こ
の
よ
う
に
言
う
と
「
自
死
を
推
奨
す
る
の
か
」
と
い
う
批
判
の
声
が
上
が
る
こ
と
が
あ
る
が
、「
自
死
を
推
奨
す
る
」
こ
と
と
「
死
に
た
い
気
持
ち
を

抱
え
た
方
の
最
後
の
居
場
所
（
誰
か
が
分
か
っ
て
く
れ
る
、
分
か
っ
て
く
れ
よ
う
と
す
る
場
）
を
提
供
す
る
」
こ
と
と
の
間
に
は
、
大
き
な
隔
た
り
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

（
７
）
Sotto
理
事
の
金
子
宗
孝
氏
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た
記
録
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
子
宗
孝
氏
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
致
し
ま
す
。 

（
８
）
https://w
w
w.youtube.com
/w
atch?v=nniKGlbYxgI（
二
〇
二
五
年
一
二
月
二
三
日
現
在
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
９
）
相
談
者
を
、
電
話
を
か
け
る
人
コ
ー
ラ
ー
と
い
い
、
相
談
を
受
け
る
人
を
メ
ン
バ
ー
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
は
飽
く
ま
で
両
者
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
の
記

号
で
あ
り
、
対
等
な
人
間
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。 

（
10
）
そ
れ
ま
で
の
相
談
員
、
相
談
者
と
い
う
関
係
を
離
れ
る
宣
言
を
す
る
こ
と
で
、
場
を
切
り
替
え
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
相
談
に
つ
い
て
検
討
す
る
ふ
り

か
え
り
に
入
る
。
宣
言
以
降
は
相
談
の
場
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
的
に
区
別
す
る
（
関
係
の
場
を
切
り
替
え
る
）
た
め
で
あ
る
。 

（
11
）『
宗
報
』
二
〇
二
四
年
二
月
号
一
三
―
一
六
頁
で
紹
介
し
た
事
例
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（
12
）
復
興
庁
「
東
日
本
大
震
災
教
訓
継
承
サ
イ
ト
」（
https://w
w
w.reconstruction.go.jp/311kyoukun/archive/chapter1-verse1.htm
l#chapter1-

verse1-1）
二
〇
二
六
年
一
月
二
日
現
在
 

（
13
）
復
興
庁
　
同
サ
イ
ト
（
https://w
w
w.reconstruction.go.jp/311kyoukun/archive/chapter5-verse2.htm
l#chapter5-verse2-1）
二
〇
二
六
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年
一
月
二
日
現
在
 

（
14
）
Sotto
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講
し
た
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
二
人
一
組
で
仮
設
住
宅
を
一
軒
一
軒
訪
ね
、
お
住
ま
い
の
方
の
気
持
ち
を
受
け

と
る
と
い
う
活
動
。
二
〇
二
五
年
現
在
、
仙
台
で
の
活
動
は
Sotto
の
姉
妹
団
体
「
東
北
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー
（
と
う
ほ
く
Sotto）」（
代
表
：

高
橋
悦
堂
）
と
し
て
、
居
場
所
づ
く
り
活
動
「
そ
っ
と
の
森
」
を
毎
月
仙
台
別
院
内
教
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
て
い
る
。
陸
前
高
田
市
で
は
、「
陸
前

高
田
市
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
こ
ろ
の
も
り
」（
代
表
：
西
條
正
夫
）
と
し
て
活
動
が
継
続
さ
れ
る
。
Sotto
の
姉
妹
団
体
と
し
て
ほ
か
に
「
ひ
ろ
し
ま

Sotto」（
代
表
：
武
田
慶
之
）
が
あ
る
。 

（
15
）
そ
の
ほ
か
、
毎
月
行
わ
れ
た
傾
聴
に
取
り
組
む
宗
教
者
の
会
（
ktsk　
代
表
：
太
田
宏
人
（
故
人
））
で
、
宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川
町
で
の
活
動
に
も
合
流

し
て
い
る
。 

（
16
）
Sotto
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://w
w
w.kyoto-jsc.jp/about/thoughts.htm
l）
二
〇
二
六
年
一
月
九
日
現
在
 

（
17
）
拙
稿
「
ざ
わ
め
き
と
声
の
汽
水
域
」
鈴
木
岩
弓
・
磯
前
順
一
・
佐
藤
弘
夫
（
編
）（『
死
者
／
生
者
論
―
傾
聴
・
鎮
魂
・
翻
訳
―
』
二
〇
一
七
年
）
一
〇

三
―
一
〇
四
頁
 

（
18
）
青
山
太
郎
『
中
動
態
の
映
像
学
　
東
日
本
大
震
災
を
記
録
す
る
作
家
た
ち
の
生
成
変
化
』（
堀
内
出
版
、
二
〇
二
二
年
）
五
頁
 

（
19
）
國
分
功
一
郎
『
中
動
態
の
世
界
　
意
思
と
責
任
の
考
古
学
』（
医
学
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
四
一
頁
 

（
20
）
岸
本
通
夫
監
訳
『
一
般
言
語
学
の
諸
問
題
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
三
年
） 

（
21
）
國
分
功
一
郎
『
同
著
』
三
四
頁
 

（
22
）
國
分
功
一
郎
『
同
著
』
三
四
頁
 

（
23
）
國
分
功
一
郎
『
同
著
』
三
四
頁
 

（
24
）
國
分
功
一
郎
・
熊
谷
晋
一
郎
『〈
責
任
〉
の
生
成
―
中
動
態
と
当
事
者
研
究
―
』（
新
曜
社
、
二
〇
二
〇
年
）
九
七
頁
 

（
25
）
國
分
功
一
郎
・
熊
谷
晋
一
郎
『
同
著
』
九
七
―
九
八
頁
 

（
26
）
國
分
功
一
郎
『
同
著
』（
新
潮
文
庫
版
、
二
〇
二
五
）
一
二
二
―
一
二
三
頁
 

（
27
）
國
分
功
一
郎
『
同
著
』（
医
学
書
院
、
二
〇
一
七
）
七
五
頁
 

（
28
）
國
分
は
『
同
著
』
で
、
こ
う
し
た
自
動
詞
と
中
動
態
と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
医
学
書
院
、
二
〇
一
七
）
一
八
三
―

一
八
八
頁
 

（
29
）
Sotto
で
は
、
意
識
的
に
「
心
の
ケ
ア
」
や
「
寄
り
添
う
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
「
気
持
ち
を
受
け
と
る
」
と
表
現
し
て
、
既
存
の
用
語
か
ら
距
離
を

置
い
て
い
る
。 

36
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（
30
）
Sotto
で
は
、
こ
の
事
態
を
「
コ
ー
ラ
ー
と
メ
ン
バ
ー
が
共
に
揺
れ
る
」「
メ
ン
バ
ー
が
コ
ー
ラ
ー
に
揺
ら
さ
れ
る
」
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
。
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日
本
仏
教
思
想
史
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
 

　――
称
名
寺
聖
教
『
浄
土
宗
法
語
』（
仮
題
）
を
通
し
て
〈
付
・
翻
刻
〉――
 

井
　
上
　
慶
　
淳
 

は
じ
め
に
・
問
題
の
所
在
 

本
研
究
は
、
称
名
寺
聖
教
『
浄
土
宗
法
語
』（
仮
題
、
一
一
一
函
―
四
）
を
取
り
上
げ
、
法
然
浄
土
教
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
再
考

を
促
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
神
奈
川
県
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）
の
国
宝
・
称
名
寺
聖
教
の
う
ち
の
一
書
で
、

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
勧
化
本
（
談
義
本（

１
））
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
内
容
を
持
ち
、
様
々
な
仏
教
説
話
を
通
し
て
、

称
名
念
仏
に
よ
る
往
生
が
説
か
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

昭
和
の
初
期
、
称
名
寺
聖
教
か
ら
新
出
の
浄
土
教
文
献
が
多
く
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
、
ま
ず
法
然
門
流
で
研
究
が
進
め
ら
れ
た

の
は
、
長
楽
寺
流
の
隆
寛
（
一
一
四
八
―
一
二
二
七
）
お
よ
び
九
品
寺
流
の
長
西
（
一
一
八
四
―
一
二
六
六
）
ら
の
著
作
で
あ
る
。
隆

寛
の
典
籍
と
し
て
は
『
具
三
心
義
』『
散
善
義
問
答
』『
極
楽
浄
土
宗
義
』『
弥
陀
本
願
義
』
が
、
長
西
に
つ
い
て
は
『
観
経
疏
光
明
抄
』

『
専
雑
二
修
義
』
が
新
た
に
翻
刻
さ
れ
、
彼
ら
の
教
学
に
関
す
る
議
論
が
進
む
こ
と
と
な
っ
た（

２
）。
た
だ
し
、
隆
寛
の
著
作
は
一
通
り
が

翻
刻
さ
れ
た
一
方
で
、
長
西
に
つ
い
て
は
そ
の
後
も
未
翻
刻
の
典
籍
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
う
け
近
年
で
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は
、
佐
竹
真
城
氏
ら
に
よ
っ
て
長
西
お
よ
び
そ
の
門
流
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
、
長
西
の
著
作
に
つ
い
て
は
可
能
な
範
囲
で
翻
刻

が
完
了
し
て
い
る（

３
）。
ま
た
、
鎮
西
派
第
三
祖
良
忠
（
一
一
九
九
―
一
二
八
七
）
の
未
翻
刻
文
献
に
つ
い
て
も
、
西
村
慶
哉
氏
に
よ
っ
て

翻
刻
と
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る（

４
）。 

そ
の
一
方
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
浄
土
宗
法
語
』
は
、
そ
の
存
在
こ
そ
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
稲
垣
泰
一
氏
に
よ

る
論
攷
が
一
本
確
認
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
本
文
も
未
翻
刻
の
状
況
に
あ
る（

５
）。
ま
た
稲
垣
氏
は
、
説
話
文
学
研
究
の
一
環
と
し
て
本
書

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
土
教
典
籍
と
し
て
の
本
書
へ
の
言
及
は
、
未
だ
皆
無
の
状
況
な
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
ま
ず
本
書
の
撰
者
が
誰
な
の
か
明
ら
か
で
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
、
そ
の
内
容
が
「
勧
化
本
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
教
学
書
」
と
は
や
や
趣
を
異
に
す
る
こ
と
も
一
因
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

そ
の
う
え
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
『
浄
土
宗
法
語
』
が
、
法
然
浄
土
教
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
内
容
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
本
書
の
著
者
は
、「
浄
土
宗
」
を
自
認
し
、
か
つ
法
然
の
「
選

択
」
思
想
を
う
け
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
本
文
の
多
く
が
、
法
然
以
前
の
思
想
状
況
に
お
い
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
平
康
頼

『
宝
物
集
』
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
然
の
思
想
を
う
け
る
人
物
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
勧
化
本
の
大
半
が
、

法
然
以
前
の
文
献
を
も
と
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
実
は
、
日
本
仏
教
思
想
史
に
お
い
て
大
き
な
転
換
点
と
さ
れ
る

法
然
浄
土
教
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
う
え
で
、
非
常
に
示
唆
に
富
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
の
問
題
を
う
け
、
本
稿
で
は
ま
ず
、『
浄
土
宗
法
語
』
の
概
要
な
ら
び
に
先
行
研
究
を
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
本
書
の
撰
者

が
法
然
門
流
の
人
物
で
あ
る
と
考
え
得
る
こ
と
を
指
摘
し
、
内
容
の
問
題
に
つ
い
て
も
少
し
く
検
討
を
加
え
た
い
。
ま
た
、
今
後
の
研

究
に
資
す
る
べ
く
、
本
文
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
。 
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『
浄
土
宗
法
語
』
の
書
誌
に
つ
い
て
 

本
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
述
の
稲
垣
氏
の
論
攷
に
お
い
て
報
告
が
あ
る
。
ま
た
筆
者
も
、
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
十

二
月
十
八
日
に
実
見
調
査
す
る
機
会
を
頂
戴
し
た
。
そ
れ
ら
を
う
け
、『
浄
土
宗
法
語
』
の
書
誌
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

〔
所
蔵
〕
神
奈
川
県
横
浜
市
称
名
寺
蔵
、
金
沢
文
庫
管
理
。 

〔
冊
数
〕
一
冊
。 

〔
装
丁
〕
袋
綴
装
。
四
つ
穴
綴
じ
。 

〔
料
紙
〕
楮
紙
。 

〔
丁
数
〕
墨
付
二
十
五
丁
。（
首
部
・
末
尾
と
も
に
欠
損
。
一
丁
目
に
つ
い
て
も
、
表
が
欠
損
。）
そ
の
ほ
か
、
表
紙
・
裏
表
紙
お
よ
び

前
後
の
一
丁
分
の
遊
紙
が
後
補
さ
れ
て
い
る
。 

〔
法
量
〕
縦
二
十
九
・
五
㎝
、
横
二
十
三
・
二
㎝
。 

〔
行
数
〕
一
〇
〜
十
三
行
。 

〔
文
体
〕
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。 

〔
年
代
〕
鎌
倉
初
期
〜
中
期
。 

〔
そ
の
他
〕
虫
損
・
破
損
が
激
し
く
、
補
修
が
な
さ
れ
て
い
る
。
裏
表
紙
の
直
前
に
あ
る
遊
紙
に
は
、「
昭
和
三
十
三
年
十
月
十
日
県

費
ヲ
以
テ
修
理
ス
」
と
あ
り
、
虫
損
・
破
損
部
分
に
は
全
面
的
に
裏
打
な
ど
の
補
修
が
施
さ
れ
て
い
る
。
補
修
の
際
に
四

つ
穴
綴
じ
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
ノ
ド
の
見
え
に
く
い
丁
が
あ
る
。 
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『
浄
土
宗
法
語
』（
仮
題
）
一
丁
裏
│
二
丁
表

『
同
上
』
十
六
丁
裏
│
十
七
丁
表



先
行
研
究
の
確
認
 

そ
れ
で
は
前
述
の
稲
垣
氏
の
論
攷
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
。
本
稿
に
関
わ
る
指
摘
と
し
て
、
以
下
の
四
点
を
挙
げ
て
お

き
た
い
。 

 
①
撰
者
は
浄
土
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、
か
つ
叡
山
浄
土
教
の
流
れ
を
汲
む
者
と
考
え
ら
れ
る
。 

②
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
素
材
の
多
く
を
『
宝
物
集
』
か
ら
採
用
し
て
い
る
。 

③
成
立
時
期
は
、
十
二
世
紀
最
末
期
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
と
推
定
さ
れ
る
。 

④
本
書
が
想
定
す
る
読
み
手
は
、
都
に
住
む
者
や
僧
侶
で
は
な
く
、
田
舎
の
山
中
な
ど
に
住
む
女
性
で
あ
る
。 

 こ
れ
ら
の
う
ち
ま
ず
①
の
撰
者
に
つ
い
て
、『
浄
土
宗
法
語
』
に
は
、 

此
浄
土
宗
は
、
是
善
導
和
尚
の
勤
行
し
て
往
生
を
遂
げ
て
、
後
の
門
徒
の
人
、
併
ら
往
生
極
楽
の
本
懐
を
遂
げ
ず
。 

（
十
五
丁
裏
一
〇
行（

６
）） 

と
い
う
記
述
の
ほ
か
、 

唯
浄
土
宗
の
行
者
と
申
す
は
、
称
念
を
先
と
す
る
也
。
身
口
意
の
勤
め
、
余
行
に
す
ぐ
る
也
。

（
十
七
丁
表
二
行
） 

と
も
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
浄
土
宗
」
と
い
う
語
や
そ
の
内
容
か
ら
、
本
書
は
浄
土
宗
を
自
認
す
る
者
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
加
え
て
本
書
に
は
、 

さ
れ
ば
我
山
の
源
信
僧
都
、
一
代
聖
教
に
曇
り
無
く
、
顕
密
二
道
に
暗
か
ら
ず
…

（
十
九
丁
表
三
行
） 
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と
い
う
内
容
も
見
ら
れ
る
。
源
信
（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
を
指
し
て
「
我
山
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
叡
山
浄
土
教
の
流
れ
を

汲
む
者
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
『
浄
土
宗
法
語
』
は
、
叡
山
浄
土
教
の
影
響
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
浄
土
宗
に
身

を
置
く
者
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
②
に
つ
い
て
、『
宝
物
集
』
と
は
平
康
頼
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
諸
本
が
多
く
現
存
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
一
巻
本
↓
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
↓
第
二
種
七
巻
本
と
い
う
順
序
で
、
平
康
頼
自
身
に
よ
っ
て
改
訂
が
な
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

７
）。
稲
垣
氏
は
『
浄
土
宗
法
語
』
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
第
二
種
七
巻
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
両
書

の
引
用
に
よ
っ
て
論
じ
て
お
り
、
こ
の
指
摘
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
な
お
、
第
二
種
七
巻
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
文
治
四
（
一
一
八

八
）
年
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る（

８
）。
そ
の
う
え
で
稲
垣
氏
は
『
浄
土
宗
法
語
』
の
内
容
に
つ
い
て
、 

『
浄
土
宗
法
語
』
は
そ
の
本
文
を
主
に
『
宝
物
集
』
に
依
拠
し
な
が
ら
記
述
し
、
典
拠
に
関
す
る
部
分
は
当
時
の
浄
土
宗
に
お
け

る
説
教
・
唱
導
や
法
会
の
場
な
ど
で
語
ら
れ
、
共
通
に
理
解
さ
れ
て
い
た
知
識
を
述
べ
た
り
、
他
の
文
献
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
よ
う（

９
）。 

と
指
摘
す
る
。
一
方
で
、「
か
な
り
『
宝
物
集
』
を
咀
嚼
し
、
縦
横
に
駆
使
し
て
成
さ
れ
た
教
導
書
で
あ
る
と
い
え
る（

10
）」
と
も
評
さ
れ

る
よ
う
に
、『
浄
土
宗
法
語
』
は
単
に
『
宝
物
集
』
の
説
話
を
機
械
的
に
転
載
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
独

自
の
構
成
と
し
、
教
説
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。 

次
に
③
に
つ
い
て
、『
浄
土
宗
法
語
』
十
九
丁
表
―
二
〇
丁
表
に
か
け
て
は
、
源
太
夫
の
説
話
、
そ
し
て
神
崎
の
遊
女
と
ね
ぐ
ろ
の

説
話
、
の
二
つ
が
続
け
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
宝
物
集
』
と
同
じ
構
成
で
あ
り
、
加
え
て
内
容
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
た
め
、

『
浄
土
宗
法
語
』
が
『
宝
物
集
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
な
る
。
し
か
し
、『
浄
土
宗
法
語
』
に
お
け
る
遊
女
と
ね
ぐ
ろ
の
説

話
の
最
後
に
あ
る
「
無
下
に
近
き
事
に
て
侍
る
な
り
」（
ご
く
近
い
時
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
）
と
い
う
一
文
は
、『
宝
物
集
』
に
は
確
認

さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、『
浄
土
宗
法
語
』
が
自
ら
挿
入
し
た
文
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
遊
女
の
今
様
や
説
話
は
、
後
白
河
院
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（
一
一
二
七
―
一
一
九
二
）
が
撰
述
し
た
『
梁
塵
秘
抄
』『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
に
出
て
く
る
。
以
上
の
状
況
か
ら
、
稲
垣
氏
は
『
浄
土

宗
法
語
』
の
成
立
を
十
二
世
紀
最
末
期
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
と
推
定
し
て
い
る
。 

最
後
に
④
の
読
み
手
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
。 

此
文
に
は
、
為
中
（
田
舎
）
の
山
里
な
ど
の
愚
な
る
女
人
の
、
善
知
識
に
あ
ふ
事
か
た
く
、
法
の
音
を
聞
く
事
か
た
き
が
故
に
、

念
仏
す
べ
き
が
料
に
書
き
集
め
た
る
也
。
み
や
こ
な
ど
の
功
徳
盛
り
に
聴
聞
な
ど
の
広
か
ら
む
が
為
に
非
ず
。
ま
た
僧
徒
の
為
に

非
ず
。
此
の
物
語
は
、
正
教
を
は
な
れ
ず
と
は
云
へ
ど
も
、
読
み
吉
か
ら
ん
が
為
に
言
を
和
ら
げ
て
文
字
を
そ
む
き
て
心
ば
へ
を

取
た
る
也
。
                                                                                               （
十
四
丁
表
三
行
、
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
挿
入
） 

こ
こ
で
は
『
浄
土
宗
法
語
』
執
筆
の
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
、
田
舎
の
山
里
な
ど
に
住
む
女
人
で
善
知
識
に
遇
っ

て
仏
法
を
聞
く
こ
と
が
難
し
い
者
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
都
に
住
む
者
や
僧
侶
を
対
象
と
し
て
い
な

い
と
も
い
う
。
以
上
の
点
か
ら
本
書
は
、「
京
都
周
縁
に
隠
棲
し
た
女
人
や
、
中
・
下
級
階
層
の
俗
人
を
対
象
に
し
た
、
教
導
的
色
彩

の
強
い
作
品（

11
）」
と
評
さ
れ
る
。 

以
上
、
稲
垣
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
内
容
を
確
認
し
て
き
た
。
い
ま
こ
こ
で
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、『
浄
土
宗
法
語
』
が
依

拠
す
る
『
宝
物
集
』
の
、
日
本
仏
教
思
想
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
山
田
昭
全
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。 

『
宝
物
集
』
は
、
阿
弥
陀
様
の
事
を
盛
ん
に
説
い
て
い
な
が
ら
、
物
語
の
始
め
と
終
わ
り
の
締
め
く
く
り
の
所
で
は
、
お
釈
迦
様

を
出
し
て
い
る
の
が
大
変
象
徴
的
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
法
然
の
浄
土
教
が
鎌
倉
仏
教
の
中
に
定
着
・
確
立
す
る
直
前
の
伝
統

的
な
平
安
朝
仏
教
の
姿
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。（
中
略
）『
往
生
要
集
』
な
く
し
て
『
宝
物
集
』
は
成
立
し

な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
す
。
た
だ
、
私
が
強
調
し
た
い
の
は
『
往
生
要
集
』
一
辺
倒
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に

は
永
観
の
浄
土
教
が
入
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。（
中
略
）『
宝
物
集
』
は
、『
往
生
要
集
』
に
次
い
で
こ
の
永
観
か
ら
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も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。『
宝
物
集
』
に
永
観
は
出
て
き
て
も
、
法
然
と
い
う
人
物
は
影
も
形
も
現
し
ま
せ
ん
。
こ
れ

が
実
に
面
白
い
。
康
頼
は
法
然
よ
り
、
十
二
、
三
歳
若
く
法
然
の
活
躍
の
極
盛
期
を
目
前
に
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
全
く
触
れ
て

い
な
い
の
で
す（

12
）。 

こ
の
指
摘
に
従
え
ば
、『
宝
物
集
』
は
源
信
『
往
生
要
集
』
や
永
観
の
浄
土
思
想
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
法
然
浄
土
教
の
確
立
以

前
の
仏
教
の
姿
を
留
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
お
い
て
、「
浄
土
宗
」
を
自
認
す
る
人
物
が
、
そ
の
多
く
を
法

然
以
前
の
資
料
に
依
り
な
が
ら
『
浄
土
宗
法
語
』
を
執
筆
し
た
、
と
い
う
構
図
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。 

そ
の
う
え
で
次
節
に
お
い
て
は
、
本
書
の
撰
者
な
ら
び
に
出
典
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
し
た
い
。 

『
浄
土
宗
法
語
』
の
内
容
検
討
 

㈠
撰
者
に
つ
い
て
 

前
述
の
稲
垣
氏
の
指
摘
の
通
り
、『
浄
土
宗
法
語
』
の
撰
者
は
、
叡
山
浄
土
教
の
流
れ
を
汲
む
浄
土
宗
の
人
師
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
本
書
に
二
度
出
て
く
る
「
浄
土
宗
」
の
語
が
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
稲
垣
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
立
を
十
二
世
紀
最
末
期
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
す
な
わ
ち
鎌
倉
初

期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
当
時
の
「
浄
土
宗
」
と
い
う
呼
称
は
、
必
ず
し
も
一
義
的
な
宗
派
の
概
念
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
そ
こ
に
出
る
「
浄
土
宗
」＝「
法
然
門
流
」
と
理
解
で
き
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
問
答
が
手
が
か
り
と
な
る
。 

問
。
賢
首
仏
の
浄
土
の
荘
厳
に
比
れ
ば
、
極
楽
は
下
品
也
と
云
へ
り
。
釈
迦
の
五
百
の
大
願
に
並
れ
ば
、
弥
陀
の
四
十
八
の
願
は

物
の
か
ず
に
非
ず
。
な
ん
ぞ
極
楽
を
願
へ
と
お
し
へ
、
弥
陀
悲
願
を
仰
ぐ
べ
き
と
云
ふ
や
。
                       （
十
七
丁
表
七
行
） 
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こ
こ
で
は
ま
ず
問
い
と
し
て
、
賢
首
仏
の
浄
土
や
釈
尊
の
五
百
大
願
に
比
し
て
劣
る
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
と
四
十
八
願
を
、
ど
う
し
て
願

い
、
仰
ぐ
べ
き
な
の
か
と
示
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。 

答
。
賢
首
仏
の
浄
土
は
極
楽
に
勝
る
と
云
へ
ど
も
、
我
等
衆
生
、
誓
浅
し
。
過
去
に
世
遶
王
仏
と
申
す
仏
の
十
方
の
浄
土
を
現
じ

給
ふ
を
、
弥
陀
見
給
ひ
て
、
其
中
に
奇
妙
の
荘
厳
を
え
り
取
り
て
極
楽
を
合
成
し
給
ふ
也
。（
中
略
）
賢
首
仏
の
浄
土
奇
妙
也
と

云
へ
ど
も
、
只
有
縁
の
極
楽
を
願
へ
。
釈
迦
の
五
百
の
大
願
は
忝
し
と
も
、
弥
陀
の
来
迎
引
摂
の
願
云
、
十
悪
五
逆
犯
者
也
と
云

へ
ど
も
我
名
号
を
唱
て
我
国
を
願
者
の
往
き
て
迎
へ
ず
と
云
は
ば
、
正
覚
を
と
ら
じ
と
誓
ひ
給
へ
る
。
こ
の
故
に
弥
陀
を
称
念
す

べ
し
と
云
ふ
也
。
                                                                                                                            （
十
七
丁
表
九
行
） 

こ
こ
で
は
、
賢
首
仏
の
浄
土
が
弥
陀
の
浄
土
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
と
し
つ
つ
も
、
わ
れ
ら
衆
生
は
有
縁
の
弥
陀
浄
土
を
願
う
べ
き
で
あ

る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
注
目
さ
れ
る
の
が
傍
線
部
で
、「
え
り
取
り
て
」（
原
文
「
エ
リ
取テ

」）
と
い
う
表
現
が
確
認
さ
れ
る

の
で
あ
る（

13
）。
こ
れ
は
法
然
の
提
唱
し
た
「
選
択
本
願
念
仏
」
の
思
想
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
し
て
前
後
の
内
容
と
し
て
も
、〈
無
量
寿
経
〉

所
説
の
法
蔵
説
話
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
『
選
択
集
』
本
願
章
の
教
説
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
本
書
に
お
け
る
「
浄
土
宗
」
と
は
、
そ
の
ま
ま
法
然
が
立
て
た
浄
土
宗
を
指
す
も
の
と
理
解
す
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
本
書
の
撰
者
は
、
法
然
門
流
に
関
係
が
あ
り
、
か
つ
「
選
択
本
願
念
仏
」
の
思
想
を
う
け
る
者
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
加
え
て
、
本
書
の
成
立
を
稲
垣
氏
の
指
摘
す
る
「
十
二
世
紀
最
末
期
〜
十
三
世
紀
初
頭
」
と
し
た
場

合
、
そ
の
人
物
が
法
然
の
直
弟
で
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。 

㈡
十
一
の
問
答
の
出
典
に
つ
い
て
 

『
浄
土
宗
法
語
』
の
現
存
部
分
に
は
、
十
一
の
問
答
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
問
い
の
部
分
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

問
①
人
界
に
生
を
受
け
、
仏
教
に
値
う
こ
と
を
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。（
一
丁
裏
六
行
） 
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問
②「
念
仏
」
と
は
、
い
ず
れ
の
仏
を
念
ず
る
の
か
。（
五
丁
表
一
行
） 

問
③「
阿
弥
陀
」
の
三
字
は
短
く
約つ

づ
まや
か
な
の
に
、
ど
う
し
て
称
念
す
る
者
が
往
生
で
き
る
の
か
。（
六
丁
表
二
行
） 

問
④
仏
な
ら
び
に
浄
土
は
十
方
に
存
在
す
る
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
、
阿
弥
陀
仏
一
仏
を
勧
め
、
そ
の
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
え

と
い
う
の
か
。（
八
丁
表
六
行
） 

問
⑤『
阿
弥
陀
経
』
に
、「
少
善
根
の
者
は
往
生
し
難
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ど
う
し
て
、
纔わ

ず

か
な
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
だ
け

で
往
生
で
き
る
と
い
う
の
か
。（
九
丁
裏
二
行
） 

問
⑥
臨
終
の
十
念
が
、
ど
う
し
て
百
年
の
観
行
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
か
。（
十
四
丁
表
九
行
） 

問
⑦
臨
終
の
十
念
は
、
前
世
の
宿
因
に
よ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
臨
終
以
前
は
念
仏
を
修
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
縁
が
あ
れ
ば
臨
終

に
十
念
を
具
足
し
、
往
生
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。（
十
五
丁
裏
十
二
行
） 

問
⑧
中
国
の
并
州
で
生
ま
れ
た
者
は
、
七
歳
に
な
れ
ば
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
往
生
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、

ど
う
し
て
七
歳
ば
か
り
の
子
供
が
そ
の
功
徳
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。（
十
七
丁
表
三
行
） 

問
⑨
賢
首
仏
の
浄
土
の
荘
厳
に
比
べ
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
は
劣
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
釈
尊
の
五
百
大
願
に
比
べ
れ

ば
、
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
は
、
物
の
数
に
入
ら
な
い
。
ど
う
し
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
願
え
と
教
え
、
そ
の
四
十
八
願
を
仰
ぐ

べ
き
と
い
う
の
か
。（
十
七
丁
表
七
行
） 

問
⑩
（『
阿
弥
陀
経
』
に
、）
極
楽
浄
土
で
は
、
阿
弥
陀
仏
が
常
に
法
文
を
演
説
す
る
と
説
か
れ
、
そ
れ
を
聞
く
者
は
仏
道
を
増
進
す
る

と
い
う
。
川
の
音
や
風
の
声
は
ど
れ
も
妙
文
を
と
な
え
て
お
り
、
阿
弥
陀
仏
は
無
量
寿
仏
と
は
…
（
以
下
、
湮
滅
）。 

（
二
十
五
丁
表
六
行
） 

問
⑪
金
翅
鳥
の
宮
殿
は
七
宝
を
も
っ
て
合
…
と
い
わ
れ
て
い
る
（
以
下
、
湮
滅
）。（
二
十
五
丁
裏
一
行
） 
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こ
れ
ら
に
つ
い
て
稲
垣
氏
は
、
い
ず
れ
も
『
宝
物
集
』
に
示
さ
れ
る
内
容
を
、
問
答
の
形
式
に
し
た
も
の
だ
と
指
摘
す
る
。
し
か
し

管
見
の
限
り
、
問
⑤
と
問
⑨
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
『
宝
物
集
』
諸
本
に
同
様
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（

14
）。
す
な
わ

ち
、
典
拠
が
『
宝
物
集
』
以
外
に
あ
る
、
も
し
く
は
『
浄
土
宗
法
語
』
が
独
自
に
入
れ
込
ん
だ
問
い
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。 

と
は
い
え
問
⑤
・
⑨
の
内
容
を
見
れ
ば
、
そ
の
問
い
自
体
は
、
法
然
に
至
っ
て
初
め
て
問
題
と
な
っ
た
も
の
と
は
、
必
ず
し
も
考
え

が
た
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
問
⑨
に
対
す
る
答
え
の
部
分
に
お
い
て
、
前
述
し
た
「
選
択
」
思
想
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
た
だ

ち
に
本
書
の
教
説
の
中
心
を
な
す
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。 

以
上
の
事
実
は
、『
浄
土
宗
法
語
』
執
筆
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
「
田
舎
に
住
む
人
々
に
、
称
名
念
仏
一
行
に
よ
る
往
生
を
平
易
に

説
く
」
と
い
う
課
題
が
、
す
で
に
法
然
以
前
の
資
料
に
よ
っ
て
か
な
り
の
程
度
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、

「
法
然
浄
土
教
の
革
新
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
課
題
が
、
必
然
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

お
わ
り
に
・
今
後
の
課
題
 

以
上
、
こ
れ
ま
で
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
『
浄
土
宗
法
語
』
が
、
法
然
浄
土
教
の
位
置
づ
け
を
窺
う
に
あ
た
っ
て
重
要
な
内
容
を
持

つ
史
料
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
唯
一
の
先
行
研
究
と
い
え
る
稲
垣
泰
一
氏
の
論
攷
で
は
、
撰
者
が
「
浄
土
宗
」
の
人
物
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
多
く
を
『
宝
物
集
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。 

そ
れ
を
う
け
今
回
は
、
本
書
が
法
然
の
「
選
択
」
思
想
を
う
け
て
い
る
可
能
性
を
提
示
し
、
そ
の
撰
者
を
法
然
門
流
内
の
人
物
に
比

定
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、『
浄
土
宗
法
語
』
に
見
ら
れ
る
十
一
の
問
答
の
う
ち
、『
宝
物
集
』
に
典
拠
を
見
出
し
が
た
い
問

い
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
問
い
は
い
ず
れ
も
、
必
ず
し
も
法
然
浄
土
教
の
成
立
に
よ
っ
て

初
め
て
提
起
さ
れ
た
も
の
と
は
言
い
が
た
く
、
ま
た
本
書
の
教
説
の
核
心
を
な
す
も
の
と
も
考
え
に
く
い
も
の
で
あ
る
。 
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こ
の
よ
う
に
、
法
然
門
流
の
人
物
が
著
し
た
で
あ
ろ
う
勧
化
本
が
、
そ
の
叙
述
お
よ
び
思
想
の
多
く
を
法
然
以
前
の
『
宝
物
集
』
に

依
拠
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
法
然
浄
土
教
が
そ
れ
ま
で
の
浄
土
教
と
の
断
絶
の
中
に
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
連
続
性
の
う

え
に
展
開
し
た
こ
と
を
お
の
ず
か
ら
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
本
書
が
、
田
舎
の
山
里
に
住
む
民
衆
を
想
定
し
て
著
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
法
然
浄
土
教
が
民
衆
の
ど
の
よ
う
な
層
へ
展
開
し
、
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
も
注
目
に
値
す

る
。
以
上
の
よ
う
な
特
徴
は
、
こ
れ
か
ら
の
法
然
浄
土
教
研
究
に
お
い
て
、
法
然
以
前
の
院
政
期
浄
土
教
に
も
視
野
を
広
げ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
「
教
学
書
」
に
限
ら
ず
、
勧
化
本
を
含
め
た
総
合
的
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
提
起
し
て
い

る
。 も

っ
と
も
、
本
書
の
成
立
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
る
「
法
然
浄
土
教
の
革
新
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
は
、
特
に
黒
田

俊
雄
氏
に
よ
る
顕
密
体
制
論
の
提
唱
以
来
、
今
日
ま
で
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
新
奇
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、『
浄
土
宗
法
語
』
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
史
料
を
通
し
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
再
検
討
が
促
さ
れ
る

点
に
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

な
お
、
今
回
は
紙
幅
の
制
約
か
ら
、『
浄
土
宗
法
語
』
を
通
し
て
の
問
題
提
起
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
書
が
提
起
す
る
諸

問
題
の
検
討
を
今
後
の
課
題
と
し
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
を
終
え
た
い
。 
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『
浄
土
宗
法
語
』
翻
刻
 

【
凡
例
】 

①
本
翻
刻
は
、
称
名
寺
聖
教
『
浄
土
宗
法
語
』（
仮
題
、
一
一
一
函
―
四
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。 

②
漢
字
は
基
本
的
に
新
字
の
通
行
体
に
統
一
し
、
略
字
な
ど
は
正
字
に
戻
し
て
翻
刻
し
た
。 

③
各
丁
数
は
〈
　
〉
で
括
っ
て
示
し
、
行
取
り
は
原
本
に
準
じ
て
行
頭
に
行
数
を
示
し
た
。 

④
本
文
抹
消
箇
所
に
つ
い
て
は
、
本
文
内
に
取
り
┃
┃
┃
┃
消
し
線┃
を
付
し
て
示
し
た
。 

⑤
翻
刻
に
使
用
し
た
各
種
記
号
が
示
す
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

　
・「
□
」↓
湮
滅
箇
所
／
・「
│

」↓
合
符
 

⑥
湮
滅
箇
所
に
つ
い
て
、
文
字
数
が
判
断
で
き
る
場
合
に
は
そ
の
数
だ
け
「
□
」
を
示
し
、
判
断
で
き
な
い
場
合
に
は
「
□
…
□
」
と

表
記
し
た
。 

⑦
そ
の
他
、
特
に
必
要
な
情
報
を
示
す
場
合
、
脚
註
に
記
し
た
。 

【
本
文
翻
刻
】 
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〈
一
丁
裏
〉 

01
□
…
□
梵
天　

ヨ
リ

糸ヲ

下　
テ

大
海　

ノ

底ノ

針ノ

穴ヲ

貫
如シ

 

02
□
…
□
也
一
眼ノ

亀ノ

浮
木ノ

穴ニ

値
似
タ
リ

サ
レ
ハ
教
王
釈
 

03
□
…
□
法
花
経ヲ

説
給　
シ
ニ
モ

九
億ノ

衆
生
有リ

三
億ハ

名
字ヲ

 

04
□
聞
也
我
等
濁
世
末
代ト

云　
ト
モ

宿
縁ニ

引　
レ
テ

人
家ニ

生ヲ

受テ

仏
教ニ

値
 

05
□
事ヲ

得　
タ
リ

悦
可
悦
一

楽
可
楽
国
也
無
下ニ

仏
法ノ

名
字モ

知　
ケ
モ

 

06
□
…
□
浅
□シ

□
□
人
界ニ

生ヲ

受テ

仏
教ニ

奉
値ヲ

悦
楽　

シ
ト

云ハ

何　
ナ
ル

 

07
□
…
入　

ル
ハ

□ヲ

悟
也
天
人ハ

楽ニ

フ
ケ
テ
仏ヲ

受
 



08
□
…
□
畜
生ハ

愚
智　

ニ
シ
テ

仏
法
ヲ

 

09
□
…
□
苦
患
雖
忍ヒ

 

10
□
…
□
 

 〈
二
丁
表
〉 

01
書
写
シ
テ

正
道
門
可
入
也
我
等
釈
尊
栴
檀
煙
昇
給
テ

後
二
千
余
 

02
年ニ

生ヲ

受テ

暗
ヨ
リ

晴ニ

向ト

云
ト
モ

一
乗
妙
典ニ

値
奉テ

心ニ

伝テ

耳ニ

触
口
唱
 

03
□
船ヲ

得
如シ

父
母
値
如
ク

タ
ノ
シ
ミ
テ
立ヲ

崛ニ

水ノ

ウ
ル
ヲ
フ
譬ヲ

以テ

仏
道ニ

 

04
近
付
ケ
ル

勿
疑
一

即
往
安
世
界ト

説キ

極
楽ニ

往
生　

セ
ム

事ヲ

待テ

即
往
┃
┃
┃
┃
安
楽
世┃
 

05
界ト┃
即
往
都
率
天ト

宣フ

天
女ノ

来
迎ヲ

心ニ

カ
ク
ヘ
キ
也
無
二
亦
無
三ト

云ヒ

 

06
法
花
最
第
一ノ

言
如
来
金
言
也
釈
尊ノ

無
虚
妄ノ

舌
也
各
疑　

コ
ト

無ク

 

07
勤
行
ス
ヘ
キ
ナ
リ

実ニ

長
安ノ

宮
人ノ

一
品ヲ

切
留
花
滋
国
者
死
人ノ

頭
供
 

08
養
ケ
ル
モ

理
ニ
ソ

侍
ヘ
キ

此
経
勤
行
ヘ
キ

有
様
法
師
安
楽
行
品ニ

ヲ
ロ
〱
侍　

メ
リ

 

09
先
五
演
具
足
シ
テ

勤
行　

ヘ
キ

五
演
者
衣
食
具
足
也
遅
々　

タ
ル

春
日
終
 

10
日
食ヲ

エ
サ
レ
ハ
ツ
カ
レ
ニ
望テ

力ラ

無ク

慢
々　

タ
ル

秋
夜
衣
薄　

ケ
レ
ハ

寒ニ

セ
メ
ラ
レ
 

11
テ
読
誦ノ

思ヒ

忘ル

処
以
テ

衣
食
□
足
ス
ヘ
シ
ト

云
也
二
持
戒
清
浄（

15
）也
 

12
□ヒ

数
可
□
…
□
悲
无
ラ
ム

人
ハ

彼
提
婆
□
 

  

52

日本仏教思想史における法然浄土教の位置づけについて

〈
二
丁
裏
〉 

01
多カ

六
□
□
□ヲ

読
カ
ト
モ

無
□
…
□
如
□
ル
ヘ
シ

□
此
故
持
戒
ナ
□

□
□
 

02
云
也
三
者
常
居
閑
処
也
常
閑
□
所ニ

心
居テ

心
乱　

コ
ト

無　
シ
テ

読
誦
也
 

03
山
林
睡
眠
仏
歓
喜
聚
洛
諍
心
仏
憂
悩
ト

云
如
四
者
ソ
ム
シ
ヨ
 

04
エ
ム
ム
ナ
リ
諸ノ

エ
ム
ヽ
ト
云ハ

妻
子
眷
属
資
財
資
具
如ノ

是
一

七
珍
 

05
万
宝ヲ

投
捨テ

一
向
読
誦ル

也
五
者ニ

ハ

得
善
知
識
也
善
知
識
者
我
為ニ

 

06
意
安
現
世
後
生ノ

時ニ

至　
マ
テ

ヨ
ク
ア
タ
ル
人
也
心ニ

叶　
ハ
ヌ

事
有　

レ
ハ

云ヒ

ナ
コ

サ
メ
テ
 

07
腹
不
立テ
一

自ヲ
　
ラ

忘
念
ヲ
モ

不
発
一

制
止　

シ
テ

万ノ

事
復
易　

ク
シ
テ

命
終ノ

時
 

08
往
生ヲ

ス
ヽ
メ
如
是
人ヲ

云
也
サ
レ
ハ
法
花
経　

ニ
モ

善
知
識ト

者
是
大
因

縁ト

説
也
 

09
如
是
信
心ヲ

尽シ

疑ヲ

タ
チ
テ
読
誦
セ
ム

人
決
定
浄
刹ニ

往
生シ

仏
道ニ

至ル

 

10
門ニ

可
入
也
口　

ニ
ハ

名
号ヲ

含テ

身　
ニ
ハ

清
浄ノ

衣ヲ

着
幡
懸
香
焼
花ヲ

散
 

11
妙
法
経
ナ
□
ト

行
奉
様ニ

清
浄　

ニ
テ

読
奉
ヘ
シ
ト
ソ

申テ

侍
釈ノ

普
明
説ノ

如ク

 

12
証
セ
シ
カ
ム

普
賢
六
牙ノ

白
象ニ

乗　
シ
テ

道
場ニ

現シ

長ノ

禅
師
清
浄
ニ
シ
テ

 

〈
三
丁
表
〉 

01
行
セ
シ
カ
ハ

天
諸
童
子
顕ヲ

給
仕　

シ
テ

如
是
一

利
益
不
思
議
也
天
竺
 

02
震
旦
我
朝ノ

検
記ニ

見
タ
リ

天
竺ニ

一
人ノ

国
王
御　

シ
キ

仏
法ノ

名
字ヲ

不
 



03
知
一

故ニ

人
名ヲ

曰
悪
毒
王ト

教
主
釈
尊
此
事ヲ

愍テ

引
摂
セ
ム
ト
シ

給ニ

 

04
御
力
不
及
一

毒
王
牛ヲ

好ミ

_飼フ

事
亦
他
念
無シ

迦
葉
舎
利
弗
目
 

05
連
三
人ノ

御
弟
子ヲ

遣テ

構
給
事
有リ

迦
葉　

ヲ
ハ

牛ニ

成シ

舎
利
弗
牛ノ

 

06
主　

ト
ナ
シ

目
連
ヲ
ハ

牛
飼
ト

成テ

牛ノ

名　
ヲ
ハ

妙
法ト

名ケ

牛ノ

主　
ヲ
ハ

蓮
花ト

名ケ

牛
 

07
飼ノ

名　
ヲ
ハ

経ト

名テ

毒
王ニ

奉ル

毒
王
牛ヲ

得テ

愛　
ス
ル

程ニ

不ス

心
一

　
ナ
ラ

此ノ

名ヲ

呼フ

間
 

08
妙
法
蓮
花
経ノ

五
字ヲ

口ニ

唱フ

毒
王
病ヲ

受テ

琰
摩
王
宮ニ

参ル

時ニ

大
 

09
王
玉ノ

カ
フ
リ
ヲ
傾テ

無
量
無
数
劫　

ニ
モ

値
奉　

ル
コ
ト

雖
一
乗
妙
法
蓮
花
経ヲ

 

10
口ニ

フ
レ
タ
ル
人
也
速ニ

悪
趣ヲ

免テ

浄
刹ニ

往
生　

ス
ヘ
シ
ト
ソ

言　
ケ
ル

震
旦
国　

ニ
ハ

宗
 

11
□
法
師
法
花
経
ヲ

読
誦
ス
ル
ニ

□
…
□
羽
ヲ

撫
テ

極
楽ヘ

教
ヲ

 

12
□
…
□
皇ノ

御
時
□
…
□
経
三
千
部
ヲ

読
誦
 

 〈
三
丁
裏
〉 

01
□
沙
門
内
供
奉
中
大
納
□
…
□
シ
ヲ
ウ
ケ
ス
シ
テ
申
留
ツ

 

02
沙
門
イ
カ
リ
ヲ
含テ

三
千
部ノ

□
…
□
経ヲ

三ニ

分テ

一
千
部ヲ

以
テ
ハ

国
王ト

 

03
生シ

一
千
部ヲ

以
テ
ハ

伴
大
納ヲ

罰シ

一
千
部ヲ

以
テ
ハ

仏
法ノ

修
行　

シ
テ

後
生ノ

 

04
資
糧
ト
シ
テ

死ヌ

沙
門
任
願
力ニ
一

清
和
天
皇ト

生　
レ
ヌ

伴
大
納
言ハ

伊
 

05
豆ノ

国
ヘ

被
流
サ
テ
後　

ニ
ハ

遁
在
シ
テ

丹
波
国
水ノ

尾ト

云
所ニ

籠
居テ

難
行
 

06
苦
行
セ
サ
セ
給
故ニ

此ノ

御
門ヲ

水
尾ノ

御
門ト

申ス

悪
念ヲ

以テ

廻
向　

ス
ル

猶シ

 

07
違
事
無
況
往
生
浄
刹ニ

廻
向　

セ
ム

人
是ニ

違
コ
ト

有　
ラ
ム
ヤ

不
空
三
蔵ノ

儀
輙□
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08
六
万
九
千
余ノ

文
字
読
誦ノ

舌ノ

サ
キ
ヨ
リ
金
色ノ

仏ト

成テ

出
給テ

首ノ

上ニ

 

09
□
ホ
□
テ
照
給
ヘ
ハ

無
始
生
死ノ
罪
障
消
失ト
侍　

メ
レ
ハ

返
々
憑ク
侍　

ヘ
シ
サ
レ
ハ
 

10
□
□
能
々
慎テ

清
浄　

ニ
シ
テ

無
量
無
数
劫　

ニ
モ

値
遇
奉
難キ

一
乗
妙
法
蓮
花
 

11
経ニ

奉
値
遇
テ

心ニ

任テ

受
持
読
誦　

ス
ル

事ヲ

歓
喜
シ
テ

タ
カ
□
カ
ラ
ス
ヒ
 

12
□
□
常ニ

中
音ニ

読
奉
ツ
レ
ト
ソ

申
□
メ
ル
サ
テ
カ
□
□
テ
タ
キ
経
ナ
レ
ハ

 

 〈
四
丁
表
〉 

01
□
口
魚
鳥
香
不
可
奇
衣
不
浄
物
□
…
□
ス
シ
テ
ヨ
ク
〱
 

02
精
□　

ヲ
モ

セ
ス
シ
テ
奉
読
者　

ノ
□

利
益
ヲ
ソ
ク
有　

ナ
ム

所
□ニ

仏
法ハ

 

03
ソ
シ
リ
奉
タ
ニ
モ

逆
縁
ト
ハ

成
侍
ナ
レ
ハ

憑　
ク
□

侍
ヘ
シ
ト
モ

彼
不
軽
大
土ヲ

打
奉シ

 

04
五
百ノ

上
慢
終　

ニ
ハ

利
益ニ

顧
シ
カ
ト
モ

千
劫
於
阿
毗
地
墮
セ
シ
カ
□
 

05
ナ
ニ
ヽ
カ
ハ
シ
侍
ヘ
キ

地
獄ノ

苦
患ハ

始メ

等
活
黒
縄
ス
ラ

タ
ヘ
忍
ヘ
カ
ラ
ス
 

06
申
ヤ
阿
鼻
大
城ニ

千
劫
ニ
テ

侍
ラ
ム

悲ヲ

成　
シ
テ

知
侍
ヘ
キ
也
彼
地
獄ノ

一
日
 

07
一
夜ト

申　
ス
ハ

此ノ

人
間ノ

六
十
劫
ニ
ソ

当テ

侍
ナ
ル

一
時ト

申　
ス
ハ

五
劫
ニ
コ
ソ

侍
ナ
ル

頭ヲ

 

08
下ニ

是ヲ

上　
シ
テ

ヲ
ツ
ル
事
二
千
年
地
獄
深
事
知
ヌ
ヘ
シ

受　
コ
ト

苦ヲ
一

間
無ト

説
ケ
リ

 

09
苦ヲ

ウ
ケ
ヌ
所
芥
子
ヨ
リ
モ
少　

ク
シ

猛
火ハ

体ヲ

コ
カ
ス
人
間ノ

火ノ

水ノ

如シ

 

10
寒
水
身ヲ

閉ツ

娑
婆ノ

水ハ

火
ヨ
リ
モ

ア
ツ
シ
阿
妨
羅
刹ノ

嗔ル

体タ

見ニ

 

11
肝ヲ

摧キ

牛
頭
馬
頭
カ

ケ
ワ
□
□
□
聞ニ

肝ヲ

失フ

コ
マ
カ
ニ
ハ
恵
心ノ

 

12
往
生
要
集ニ

□　
セ
リ

此
真
言
□
記ノ

二
門ハ

正
道
門ト

申テ

タ
カ
キ
 



〈
四
丁
裏
〉 

01
成
仏　

ス
ル

門
也
譬　

ヘ
ハ

摂
政
関
白
□
□
大
□
ナ
ン
ト
ノ
四
位
五
位ノ

前
 

02
駈
其
数
具テ

宮
人
番
長ノ

□
□
ハ
ラ
ハ
セ
テ
陽
明
門　

ヨ
リ

左
衛
 

03
門ノ

陣ヲ

ヘ
テ
参
給　

ハ
ム
カ

如シ

其
外
忍
辱
精
進
持
戒
檀
施
ナ
ン
ト

 

04
□
□
多　

シ
ト
モ

念
仏ノ

門ト

申
門
コ
ソ

恒ニ

極
楽
往
生　

ス
ル

門　
ニ
テ

侍　
ナ
ン

 

05
譬　

ヘ
ハ（
16
）ア
ヤ
シ
キ
夫
宿
直
ナ
レ
ト
モ
上
東
門
ナ
ン
ト
云
小
門
ヨ
リ

入ニ

制　
ス
ル

 

06
人
無カ

如シ

念
仏
門
モ

又
如
此
六
字
ナ
ル
カ
故ニ

師　
ニ
モ

不
受
一

万
返
千
返ヲ

 

07
唱
□
ト
モ

正ク

違　
コ
ト

無シ

本
無
レ
ト
モ

不
忘
一

臥　
テ
モ

念
仏シ

赴　
テ
モ

唱
レ
ト
モ

咎
無
シ

 

08
清
浄　

ニ
シ
テ

称
念　

ス
レ
ハ

利
益
莫
大
也
不
浄　

ニ
シ
テ

唱
ト
モ

咎
有
事
無
シ

 

09
散
心
念
仏ノ

物
往
生ヲ

キ
ラ
ワ
ス
況
一
向
専
修
ノ
人　

ヲ
ヤ

サ
レ
ハ
正
道
ニ

 

10
趣　

キ
テ

仏
道ヲ

求ム

大
根
上
根ノ

人ヲ

不
知
一

極
楽ニ

往
生　

シ
テ

三
途ノ

古キ

郷
 

11
不
還テ

極
楽ノ

人
民ト

生テ

漸ク

仏
道ニ

入　
ラ
ム
ト

思　
ハ
ム

下
根
小
根
者
此
念
 

〈
五
丁
表
〉 

01
仏ヲ

可
勤
行
一

也
問
念
仏ト

云ハ

何
仏ヲ

念　
ス
ル
ソ
ト

答
念
仏ト

云　
フ
ハ

阿
弥
陀
仏
 

02
称
念
也
極
楽ト

云ハ

弥
陀ノ

浄
刹
也
極
楽ヲ

願　
ハ
ム

者
何カ

恭
敬
奉　

ラ
サ
ラ
ム

 

03
加
之
一

弥
陀ハ

娑
婆
有
縁ノ

仏ニ

御　
マ
ス

極
楽ハ

娑
婆ノ

衆
生ニ

契
有
国
也
極
楽ハ

 

04
浄
土ノ

始
也
娑
婆ハ

ヱ
土ノ

終
也
順
道
ナ
ル
カ

故ニ

輙キ

浄
土ヲ

進
也
爰
以
テ

 

05
一
代
聖
教ニ

弥
陀ヲ

恭
敬シ

極
楽ヲ

可ト

願
云　

ヘ
リ

難
陀
国ノ（

17
）波
瑠
璃
王
大
聖
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06
牟
尼
尊ニ

申
而
言
自ヲ

　
ラ

参テ

申
侍
ヘ
キ
ニ

国
政
間
無　

ク
シ
テ

御
使　

ニ
テ

申
侍ル

也
 

07
何　

ニ
シ
テ

仏　
ニ
ハ

成
侍
ヘ
キ
ト

申
給テ

侍
ケ
レ
ハ

百
八ノ

目
患
子ヲ

以テ

阿
弥
陀
仏ノ

名
 

08
号ヲ

唱
給
ト
ソ

被
仰
ケ
ル

委ハ

目
蓮
経ニ

見
タ
リ

跋
陀
和
菩
薩
阿
弥
陀
 

09
如
来□

向
奉テ

末
代ノ

衆
生ハ

何　
シ
テ
カ

仏　
ヲ
ハ

可
奉
見
ト

申
給
ケ
レ
ハ

我
 

10
名
号ヲ

唱
ヨ
ト
ソ

被
仰
ケ
ル

般
舟
三
昧
経　

ニ
ハ

欲
来
生
我
国
者
常
 

11
念
名
号ト

説ハ

是
也
法
照
禅
師
□
□
□
大
聖
竹
林
寺ニ

詣テ

生
身ノ

 

12
文
殊
□
奉テ

未
来ノ

衆
生ハ

□
…
□　

ヘ
キ
ト

尋
申
給
ケ
ル
ニ

 

 〈
五
丁
裏
〉 

01
阿
弥
陀
仏
ヲ

称
念
ス
ヘ
シ
ト
ソ

被
□
…
□
大
聖
竹
林
寺ノ

記ニ

見　
タ
リ

 

02
一
代
教
主ノ

釈
迦
安
養
浄
土ノ

弥
□
□
覚
母ノ

文
殊
無
虚
忘ノ

詞ヲ

 

03
以
教
給　

ヘ
リ

弥
陀ヲ

称
念　

シ
テ

極
楽
可
求
一

也
加
之
一

薬
師ハ

八
人ノ

菩
薩　

ヲ
シ
テ

 

04
極
楽ヘ

送ト

契リ

千
手ハ

我
本
師
阿
弥
陀
如
来ヲ

念シ

奉
ヘ
シ
ト
ソ

教　
玉
ヘ
リ

 

05
普
賢（

18
）面
見
彼
仏
阿
弥
陀
ト

唱
ヘ
テ

安
楽
国ヲ
願ヒ
龍
樹ハ
十
二
礼ヲ
ツ
ク
テ
故
 

06
我
頂
礼
弥ミ（

19
）陀
仏ト

拝ミ

給
双
巻
経
観
無
量
寿
経
大
阿
弥
陀
経
 

07
小
阿
弥
陀
経
法
花
経
花
厳
経
法
鼓
経
維
摩
経
薬
師
経
千
 

08
手
経
不
空
羂
索
経
悲
花
経
馬
鳴
菩
薩ノ

起
信
大
乗
論
懐
感
 

09
禅
師
郡
疑
論
導
綽
禅
師ノ

安
楽
集
慈
恩
大
師
西
方
要
決
天
 

10
親
菩
薩
ノ

往
生
論
瑞
応
伝
新
修
伝
戒
珠
伝
永
観
律
師ノ

十
因
保
 



11
胤
入
道ノ

往
生
伝
江
師
郷ノ

続
往
生
伝
三
善ノ

為
康
カ

拾
遺
往
生
伝ニ

 

12
至　

マ
テ

弥
陀ヲ

称
念
奉テ

極
楽
ヲ

願
ヘ
ト

勧ム

委ハ

加
財ノ

浄
土
論ニ

教　
シ
ヘ

又
 

 〈
六
丁
表
〉 

01
恵
心
往
生
要
集ニ

見
タ
リ

諸
教
所
讃
多
在
弥
陀ト

云
ヘ
リ

事
新　

シ
ク

 

02
経
論ヲ

引ニ

不
能
知ヌ

往
生ヲ

求ル

者ハ

弥
陀ヲ

称
念
ス
ヘ
シ
ト

云
事
ヲ

問
何
ナ
レ

カ
ハ
ハ

 

03
阿
弥
陀ノ

三
字ハ

少　
ナ
ク

ツ
ヽ
マ
ヤ
カ
ナ
リ
ト
云ヘ

ト
モ
称
念ノ

者
必ス

往
生　

ル
ト

極
楽ヘ
一

云フ

 

04
答
阿
弥
陀ノ

三
字ハ

是
少ト

云
ヘ
ト
モ

三
世
諸
仏
也
三
身
如
来
也
三
因
仏
性
 

05
也
三
部
諸
尊
也
空
仮
中
三
諦
也
三
菩
提ノ

因
也
三
界ヲ

出
知
目
也
三
途ヲ

 

06
離　

ル
ヽ

行
也
故
一
念
間ニ

八
十
億
劫ノ

生
死
罪ヲ

除
滅　

シ
テ

安
養
浄
刹ニ

往
生
 

07
也
一ノ

証
拠ヲ

申
ヘ
キ
也
悉
達
太
子
金
剛
座ノ

上ヘ

菩
提
樹ノ

下　
ニ
シ
テ

正
覚ヲ

 

08
成
給テ

後チ

浄
飯
大
王
一
代
教
主ノ

釈
尊ヲ

子　
ニ
テ

持
奉テ

万ノ

事ヲ

思
 

09
様ニ

問
奉
給
ケ
ル

中ニ

何　
ニ
シ
テ
カ

浄
土ヘ

詣
侍
ヘ
キ
ト

申
合
給
ケ
レ
ハ

阿
弥
陀
 

10
仏ノ

名
号ヲ

唱
給
ヘ
シ
ト

被
仰
ケ
レ
ハ

浄
飯
大
王
釈
尊ヲ

恨
奉テ

一
代
聖
教
 

11
多
有
中ニ

僅　
ナ
ル

弥
陀ノ

名
号ヲ

勧
□
□
我　

レ
ヲ

器ニ

非　
ス
ト

ア
サ
ム
キ
 

12
給
カ
ト

申
給
ケ
レ
ハ

釈
尊
畏
恐
□
…
□
様
譬　

ヘ
ハ

伊
蘭ト

云
樹　

ア
リ
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〈
六
丁
裏
〉 

01
其
香
ク
サ
ク
シ
テ
聞
者ノ

毒
気
忍
□
…
□
一
□
一
薬ノ

用
力
如
是
 

02
其ノ

伊
蘭
四
十
里ノ

間ニ

ム
ラ
カ
リ
シ
ケ
□
…
□
栴
檀ト

云
樹ノ

葉
纔ニ

ア
 

03
シ
ノ
ツ
ノ
ヽ
様
ニ
テ

ツ
ノ
ク
ミ
□
未
二
葉
及　

サ
ラ
ム
カ

香
ナ
ツ
カ
シ
ク

カ
ウ
ハ
シ
ク
カ
 

04
ヲ
リ
テ
四
十
里ノ
伊
蘭
毒ノ
香ヲ
消
失テ
忍
ヒ
臥　

ラ
ム

者
イ
キ
カ
へ
ラ
ム
カ
如シ

 

05
十
悪
十┃
五
逆ノ

重
罪ハ

四
十
里ノ

伊
蘭ノ

如ク

ム
ラ
カ
リ
シ
ケ
ル
ト
云
ヘ
ト
モ

 

06
弥
陀ノ

栴
檀ノ

香
少ト

云
ヘ
ト
モ

十
悪
五
逆ノ

毒ヲ

消
失カ

如　
ト
ソ

申
候　

ヒ
ケ
ル

 

07
サ
レ
ハ
維
摩
経　

ニ
ハ

三
千
世
界ノ

衆
生ヲ

阿
難ノ

如
多
聞
第
一ニ

成　
シ
テ

此
諸ノ

 

08
衆
生ニ

各
劫ノ

命ヲ

与
ヘ
テ

説
ス
ト
モ

阿
弥
陀ノ

功
徳ハ

不
可
尽
一ト
ハ

申
タ
ル
ナ
リ
 

09
念
仏ノ

功
徳ハ

少ク

□
ケ
レ
ト
モ

人ヲ

助ケ

導
引
事
也
少
々
検
申
ヘ
キ
也
昔シ

 

10
一
生
界ノ

間
仏
法ノ

名
字ヲ

不
知
好テ

罪ヲ

造ル

此
人
漸
年
蘭
齢
傾
テ

 

11
病ノ

為ニ

悩
シ
ム

時キ

火ノ

車
目
前ニ

現テ

地
獄ノ

迎ヲ

得　
タ
リ

此
人
此
事ヲ

恥
悲テ

 

12
俄ニ

善
知
識ヲ

尋テ

語テ

云ク

我
一
生
界ノ

間
仏
法ヲ

不
信
テ

罪ヲ

作　
コ
ト

数ヲ

 

 〈
七
丁
表
〉 

01
不
知
今
命
終
時
地
獄ノ

苦
患
ヲ

得
タ
リ
ト

悲　
ミ
テ

善
知
識
教テ

言ク

 

02
罪ヲ

作
レ
ハ

地
獄ノ

相
現
ス

南
無
阿
弥
陀
仏ト

十
度
申
セ
ト

勧ム

未
タ

 

03
十
念ニ

満　
タ
サ
ル
ニ

善
知
識
問
云
只
今
何
相カ

現
ス
ル

罪
人
答
云
火ノ

車
ナ
 

　



04
カ
ヘ
ヲ
カ
ヘ
シ
テ
蓮
花
台
来テ

迎　
ム
ト
ス
ト
ソ

申
ケ
ル

造
作
五
逆
罪
 

05
得
聞
六
字
名
火
車
自
然
去
花
台
御
来
迎ト

説ハ

是
也
是
法
 

06
鼓
経ノ

意ヲ

以
テ

弘
法
大
師ノ

書
給
侍
筆
也
善
導
和
尚ノ

往
生
礼
 

07
讃　

ニ
ハ

下
輩
下
行
下
根
人
十
悪
五
逆
等
貪
瞋
四
重
倫
僧
謗
 

08
正
法
未
曽
慚
愧
悔
先
■
終
時
苦
相
如
雲
集
地
獄
猛
火
罪
 

09
人
前
忽
求
往
生
善
知
識
急
勧
専
称
彼
仏
名
化
仏
菩
薩
尋
 

10
声
到
一
念
傾
心
入
宝
蓮
三
業
障
重
開
多
劫
于
時
始
発
菩
 

11
提
因
文

此
文
意ハ

下
行
下
根ノ

者
□
□
五
逆ヲ

犯　
ラ
ム

者
貪
瞋ノ

 

12
者
僧ノ

物ヲ

ヌ
ス
メ
ル
者
正
法ヲ

ソ
シ
□
…
□
時
地
獄ノ

苦
相
如
雲
 

 〈
七
丁
裏
〉 

01
集　

マ
テ

彼
罪
人ノ

前
現　

セ
ム

時
俄ニ

善
知
識
□
…
□ノ

名
号ヲ

唱ニ

化
仏
菩
薩
 

02
声ヲ

尋テ

来
給
罪
人
一
念ノ

心ヲ

□
□
多
劫ノ

重
罪ヲ

消
失テ

宝
 

03
蓮
台ノ

中ニ

入テ

始テ

菩
薩ノ

因
ヲ

開
也
□
十
往
生
経
云
山
海
恵ノ

菩
薩
 

04
阿
難ニ

告テ

言ク

若
有
人
一

阿
弥
陀
仏ヲ

念
奉リ

往
生ヲ

願　
ハ
ム

者ハ

我
今
ヨ
リ

 

05
後
常ニ

廿
五
菩
薩ヲ

遣テ

護
シ
メ
テ

悪
鬼
神ニ

ナ
ヤ
マ
サ
シ
ム
ル
事
無　

ク
シ
テ

 

06
安
穏
ナ
ラ
シ
メ
ム
ト
云　

ヘ
リ

常ニ

思ヲ

十
六
相
観ニ

凝シ

鎮ニ

憑ヲ

四
十
八ノ

願ニ

 

07
カ
□
ヘ
シ
観
念
阿
弥
陀
仏
相
海
三
昧
功
徳
法
門ト

申ス

文ニ

阿
弥
陀
 

08
仏ノ

名ヲ

一
万
二
万
三
万
五
万
乃
至
十
万
又ハ

百
返
専
念
セ
ム
モ

決
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09
定
往
生
ス
ヘ
シ
ト

侍
メ
レ
ハ

一
向
専
念ノ

人
往
生ノ

疑ヲ

成
事
ナ
カ
レ
大
法
積
 

10
経
云
雖
不
専
念
無
量
寿
仏
亦
非
恒
種
衆
多
善
根
随
己
修
行
 

11
諸
善
功
徳
廻
向
彼
仏
願
行
往
生
此ノ

人
臨
命
終ノ

摂
受
引
導
 

12
文
意ハ

専
無
量
寿
仏ヲ

念
セ
ス
ト

云
ヘ
ト
モ

功
徳
ヲ

ツ
ク
ラ
ス
ト
云
ト
モ

随テ

堪ニ

 

 〈
八
丁
表
〉 

01
ツ
ク
ラ
ム
事
功
徳
少
ト
モ

阿
弥
陀
仏ニ

廻
向
奉　

ラ
ハ

命
終ノ

時
必ス

ミ
 

02
チ
ヒ
キ
給
ヘ
シ
ト

侍
メ
レ
ハ

少
善
根ノ

我
等
憑
ク
ソ

侍
ヘ
キ

此ノ

三
念
仏
三
昧
 

03
云ク

名
号ヲ

唱ヘ

形
像ヲ

観シ

悲
願ヲ

仰ク

ノ
ミ
ニ
非ス

ス
ヘ
テ
弥
陀ニ

思ヲ

 

04
係
奉
ケ
リ

爰
以テ

大
無
為
論ノ

云┃
七
十
余
家ノ

釈　
ニ
ハ

 

05
繋
念
弥
陀
尊
即
得
生
極
楽
最（

20
）縁
深
厚
者
決
定
無
有
疑
ト

 

06
申
タ
ル
也
問
浄
土
十
方ニ

有
諸
仏
又
然　

ナ
リ

往
生ヲ

求ル

者
何　

ナ
レ
ハ
カ

弥
陀
 

07
一
仏ヲ

勧メ

極
楽ヲ

願ト

云フ

答
仏
菩
薩　

ニ
ハ

皆
本
願ト

云
事ノ

侍
也
釈
迦
地
獄ノ

 

08
衆
生ヲ

愍ア
ワ
レ
ミ
テ

苦
患ニ

代ト

誓ヒ

給ヒ

花
厳
経ニ

云
一
々
地
獄
中
経
於
無
量
劫
 

09
為
度
衆
生
故
而
能
忍
是
苦ト

云フ

是
也
薬
師ハ

医
王
ク
ス
リ
ヲ
サ
ツ
ケ
 

10
貪
瞋
痴ノ

三
毒ノ（

21
）病ヲ

喩シ

故
薬
師
経ニ

一
経
其
耳
衆
病
悉
除ト

 

11
説　

ケ
リ

普
賢ハ

懺
悔
業
障ノ

願
有　

リ
テ

□
罪
如
霜
露
恵
日
能
消
除ト

 

12
誓
給
地
蔵
今
世
後
世
能
□
…
有　

リ
テ

三
途ノ

衆
生ヲ

導
給フ

 

 



〈
八
丁
裏
〉 

01
十
方
三
世
仏
菩
薩
ハ

如
此ノ

悲
□
…
□
陀
如
来ノ

本
願
悲
願
 

02
ト
申ハ

我
名
号ヲ

唱テ

生ト

願
者
十
悪
五
逆ヲ

犯ト

云
ヘ
ト
モ

往テ

不　
□
ト

迎
 

03
□
正
覚
ヲ

不
取ト
一

誓
給
ヘ
リ

此
本
願
依カ

故ニ

弥
陀ヲ

称
念　

シ
テ

極
楽ヲ

 

04
願
ヘ
ト
ハ

勧
也
其
仏
本
願
力
聞
名
欲
往
生
皆
悉
到
彼
国
自
致
 

05
不
退
転
是
双
観
経ノ

文
也
サ
レ
ハ
慈
恩ノ

西
方
要
決　

ニ
ハ

諸
仏
願
 

06
行
成
此
果
名
但
能
念
号
具
包
衆
徳
ト
ハ

申　
タ
ル

也
弥
陀
既ニ

正
 

07
覚
成
給
ヘ
リ

悲
願ヲ

不
可
疑
一

我
等
无
始
生
死
ヨ
リ

此
四
重
五
逆ノ

 

08
罪
重カ

故ニ

十
方
三
世ノ

諸
仏ニ

簡
捨　

ラ
レ

奉テ

生　
ル
ヽ

死
コ
ト
ニ

苦
患ヲ

受キ

今
 

09
四
重
五
逆
ヲ
モ

択
簡
給
ハ
ス

称
念ノ

者
ヲ

迎ト

云
悲
願ニ

ア
ヘ
リ
弥
陀
一
仏ヲ

 

10
念
奉テ

極
楽
ヲ

願
ヘ
ト

ス
ヽ
メ
サ
ラ
ム
突ニ

名
号
称
念ノ

功
徳
不　

ス
ソ

浅
一

侍
ヘ
ル

 

11
釈
迦ノ

名
号ヲ

唱
者ハ

即
菩
薩
也ト

云
一
日
地
蔵
ヲ

称
ス
ル

功
徳ハ

俱
胎
劫
 

 〈
九
丁
表
〉 

01
中ニ

諸
余ノ

智
者ヲ

讃ム

功
徳　

ニ
ハ

マ
サ
ル
ト
説キ

又
但
聞
仏
名
二
菩
薩
名
 

02
除
無
量
劫
生
死
之
罪
何
況
憶
念
ナ
ト

侍
メ
リ

二
菩
薩ト

申　
ス
ハ

観
 

03
音
勢
至
阿
弥
陀ノ

御
弟
子
也
申
サ
ム
ヤ
本
師
弥
陀
如
来ノ

名
号ヲ

 

04
称　

□
ル

功
徳　

ヲ
ヤ
ト

知
行
ヘ
キ
也
サ
レ
ハ
自
余ノ

衆
行
是
ヲ

セ
ム
ト
名　

ク
ト

云
ヘ
ト
モ

 

05
若
念
仏ニ

並　
レ
ハ

秘
交ニ

非　
ス
ト
ハ

申
タ
ル

也
我
等
雖
不
修
善
根ヲ
一

未
犯
五
逆ヲ
一
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06
雖
無
道
心
思ヲ

弥
陀
ニ

カ
ケ
タ
リ
極
楽ノ

往
生ヲ

求ニ

便
有
者
也
即
身
 

07
成
仏
モ

乱
行
不
浄ノ

身
思ヲ

カ
ク
ル
ヘ
キ
ニ
非ス

直
至
道
場モ

五
縁
具
 

08
足
セ
ス
ン
ハ

不
可
叶
一

先
易キ

行
一

安
養
浄
刹ニ

詣キ

且ク

極
楽ノ

人
民ト

成テ

 

09
永ク

五
道
六
道ニ

帰
コ
ト

無　
ク
シ
テ

慈
悲ノ

菩
薩ニ

ト
モ
ナ
ヒ
智
慧
聖
衆
ニ

 

10
ム
ツ
レ
テ
真
言
教
ヲ
モ

習ヒ

清
浄　

ニ
シ
テ

法
花
経　

ヲ
モ

読
誦
奉
漸
仏
道
 

11
増
進　

シ
テ

等
覚
妙
覚ノ

位　
マ
テ

□
□
□
崑
崘
山ニ

登ル

者ハ

上
下
 

 〈
九
丁
裏
〉 

01
キ
ラ
ハ
ス
玉
□
□
我
国ニ

生
□
…
□
還
事
無
故
也
 

02
問
阿
弥
陀
経ニ

云
少
善
根
者
極
楽
往
生
難
カ
ル
ヘ
シ
ト

云　
ヘ
リ

何ソ

纔　
ナ
ル

 

03
弥
陀ノ

名
号ヲ

唱
テ

往
生
ス
ト

云
ヤ

答
少
善
根ノ

者
極
楽ヘ

┃
┃
┃
┃
往
生　

ス
ヘ
キ┃
 

04
往
生
極
楽
本
懐ヲ

遂　
コ
ト

難　
カ
ル
ヘ
シ

善
明
天
子
宝
財
王
子ノ

成
仏
素
 

05
懐ヲ

ト
ケ
サ
リ
シ
少
善
根ヲ

修シ

故
也
提
婆
達
多タ

カ（
22
）六
万
蔵ノ

聖
教
ヲ

 

06
読
シ
モ

雪
山
童
子ノ

半
偈ノ

為ニ

身ヲ

投
シ
モ

大
善
根ト

不
可
云
一

即
 

07
経
云ク

一
日
七
日ノ

念
仏ノ

者
彼
国
極
楽
界ニ

可
生
云　

ヘ
リ

与
諸
聖
衆
現
 

08
在
其
前
是
人
終
時
心
不
顛
倒
即
得
往
生
極
楽
国
土ト

云
ヘ
リ

 

09
可
□
一

念
仏
三
昧ヲ

勤（
23
）修ム

者
大
善
根ヲ

修ト

云
事
念
仏ノ

大
善
根ト

成
故ニ

臨
 

10
命
終
時
十
念
成
就
ス
レ
ハ

往
生ノ

本
願ヲ

遂
也
例　

ヘ
ハ

十
念
不ト

及
一

云　
ト
モ

 

11
若
一
返
ナ
リ
ト
モ

往
生
ヘ
シ
ト

云リ

法
鼓
経　

ニ
ハ

苦
患
間
無　

ク
シ
テ

セ
メ
テ
観
念ニ

 



12
不
及
ト

云
ト
モ

西
方ニ

向テ

其ノ

方ニ

阿
弥
陀
仏
御
ス
ト

思　
ハ
ヽ

往
生
ス
ル
コ
ト
ヲ

 

 〈
一
〇
丁
表
〉 

01
得
ト
□
ヘ
リ

爰
以
善
道
和
尚
雑
修
百ニ

一
二ヲ

往
生
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
専
 

02
修ハ

百ハ

百　
ナ
カ
ラ

往
生　

ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ト
ハ
云
也
雑
修ト

云ハ

仏ヲ

造リ

経ヲ

読ミ

戒ヲ

 

03
持テ

檀
施ヲ

行　
ル
ヲ

申
也
但
其
レ
モ

往
生ノ

助
業　

ト
テ

功
徳
無ニ

非ス

専
修ト

申ハ

 

04
一
向
阿
弥
陀
仏ヲ

称
念
ス
ル
ヲ

云
也
サ
レ
ハ
法
照
禅
師ノ

五
会ノ

讃ト

申ス

文
ニ
ハ

 

05
彼
仏
因
中
立
弘
誓
聞
名
念
我
惣
来
迎
不
簡
貧
窮
与
福
貴
 

06
不
簡
下
智
与
高
才（

24
）不
簡
多
聞
持
浄
戒
不
簡
破
戒
罪
根
深
但
使
廻

心
多
念
仏
 

07
能
令
瓦
礫
変
成
金
文

此ノ

文ノ

意ハ

貧
窮　

ヲ
モ

富
人
ヲ
モ

不
簡
一

有
智
無
 

08
智　

ヲ
モ

エ
ラ
ハ
ス
持
戒
破
戒　

ヲ
モ

イ
ト
ハ
ス
只
念
仏ノ

者ヲ

以テ

能ク

石
瓦
変
シ
テ

 

09
金ト

成カ

如シ

往□

迎ト

也
道
綽
禅
師ノ

安
楽
集　

ニ
ハ

此ノ

念
仏
三
昧ハ

犯
罪ノ

 

10
者ノ

□
也
破
戒ノ

者ノ

守
也
先
道ノ

者
知　

ル
ヘ

也
盲ノ

者
眼
也
愚
痴
者ノ

 

11
智
恵
也
愚
情ノ

者
灯
也
ト
申
タ
ル
カ
□
…
□
花
厳
経
云
有
放
光
明
 

12
名
見
仏
彼
光
覚
悟
□
…
□
必
見
仏
命
終
三
昧
┃
┃
 

 〈
一
〇
丁
裏
〉 

01
之
後
生
仏
前
文

文
意ハ

□
…
□
仏ヲ

見
奉ト

名ク

彼
光
リ
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02
命
終ノ

者ヲ

覚
悟ス

念
仏ハ

必
仏ヲ

見
奉
□
テ
後ニ

仏ノ

前ニ

生　
ル
ト
ナ
リ

 

03
観
無
量
寿
経ニ

云
光
明
遍
照
十
方
世
界
念
仏
衆
生
摂
取
不
 

04
捨ノ

文ハ

光
明
遍
十
方
世
界
ヲ

照
テ

念
仏ノ

衆
生ヲ

不
捨
給
一

ト
也
我
等ラ

 

05
罪
業
深
重　

ニ
□
テ

過
去
諸
仏　

ニ
モ

ス
テ
ラ
レ
奉　

ニ
キ

現
在ノ

諸
仏ノ（

25
）利
益モ

未
顧
一

 

06
弥
陀
如
来ノ

念
仏ノ

者ヲ

ス
テ
シ
ト
誓
給　

ヘ
リ

無
始
生
死ノ

業
障
摂
取
不
捨ノ

 

07
光
明ニ

照
レ
テ

消
失　

レ
ハ

往
生
極
楽ノ

サ
ハ
リ
不
可
有
一

此
念
仏
三
昧
往
生ヲ

 

08
求
者ノ

為ニ

恒ニ

可
入
事
法
照
禅
師
ヲ
シ
ヘ
給テ

侍ヲ

此
界
一
人
念
仏
名
 

09
西
方
便
有
一
蓮
生
但
使
一
生
常
不
退
此
花
還
到
此
間
迎
文

文
意ハ

 

10
此
界　

ニ
シ
テ

念
仏フ

ツ
ヲ（
26
）常ニ

申　
セ
ハ

西
方ニ

蓮
花ト

成テ

生　
ス
ル
ナ
リ

其ノ

蓮
花
金
蓮
台ハ

 

11
成レ

彼
蓮
花ヲ

ト
リ
テ
観
世
音
菩
薩
ヒ
チ
ヲ
ノ
ヘ
テ
念
仏ノ

者ヲ

迎
給
也
念
 

12
仏
不
申
一ラ
ム

人ハ

西
方ニ

一ノ

蓮
花
モ

ア
ル
マ
シ
ケ
レ
ハ
観
音
ナ
ニ
ヽ
ノ

セ
テ
カ
迎
 

 〈
十
一
丁
表
〉 

01
給　

ハ
ム

爰
以
テ

三
時
集ト

云
文
ニ
ハ

念
仏ノ

蓮ニ

不
乗
者ハ

単
安
養
浄
刹　

ニ
ハ

 

02
到　

ラ
ム
ト

申
タ
ル
也
播
磨
国ニ

沙
弥
教
信ト

云　
ケ
ル

ア
サ
マ
シ
キ
最
下
郎
有　

リ
テ

 

03
常ニ

ア
ミ
タ
ノ
名
号ヲ

唱テ

マ
ツ
シ
キ
ヲ
厭テ

極
楽ヲ

願　
ケ
リ

身ヲ

売　
リ
テ

目ヲ

ス
 

04
□
□ノ

事ヲ

シ
ケ
リ
依テ

之ニ

ヤ
ト
ヒ
仕
人
ア
ミ
タ
丸ト

云　
ケ
リ

其
時ニ

カ
ウ
ケ
ム
天
 

05
皇
御
時　

ニ
テ

有　
ケ
リ

亦
津
国ノ

カ
コ
ホ
リ
ノ
人
ツ
カ
サハ

左
衛
門
府
生
時
原ノ

助
 



06
道
妻
ハ

出
羽ノ

国
総
大
判
官
代
藤
原ノ

吉
家カ

娘
也
然
而
夫
妻ノ

間ニ

 

07
年
来
具　

シ
タ
レ
ト
モ

子
一
人
無キ

事ヲ

歎テ

月ノ

十
五
日
コ
ト
ニ
ユ
ヲ
ア
ミ
精
進　

シ
テ

 

08
堂
寺ニ

詣テ

男
子ヲ

生ト

祈テ

一
二
年ヲ

経
程ニ

既ニ

ハ
ラ
ミ
テ
天
応
元
年
 

09
辛
酉ノ

年ノ

四
月
五
日
男
子ヲ

卒ニ

生　
セ
リ

悦テ

養フ

程ニ

七
歳ニ

成　
リ
ヌ

其
時ニ

 

10
母
世
間ノ

事
ト
モ

惓
ク
テ

常ニ

物
憂
歎
タ
ル

体タ

有リ

夫
是ヲ

怪テ

問テ

云ク

 

11
何
事ノ

有　
レ
ハ

色
形チ

違テ

例ノ

様　
ニ
モ

無　
ソ
ト

□
妻
答テ

云
様
産　

メ
ル

子ハ

漸ク

七
 

12
才ニ

ナ
リ
タ
リ
今ハ

□
成テ

偏ニ

□
仏ヲ

□
…
□
レ
ト
モ
夫ニ

随フ

身　
ナ
レ
ハ

思ヒ

 

 〈
十
一
丁
裏
〉 

01
歎
ナ
カ
ラ
徒ニ

日ヲ

送
也
夫
此
□
…
□
カ
人
シ
レ
ス
思
ケ
ル
コ
ト
 

02
実ニ

貴キ

事
也
我モ

同ク

頭ヲ

ソ
□
□
□
念
仏
セ
ム
児ニ

ヲ
イ
テ
ハ
他
人ニ

云
付テ

 

03
ヤ
シ
ナ
ハ
セ
ム
ト
云フ

チ
コ
耳ヲ

ソ
ハ
タ
テ
此ヲ

聞テ

後チ

ア
ソ
ヒ
タ
ハ
フ
ル
事ヲ

 

04
セ
ス
シ
テ
籠コ

モ
リ

居　
タ
リ

其ノ

ア
ク
ル
朝タ

乞
食
僧
来テ

門ニ

立　
テ
リ

此
時ニ

児ノ

母
 

05
□テ

呼
入テ

供
養テ

云
様
我カ

カ
ミ
ヲ
ソ
ラ
ム
ト
思
也
ト
云
僧ノ

様
ナ
ト
未タ

 

06
年
ヨ
リ
給　

ハ
ス

病
ク
ナ
ン
ト
ノ
憂　

ヘ
モ

無シ

尼ニ

成　
ラ
ム
ト

思
食　

ス
ハ

此
実
目
出キ

 

07
功
徳
也
ト
云
夫
モ
是ヲ

聞テ

弥ヨ

悦テ

共ニ

頭ヲ

ソ
リ
ツ
此
時ニ

夫ハ

四
十
一
妻ハ

三

十
三
也
次ニ

 

08
七
才ニ
成　

タ
ル

児
聞ク
頭ヲ
ソ
ラ
ム
ト
云フ
ア
ハ
レ
ミ
テ
頭ヲ
ソ
リ
ツ
共ニ
戒ヲ
受
畢ヌ

 

09
此
僧
留
居
テ

経
教ヲ

ヲ
シ
ヘ
念
仏ヲ

勧ム

児ノ

名　
ヲ
ハ

勝
如ト

名ク

此
少
僧ニ

阿
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10
ミ
タ
経ヲ

ヲ
シ
ウ
如
是ノ

念
誦
ヲ

ス
ヽ
メ
テ
弥ヨ

此
世
界ヲ

イ
ト
ハ
シ
ム

三
年
許リ

有テ

 

11
此
僧
出テ

先
ニ
ケ
リ

サ
テ

延
暦
十
四
年
乙
亥
二
月ノ

十
八
日
朝ニ

夫ノ

入
道
尼
公ニ

同ヲ
ナ
ジ
ク

 

12
共ニ

ユ
ヲ
ア
ミ
テ
経ヲ

読ミ

仏ヲ

念
奉ヲ

其
日ノ

夜
半
計ニ

二
人
ナ
カ
ラ
病モ

セ
ス
シ
テ
 

 〈
十
二
丁
表
〉 

01
命
終ヌ

此
時
家
内ニ

男
子
此
事ヲ

不
知
只
勝
如
一
人
カ
タ
ハ
ラ
ニ
有テ

 

02
金ヲ

打テ

仏ノ

御
名ヲ

唱
近
隣ノ

人
々
驚テ

此ヲ

問ヒ

怪ミ

哀　
レ
ミ
テ

一
周
忌
既ニ

畢　
□
テ

 

03
勝
如
不
軽ノ

行ヲ

修ス

十
六
万
七
千
六
百
余
家ヲ

礼
拝　

ス
ル

事ヲ

得
タ
リ

此
功
 

04
徳
□テ

父
母ニ

廻
向シ

畢ヌ

不
怪ヲ

ヲ
カ
ム
間
門
々ニ

重
時ニ

芳キ

香カ

自ヲ
　
ラ

カ
ヽ
ヘ
キ
 

05
此ヲ

聞
見
人
々
皆
怯ミ

貴　
ト
ミ
キ

其
後
津
国ノ

勝
尾
寺ニ

登テ

聖ヲ

師　
ト
シ
テ

顕
 

06
密ノ

聖
教ヲ

習
読　

ミ
キ

七
年ヲ

経
畢テ

閑
属ヲ

定テ

後ニ

草ノ

庵ヲ

ム
ス
ヒ
テ
 

07
念
仏
三
昧ヲ

修ス

五
十
余
年ノ

間
仏
法ヲ

ア
チ
ワ
ヘ
テ
ツ
カ
レ
ヲ
ワ
ス
レ

テ
極
楽ヲ

 

08
願　

ヒ
キ

五
日
有テ

一
食　

ニ
テ

物
語
ヲ

留
テ

ノ
ト
カ
ニ
十
二
年
有　

リ
キ

此
時
真
観

八
年
八
月
 

09
十
五
日ノ

夜
空ニ

妙　
ナ
ル

音
楽ノ

音ヘ

聞　
コ
ユ

怪
事
哉ト

思
合　

ス
ル
ニ

人
来テ

シ
ハ
ノ
戸ヲ

 

10
タ
ヽ
ク
ニ
不ヌ

言
一

間
ナ
レ
ハ

シ
□
キ
ヲ
シ
テ
人
ア
リ
ト
ハ
シ
ラ
シ
ム

此
時ニ

戸
外ノ

人ニ

 



11
語テ

云ク

我ハ

是
□
磨
国
賀
古
郡
賀
古
駅ノ

キ
タ
ノ
辺ニ

年
来
ス
ミ
ツ
ル
 

12
沙
弥
教
信
也
□
今
極
楽
□
…
□
年ノ

今
月
今
夜
極
楽ノ

 

 〈
十
二
丁
裏
〉 

01
迎ヲ

得
給
ヘ
キ
□
ト
此
聖ヲ

□
…
□
リ
其
間
細キ

光リ

ホ
ノ
 

02
カ
□
シ
ア
庵ノ

内ニ

入ル

妙　
ナ
ル

□
…
□
西
方ヘ

ス
キ
ヌ
此
時ニ

勝
如
ヲ
 

03
ト
ロ
キ
怪
テ

夜ノ

ア
ク
ル
マ
ヽ
ニ
少
僧ヲ

使
ト
シ
テ

イ
ソ
キ
沙
弥
教
信
カ
 

04
実
不ヲ

尋
遣ス

少
僧
夜ル

昼ヲ

不
云
一

彼ノ

国ニ

至　
リ
ヌ

道ニ

ア
フ
人
コ
ト
ニ
 

05
教
信カ

往
生
事ヲ

問ニ

更ニ

答
者ノ

无シ

ホ
ノ
カ
ニ
見
遣　

レ
ハ

彼ノ

駅ノ

地ニ

少　
ヒ
サ
キ

 

06
イ
ヲ
リ
有リ

其
庵ノ

上ニ

ア
タ
リ
テ
ト
ヒ
カ
ラ
ス
ト
云フ

鳥
カ
ケ
ル
漸
近
付テ

見　
レ
ハ

 

07
犬　

ト
モ

集　
リ
テ

死
人ヲ

喰フ

僅ニ

大　
ナ
ル

石ノ

上ニ

新　
シ
キ

頭
有リ

形モ

色モ

不
損
目
 

08
口ノ

程
ワ
ラ
ヒ
タ
ル
ニ
似
タ
リ

芳キ

香カ

里ニ

ミ
チ
〱
タ
リ
亦
庵ノ

内ヲ

見　
レ
ハ

老　
タ
ル

女ト

 

09
小
童ト

有リ

相
伴ニ

ナ
キ
カ
ナ
シ
ム
此
時ニ

哀　
ナ
ル

心
ハ
セ
ヲ
問
女
答テ

云フ

様

此ノ

マ
ヘ
ニ
 

10
候□

人ハ

自カ

夫
沙
弥
教
信
也
去
十
五
日ノ

夜
死
候シ

也
今
日ハ

三
日ニ

罷
成ル

 

11
実ニ

貧ク

候
者
也
只
今
生ノ

間ハ

ア
ミ
タ
ノ
御
名ヲ

唱テ

夜
昼
ワ
ス
ル
ヽ
事
無　

リ
キ

 

12
是ヲ

ツ
ネ
ノ
事
ト

仕
リ
キ

サ
レ
ハ
ヤ
ト
ヒ
仕
人
〱
ア
ミ
タ
丸
ト
ソ

ヨ
ヒ

候シ

只
人ニ

ヤ
ト
ヒ
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〈
十
三
丁
表
〉 

01
仕
ハ
レ
テ

日
ヲ

送
事
許
ヲ

仕
シ

也
加
様
ニ
シ
テ

十
二
年ヲ

経
ル

也
此
童
ハ

此
 

02
子
也
諸
共ニ

年
来ノ

便ヲ

失テ

何　
ニ
シ
テ

世ニ

有　
ラ
ム

ス
ラ
ム
ト
歎
泣
也
此
時ニ

村
里ノ

 

03
男
女
往
返ノ

通
俗
少
僧カ

来　
レ
ル

由ヲ

聞テ

星ノ

如ク

馳セ

雲ノ

如ク

ア
ツ
マ
リ
テ
 

04
彼□

石ノ

上
ナ
ル

生
頸
遶リ

或ハ

ヲ
ロ
カ
ニ
滅　

リ
シ

罪ヲ

悔ヒ

成ハ

往
生ノ

由
ヲ

聞
テ

 

05
勝
如
思
様ハ

年
来
物
語ヲ

留テ

静ニ

居
タ
リ
シ
ヨ
リ
ハ

教
信カ

阿
ミ
タ
ノ
 

06
御
名ヲ

唱
テ

里
中ニ

有　
ケ
ル
ハ

実ニ

是
多ノ

人ヲ

利
益　

ス
ル

目
出
行　

ナ
リ

ケ
リ
ト
 

07
思
ト
リ
テ
同
廿
一
日ニ

静　
ナ
ル

所ヲ

出
テ
ヽ

村
里ニ

更
リ
テ

我モ

人モ

ト
モ
ニ
念
仏
勧　

メ
ム

 

08
明
年ノ

七
月
晦
日
マ
チ
ハ
申テ

同
八
月ノ

一
日
本ノ

所ニ

還　
リ
ヌ

十
五
日ニ

至　
リ
テ

 

09
堂ヲ

出テ

ユ
ヲ
ア
ミ
潔
サ
イ
シ
テ
弟
子ニ

告テ

云
様
教
信カ

告シ

事ハ

今
日
ユ
 

10
サ
リ
也
今
生ノ

物
語
奉ニ

今
度
許
也
ト

云
テ

渡
ヲ

ヲ
サ
ヘ
テ
別シ

ナ
レ
ス
ル
 

11
事ヲ

云　
ヒ
テ

堂ニ

入ヌ

□
□
前
□
□
□
備
テ

五
色ノ

糸ヲ

御
手ニ

ツ
ケ
テ
 

12
定
印ノ

如シ

月ノ

影□

閑　
ニ
シ
テ

松ノ

□
…
□
程ニ

空ノ

中ニ

楽ノ

音
 

〈
十
三
丁
裏
〉 

01
ホ
ノ
カ
ニ
聞
エ

芳
シ
キ

香
漸
□
…
□
音ヲ

合
テ

念
仏ノ

聞
人
ト

 

02
歓
喜
□
少ラ

光
□
照
□
…
□
満　

テ
リ

聖
人
西
方
向テ

 

03
閑ニ

居
ナ
カ
ラ

命
畢ヌ

其
年ハ

八
十
□
也
弟
子
共
或ハ

悲ミ

歎テ

上
下ノ

 

04
人
〱
二
百
余
人
也
三
十
日
夜
昼
彼ノ

カ
バ
ネ
ヲ
遶　

リ
テ

念
仏ヲ

不ヌ

絶
一

此ノ

 



05
間
芳
香
絶
事
無シ

三
七
日ノ

後ニ

日ヲ

以テ

カ
レ
カ
カ
ハ
ネ
ヲ
ヤ
ク
ニ
手ノ

定
 

06
印
不
焼
シ
テ
ハ
イ
ノ
中ニ

有リ

俄ニ

石ノ

塔ヲ

立テ

其ノ

ハ
カ
ト
ス
火
打
石
 

07
塔
ト

云ハ

是
也
委ハ

彼ノ

聖
人ノ

伝ニ

注
セ
リ

怪　
シ
キ

最
下
郎ノ

沙
弥
教
信
 

08
ナ
レ
ト
モ
ヤ
コ
ト
無キ

聖ノ

前ニ

立テ

往
生　

シ
ニ

ケ
リ
身ヲ

売テ

日ヲ

送シ

下
郎
 

09
ナ
レ
ト
モ
貴
聖
ニ
モ

勝
レ
タ
リ
キ

高
阿
弥
仏ハ

草ノ

庵ノ

前
ヘ
ニ

来
給ヌ

観
 

10
音
勢
至ハ

草ノ

庵ノ

前　
ヘ
ニ

䟽　
ツ
キ

給
ケ
ム
コ
ソ

哀ニ

目
出ク

覚
ユ
レ

是
ハ

只
タ

 

11
阿
弥
タ
ノ
御
名ノ

目
出　

サ
ニ

ヨ
リ
テ
也
是ヲ

聞
人
ナ
ト
カ
ハ
ハ
ケ
マ
サ

ラ
ム
万ノ

ム
ツ
 

12
□
シ
キ
事ヲ

ス
テ
ヽ
閑　

ナ
ル

山
中ニ

居　
タ
ル

人
モ

必ス

往
生　

ス
ル
ト
モ

不
聞カ
一

朝
歎キ

暮ニ

 

 〈
十
四
丁
表
〉 

01
イ
ト
ナ
ム
人
モ

イ
ト
生
死ノ

海ヲ

渡テ

菩
提ノ

岸　
ニ
ハ

不
至
者
也
若モ

老モ

男
 

02
女モ

自ヲ
　
ラ

心
有　

ラ
ム

人ハ

ヒ
ト
シ
レ
ス
ア
チ
キ
ナ
キ
娑
婆
世
界　

ナ
ト
ヲ

思
取テ

煩
悩ノ

河ノ

 

03
ハ
ヤ
キ
ニ
船ヲ

マ
ウ
ケ
生
死ノ

海ノ

深ニ

筏
ヲ

ク
メ
ト
ソ
此
文
ニ
ハ

為
中ノ

山
里ト

 

04
ナ
ト
ノ
愚　

ナ
ル

女
人ノ

善
知
識ニ

ア
フ
事
カ
タ
ク
法　

リ
ノ

音
聞
事
難カ

故ニ

念
 

05
念
仏
ス
ヘ
キ
カ
料ニ

書
集　

タ
ル

也
ミ
ヤ
コ
ナ
ト
ノ
功
徳
盛　

リ
ニ

聴
聞
ナ
ト

ノ
広　

カ
ラ
ム

 

06
為ニ

非ス

亦
僧
徒ノ

為ニ

非ス

此ノ

物
語ハ

正
教ヲ

ハ
ナ
レ
ス
ト
ハ
云
ト
モ
読
吉　

ラ
ム

為ニ

 

07
言ヲ

和
ケ
テ

文
字ヲ

ソ
ム
キ
テ
心
ハ
ヘ
ヲ

取
タ
ル
也
サ
レ
ハ
悟
有　

ラ
ム

人
不
可
見
一

此ノ
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08
文ヲ

見テ

ホ
メ
ソ
シ
ラ
ム
人
極
楽
生　

セ
ム

南
無
阿
弥
陀
仏
々
々
々
々
々
々
 

09
問
何　

レ
ハ

臨
終ノ

十
念ハ

百
年ノ

観
行ニ

過ト

云
答
人
死
門ニ

入
時
善
悪
身ヲ

責テ

 

10
舌ノ

根
□
ス
ク
メ
リ
イ
ハ
ム
ト
思フ

事　
ヲ
モ

□
イ
ハ
ス
眼
又
無カ

如シ

見ト

思フ

物ヲ

モ
 

11
ミ
ス
爰
以テ

世
親
菩
薩ハ

正
□
滅
□
根
ト
ハ

言
也
身ノ

中　
ニ
ハ

大
ヒ
ラ
ム
ト
 

12
云
風
吹テ

四
百
四
種ノ

病
ツ
キ
□
…
□ノ

者ノ

只
今ハ

是
今
生ノ

 

 〈
十
四
丁
裏
〉 

01
終
也
年
来
憑ヲ

カ
ケ
奉ル

□
…
□
云フ

一
念ヲ

発テ

十
念ノ

 

02
名
号ヲ

唱ル

時
本
願ヲ

ア
ヤ
マ
□
給
□
弥
陀
ナ
レ
ハ
ナ
ト
□
許ニ

カ
ケ
リ
 

03
カ
キ
カ
ヘ
ニ
立
ソ
イ
テ
光ヲ

放
給
命
終ノ

者
光ニ

ア
タ
リ
テ
歓
喜　

ス
ル

故ニ

 

04
此ノ

光
ヲ

歓
喜
光ト

名
無
始
生
死ノ

重
罪
此
光ニ

照
サ
レ
テ
除
滅　

ス
ル
カ

故ニ

 

05
安
養
浄
刹ニ

往
生
ス
ル
也
一ノ

譬　
ヘ
ヲ

申
侍
ヘ
シ
タ
ト
ヘ
ハ
人
有テ

百
年ノ

間タ

 

06
謀
反
八
逆
ヲ
シ
テ

放
火
殺
害ヲ

業　
ト
ス

此
人
カ
ク
ス
ト
ス
レ
ト
モ
終ニ

顕
レ
テ

 

07
罪
已ニ

行　
ハ
ル

ア
マ
リ
ニ
罪
深　

シ
テ

左
右
無ク

死
罪ニ

行
ハ
ム
モ

ア
エ
ナ
カ
ル
ヘ
 

08
シ
ト
テ
先ツ

獄
定
シ
テ

漸ク

責
殺
ス

ヘ
シ
ト
宣
下
セ
ラ
レ
テ
禁
獄
セ
ラ
レ
 

09
タ
ラ
ム
ニ
其
国ノ

王
重
病ヲ

受テ

仏
力
法
力モ

シ
ル
シ
無ク

療
治
薬モ

験ヲ

 

10
失　

□
テ

国
王
既ニ

死
門ニ

入
日ヲ

待ツ

時
彼
謀
反
八
逆ノ

者
獄ノ

内　
ヨ
リ

申
云ク

我
 

11
国
王ノ

受
給
ヘ
ル

病
ヲ
レ
ウ
チ
ス
ル
事ヲ

知
レ
リ

我ニ

レ
ウ
チ
セ
ラ
レ
給　

ハ
ヽ

必ス

ヤ
メ
 



12
奉　

ヘ
シ
ト

云フ

官
人
承
引
セ
ス
シ
テ

奏
聞ニ

不ス

及
一

雖
然
此
事
自
然ニ

聞　
ヘ
テ

 

 〈
十
五
丁
表
〉 

01
姫
太
子
ヲ
□テ

大
臣
公
卿
諸
共ニ

□
余ニ

若
□
ト
テ
彼
罪
滅ノ

 

02
人
獄
□
ヨ
リ

只
出テ

レ
ウ
チ
ヲ
加
シ
ニ

云カ

如ク

国
王ノ

病
ヤ
ミ
給テ

即チ

本ニ

 

03
フ
ク
セ
リ
犯
罪ヲ

許
シ
テ

高
位ニ

昇
リ

福
禄ヲ

給ル

臨
終ノ

十
念
モ

亦
 

04
復
如
此
百
年ノ

間
四
重
五
逆
ヲ
カ
シ
テ
地
獄ニ

可
墮
一

人ノ

臨
終ノ

十
念
イ
レ
 

05
ウ
ノ
奉
公ニ

依
テ

往
生
極
楽ノ

勧
賞ニ

ア
ツ
カ
ル
ヘ
キ
也
有
人
百
年ノ

間
奉
公
 

06
人
勝
官
禄
心
ニ

任
テ

肩ヲ

並
フ
ル

者
無
シ

此
人
俄ニ

謀
反
心
出
来
テ

其
罪
 

07
タ
ヽ
チ
ニ
顕
レ
テ

禁
獄
流
罪
セ
ラ
レ
テ
死
罪ニ

行
ハ
ル
ヽ
カ

如
シ

百
年ノ

間
 

08
大
善
根
者　

ト
モ

臨
終ノ

妄
念ニ

依カ

故ニ

生
死
ニ

可
留
也
知ヌ

後
世ノ

善
悪ハ

 

09
臨
終ノ

念
力ニ

可ト

依
云
事
ヲ

サ
レ
ハ
臨
終ノ

行
儀
注
タ
ル

文ノ

侍
ニ
ハ

阿
弥
タ
仏ヲ

 

10
西ノ

ヤ
マ
ニ
カ
ケ
病
者ノ

面ヲ

西
方ニ

向　
ヘ
テ

五
色ノ

糸ヲ

カ
ケ
テ
病
者ニ

ヒ
カ
ヘ

サ
セ
ヨ
土
 

11
沙ヲ

加
持　

シ
テ

病
者ニ

ソ
ヽ
ケ
五
辛
并ニ

酒
肉ヲ

不
可
寄
一

五
辛ト

云ハ

大
ヒ
ル
 

12
小
ヒ
ル
キ
ア
サ
ツ
キ
ク
シ
ノ
ヲ
モ
□
…
□
妻
子
情ト

思　
ハ
ム

財ヲ

不
可
見ス

 

 〈
十
五
丁
裏
〉 

01
人
多
不
可
寄
善
知
識
□
…
□
念
仏ヲ

ス
ヽ
メ
往
生ノ

色
ヨ
リ
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02
外ニ

他ノ

色ヲ

ミ
セ
ス
往
生ノ

思
ヨ
□
外ニ

□
思ヲ

交
ヘ
サ
シ
ナ
ン
ト
ソ
申
タ

メ
ル
天
 

03
竺ノ

長
者
金ノ

釡ヲ

悋ト

思　
シ
カ
ハ

大
地
成テ

中ニ

□
タ
カ
マ
ル
舎
エ
国ノ

女
人
ハ

 

04
我
形ヲ

苦
思
テ

着
セ
シ
カ
ハ

ト
ク
ロ
ノ
内
ノ

虫
ト
成キ

天
竺
震
旦　

マ
テ
モ

遙ニ

 

05
侍リ

我
朝
延
暦
寺ノ

無
空
律
師ハ

房ノ

天
井ニ

銭ノ

一
万
文
置
タ
リ
ケ

ル
ヲ

 

06
臨
終ノ

時
思
出
タ
リ
ケ
ル
故ニ

地
ニ

成テ

銭ノ

中　
ニ
ソ

御
シ
ケ
ル

年
来ノ

檀
那
ナ
リ
ケ

レ
ハ

 

07
ヒ
ロ
□
大
臣
伴
平ノ

文
ニ
見
ヘ
タ
リ
ケ
リ

四
禅
比
丘カ

地
獄ノ

相ヲ

現シ

慈
童
 

08
□
天
上ノ

報
受シ

一
念ニ

依
也
過
去ニ

ア
ウ
ム
タ
シ
ト
云
人
仏ニ

申
云
何　

レ
ハ

百
年
 

09
仏
道ヲ

修
行　

ス
ル

人
地
獄ニ

ヲ
チ
百
年
罪ヲ

作ル

者
浄
土ニ

往
生　

ス
ル
□

申
ケ
レ
ハ

仏
 

10
ツ
タ
シ
ニ
告テ

言ク

百
年
罪ヲ

作
者
浄
土ニ

往
生　

ス
ル

者
地
獄ニ

ヲ
ツ
ル
ハ
臨

終ニ

悪
念
 

11
ヲ
コ
ス
也
百
年
罪ヲ

作
者
浄
土ニ

往
生　

ス
ル
ハ

臨
終ニ

十
念ヲ

具ル

者
也
ト
ソ
 

12
仰
ラ
レ
ケ
ル
問
臨
終ノ

十
念ハ

前
世ノ

宿
因ニ

ヨ
ル
也
サ
レ
ハ
我
等
兼テ

 

 〈
十
六
丁
表
〉 

01
念
仏ヲ

修
セ
□
ト
モ
縁
有　

ラ
ハ

十
念
具
足　

シ
テ

浄
土ニ

往
生　

ス
ヘ
シ

何
答
往
 

02
往
生
極
楽ハ

前
世ノ

宿
因ニ

可
依
也
法
相
宗　

ニ
ハ

今
度
往
生ヲ

遂　
ケ
ム

 

03
事
可シ

離ル
一

設
行
業
限
有ト

云
ト
モ

二
生
三
生ニ

往
生
ス
ヘ
シ
ト

侍
メ
リ

 

04
天
台　

ニ
モ

観
念
成
就
シ
テ

往
生ハ

可
遂
一

ナ
ン
ト
申
ク
ル
メ
ル

西
塔
学
者
 



05
益
智
後
三
条
院ノ

未タ

東
密ト

申
ケ
ル

時
メ
サ
レ
テ
答テ

云
極
楽
ト
 

06
都
率ト

何　
レ
ヲ

願
コ
ト

御
尋
有
ケ
ル
ニ

イ
カ
ニ
モ
不
可
叶
一

但
須
弥
山ノ

辺ニ

 

07
行
法
ナ
ン
ト
ス
ル
ヲ
ミ
生　

セ
ム
ト

願ヒ

侍
ル
ト
ソ

申
侍
ケ
ル

益
智ハ

天
台ノ

碩
 

08
学
也
イ
カ
ニ
サ
ハ
申
侍　

ヘ
リ
ケ
ル
ヤ
ラ
ム

只
此
念
仏ハ

思ヲ

心ヲ

運
人
決
定
 

09
往
生
ス
ヘ
キ
也
サ
レ
ハ
弥
陀ヲ

称
念　

セ
ム

者ハ

前
世ノ

宿
因ニ

依テ

決
定
往
生
 

10
ス
ヘ
キ
也
サ
レ
ハ
縁
有
ト
モ
念
仏ニ

ヲ
コ
タ
ル
事ハ

ユ
メ
〱
不
可
有

此
浄
土
宗ハ

是
 

11
善
導
和
尚ノ

勤
行　

シ
テ

往
生ヲ

遂
給テ

後ノ

門
徒ノ

人
併ラ

往
生
極
楽ノ

 

12
本
懐ヲ

莫
不
遂
ユ
メ
〱
勿
□
□ヲ

□
□ノ

拂カ

如ク

可
称
念
也
一
条ノ

院ノ

 

 〈
十
六
丁
裏
〉 

01
御
時
延
暦
寺ハ

宣
旨
□
…
□
極
楽□

求ム

人ノ

可
持
文
検
 

02
申
セ
ト

被
仰
侍
リ
ケ
レ
ハ

各
学
生
集□

一
切
経
論ヲ

引テ

若
有
業
障
 

03
無
生
浄
土
因
乗
弥
陀
願
力
必
生
安
楽
国
極
重
悪
人
無
他
方
便
 

04
唯
称
念
仏
得
生
極
楽
実ニ

浄
土ニ

可
生
一

因モ

无ク

亦
他ノ

方
便
无
ラ
ム

 

05
者ノ

弥
陀ノ

願
力ニ

乗　
シ
テ
ハ

極
楽ニ

往
生　

ス
ヘ
シ
ト

侍
メ
レ
ハ

此
念
仏
三
昧
返
〱
憑　

シ
ク

 

06
ソ
侍ル

此
故ニ

西
方ニ

向テ

弥
陀ノ

両
足ヲ

拝　
セ
ヨ

弥
陀ノ

無
上
念
王ト

申
時
過
 

07
去ノ

空
王
仏ヲ

拝テ

正
覚ヲ

取
給シ

故
也
或
時　

ニ
ハ

浄
土ノ

依
正ヲ

思
惟テ

波ノ

ヲ
ト
 

08
鳥ノ

音ハ

十
方
無
畏ノ

法
文
也
ト
思ヘ

道
珍
禅
師ハ

地ヲ

観　
シ
テ

往
生ヲ

遂テ
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09
海
雲
比
丘ハ

海ニ

向テ

浄
土ノ

因ヲ

得　
テ
キ

有
時　

ニ
ハ

十
悪
五
逆ヲ

エ
ラ
ハ
ス
来
迎
 

10
引
摂
セ
ム
ト

云
本
誓
悲
願ノ

恭キ

事ヲ

随
喜シ

成
時　

ニ
ハ

眉
間ノ

白
毫ハ

五
 

11
須
弥ノ

ヲ
ホ
キ
ナ
ル
ヲ
キ
サ
シ
テ
十
方
界ヲ

照シ

御
眼ハ

能
澄テ

四
大
海ノ

様ニ

 

12
広
コ
ト
ヲ

思ヒ

御
声ハ

倶
摩
羅ト

云
鳥ノ

声　
ヨ
リ
モ

勝　
タ
ル

事ヲ

讃
歎シ

成
時
 

 〈
十
七
丁
表
〉 

01
心
ヲ

浄
刹
ニ

澄
テ

一
向ニ

名
号ヲ

称
念
ス
ヘ
シ

高
声
少
声
心
任
ス
ヘ
シ

高
声
 

02
太
仏ヲ

ミ
少
声
ハ

カ
ス
積
ル
ト
ソ

申
タ
ル

唯
浄
土
宗ノ

行
者ト

申　
ス
ハ

称
念
ヲ

 

03
先ト

ス
ル
也
身
口
意ノ

勤メ

余
行ニ

ス
ク
ル
故
也
問
并
州ニ

生　
ル
ヽ

者ハ

七
歳
成　

レ
ハ

弥
 

04
陀ヲ

念ル

故ニ

極
楽
往
生　

ス
ト

云
七
歳ハ

イ
カ
ヽ
功
徳ノ

心ヲ

可
知
哉
答
弥
陀ノ

名
 

05
号ヲ

唱
レ
ハ

有
智
無
智ヲ

不
云
極
楽ニ

往
生
也
譬ハ

暗
所ヘ

往
者ノ

シ
ソ
ク
ヲ
 

06
以テ

行　
ケ
ハ

暗キ

ヤ
ミ
ハ
ハ
ル
ヘ
シ
ト
知テ

往　
カ
ハ

暗キ

ヤ
ミ
ハ
ハ
レ
ヌ
物ノ

心モ

不
知ヌ

少　
ナ
キ

 

07
者ハ

ヤ
ミ
ハ
ハ
ル
ヘ
シ
名
号ヲ

唱
者
極
楽ニ

往
生
也
問
賢
首
仏ノ

浄
土ノ

荘
厳ニ

 

08
比
レ
ハ

極
楽ハ

下
品
也
ト
云
ヘ
リ

釈
迦ノ

五
百ノ

大
願ニ

並　
レ
ハ

弥
陀ノ

四
十
八ノ

願ハ

物　
ノ
ヽ

 

09
カ
ス
ニ
非ス

ナ
ン
ソ
極
楽ヲ

願
ヘ
ト

ヲ
シ
ヘ
弥
陀
悲
願ヲ

可
仰
ト

云
ヤ
答
賢
首
 

10
仏ノ

浄
土ハ

極
楽ニ

勝□

云　
ヘ
ト
モ

我
等
衆
生
誓
浅シ

過
去ニ

世
遶
王
仏ト

申
仏ノ

 

11
十
方ノ

浄
土ヲ

現
給ヲ

弥
陀
見
給テ

其
中ニ

奇
妙ノ

荘
厳
ヲ

エ
リ
取テ

極
 

12
楽ヲ

合
成
給
也
又
教
主
釈
尊
韋
提
希
夫
人
阿
闍
世
王ト

申シ

御
子ニ

悩ナ
ヤ
マ
サ
レ
テ

 

 



〈
十
七
丁
裏
〉 

01
歎
給
之
比ロ

人
間ハ

□
タ
テ
ク
情ケ

無キ

□
□
□
刹□

願
給　

ト
テ

帳
内ニ

若
テノ

 

02
浄
土ヲ

現
給シ

中ニ

此
ヨ
リ

西
方ニ

極
楽
ト

□
国
ヘ

参
ラ
ム
ト

申
給キ

イ
提
希
夫
人
 

03
只
人ニ

御
ハ
セ
ス

易
往
故
極
楽
浄
土ヲ

願
給
也
賢
首
仏ノ

浄
土
奇
妙
也
 

04
云
ト
モ

只
有
縁ノ

極
楽ヲ

願ヘ

釈
迦ノ

五
百ノ

大
願ハ

忝　
シ
ト
モ

弥
陀ノ

来
迎
引
摂ノ

願ニ

 

05
云ク

十
悪
五
逆ヲ

犯
者
也
ト

云
ト
モ

我
名
号ヲ

唱テ

我
国ヲ

願
者ノ

往テ

不
迎
 

06
云
者
正
覚ヲ

不
取
誓
給
此
故ニ

弥
陀ヲ

称
念
ス
ヘ
シ
ト

云
也
末
法
万
年ニ

猶
シ

 

07
弥
陀ノ

一
教
ヲ

憑
ム
ヘ
シ
ト

云　
ヘ
リ

況
仏
法
流
布ノ

近
来
於
テ
ヲ
ヤ

末
法
万
年ニ

弥
 

08
陀
一
教ヲ

憑
ヘ
キ
事
譬ヲ

以テ

教
給　

ヘ
リ

例　
ヘ
ハ

大
国ニ

々
王
有
政
閑ニ

直　
ク
シ
テ

 

09
国ニ

収□

民
易　

シ
テ

雨
ツ
チ
ク
レ
ヲ
砕
事
無ク

馬ヲ

花
山ニ

放チ

但シ

恨　
ラ
ク
ハ

一
人ノ

儲
君
 

10
ヲ
ロ
カ
ニ
シ
テ
国ヲ

可
保
一

器ニ

非ス

大
王
此
事ヲ

歎
悲テ

太
子ニ

教テ

云
我
無
ラ
ム

時
 

11
国
乱
財
尽
タ
ラ
ム

時
此ヲ

ホ
リ
出テ

身
命ヲ

助　
コ
ト

云
置テ

数
千
両ノ

金ヲ

土
中ニ

 

12
埋
置ツ

大
王
一
期ノ

運
命
尽テ

ホ
ウ
シ
給ヌ

太
子
国ヲ

請
取テ

政ヲ

致ト

云
ヘ
ト
モ

 

 〈
十
八
丁
表
〉 

01
可
持ノ

政
暗　

シ
テ

鹿
馬ニ

マ
ト
イ
ヤ
ス
シ
異
国ニ

此
事
伝
聞テ

数
万
軍
兵ニ

 

02
引
率　

シ
テ

金
銀
瑠
璃
■
璖
瑪
瑙ヲ

始　
ト
シ
テ

国
中ノ

五
穀
七
宝
残
一モ

 

03
無ク

運
取
テ

還
ヌ

其
時
愚　

ナ
ル

太
子
父
王ノ

埋
置
給シ

金ヲ

土ノ

中　
ヨ
リ

ホ
リ
出
テ

 

04
身
命ヲ

助
給シ

也
釈
尊ノ

父ノ

大
王ノ

金ヲ

生
死ノ

泥ノ

中ニ

埋
置
給
也
釈
尊ノ
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05
大
王
栴
檀ノ

煙
ト

昇
給テ

異
国ノ

魔
王ノ

軍
兵ト

云
者
ト
モ
乱
入テ

法
花
 

06
真
言ノ

金
銀
般
若（

27
）華
厳ノ

車
璖
瑪
瑙ト

云
君
子ノ

財ヲ

一
残
物
無ク

運
 

07
取テ

還　
ナ
ン

時ニ

弥
陀ノ

一
教ノ

金ネ

生
死ノ

泥ノ

中
朽　

コ
ト

無
ク
シ
テ

身
命ヲ

可
助
也
 

08
爰
以テ

末
法
万
年
余
経
悉
滅
弥
陀
一
教
利
物
偏
増　

ト
ハ

申
タ
ル

也
 

09
長キ

物　
ヲ
ハ

ナ
カ
ヘ
ニ
作リ

□
者
ヲ
ハ

ク
サ
ヒ
ニ
指シ

曲
レ
ル

物
ヲ
ハ

輪ニ

定
メ

直　
ナ
ル

物　
ヲ
ハ

ヤ
ニ
モ
 

10
チ
井
明
王ノ

車ヲ

造□

如シ

弥
陀ノ

人ヲ

ス
テ
給　

ハ
ス
モ

亦
復
如
是
直　

ナ
ル

人ノ

為　
ニ
ハ

 

11
上
品
蓮
台ヲ

マ
ウ
ケ
テ
迎
給
マ
カ
レ
ル
物ノ

為　
ニ
ハ

下
品
下
生ヲ

マ
ウ
ケ
テ
導キ

 

12
給
亦
阿
弥
如
来
ノ

人
ヲ
捨
給
ヌ
コ
ト

明
王ノ

車ヲ

ツ
ク
ル
ニ
似
タ
リ

仏ケ

相
人□

 

13
例
ヲ

以
テ

言ク

□
弥
仏ノ

名
号ヲ

称
念
ス
ル

者
ハ

決
定
往
生ノ

相
有ル

人
ナ
リ
ト
 

 〈
十
八
丁
裏
〉 

01
相
給
也
大
王
阿
弥
陀
仏
相
人
ハ

婆
羅
門
我
朝　

ニ
ハ

伴
門
平
縁
照
法
師カ

 

02
相
猶
シ

無
疑
一

況
大
聖
牟
尼
尊
慈
悲ノ

御
眼ヲ

以
テ

相
ソ
コ
ナ
イ
給　

ハ
ム

 

03
ヤ
念
仏
是
決
定
往
生ノ

相
有
行
也
野ニ

カ
ヽ
ケ（

28
）山ニ

カ
ヽ
リ
勤
メ

行
ハ
ス

 

04
ト
モ
一
向
弥
陀ヲ

称
念
シ
テ

静ニ

極
楽
へ

詣
給
ヘ
シ

ユ
メ
〱
勿
生
疑ヲ
一

弥
陀
 

05
専
念
者
極
楽ニ

往
生ヲ

疑
ハ
ン
ニ

往
生
ス
ヘ
シ
ト

云
論
議ハ

侍
也
少
智ハ

菩
提ノ

 

06
サ
マ
タ
ケ
ト
申テ

往
生ノ

業
無キ

者ノ

念
仏
往
生　

ヲ
ハ

疑ヒ

侍
也
決
定
往
 

07
生ノ

思
ヲ

ナ
シ
テ
猶
々
タ
ユ
ム
事
无ク

弥
陀
仏ヲ

称
念
給
ヘ
キ
也
瓔
珞
 



08
璣
利ノ

色ロ

ナ
ツ
カ
シ
ク
カ
ヲ
ラ
ハ
極
楽ノ

宝
蓮
ヲ

思
出ヨ

谷ノ

鷪ス

山ノ

 

09
鷪ス

転
ラ
ハ

水
鳥
フ
カ
ム
ノ
五
根
五
力ノ

文ヲ

唱ル

事ヲ

観
セ
ヨ

浄
土ノ

荘
厳　

ヲ
ハ

 

10
浅
ヨ
リ

深ヘ

観
也
雖
十
悪
猶
引
摂
甚
於
疾
風
披
雲
霧
ヲ

 

11
雖
一
念
必
感
応ス

喩
之
巨
海ノ

納
絹
露
後
中
書
王

一
度
南
无
阿
弥
 

12
陀
仏ト

云
人ヲ

ハ
チ
ス
ノ
ウ
ヘ
テ
ホ
ラ
ヌ
ハ
ナ
シ
空
也
聖
人

後
中
書
王ノ

ハ
カ
 

 〈
十
九
丁
表
〉 

01
ナ
ク
書
給　

ヘ
ル

筆ノ

ス
サ
ヒ
□
モ
滅
罪
生
苦
事
ハ
リ
ハ
聞ヘ

空
也
聖
人
 

02
阿
弥
陀ノ

コ
ト
ハ
ニ
ヨ
ミ
ス
テ
給
ヘ
ル
三
十
一
字ノ

中　
ニ
モ

一
称
南
无ノ

心ハ

顕
ハ
レ

 

03
侍
メ
リ

サ
レ
ハ
我
山ノ

源
信
僧
都
一
代
聖
教ニ

曇リ

無
顕
密
二
道ニ

不ス

暗
一

 

04
御
□
セ
シ
カ
ト
モ
恵
心
院
ノ
壁ニ

来
迎
引
抄ノ（

29
）カ
タ
ヲ
カ
キ
テ
常ニ

見□

 

05
常ニ

観
シ
テ

往
生ノ

素
懐
ヲ
ハ

遂
給シ

也
行
住
坐
臥ニ

西
方ヲ

ソ
ム
ク
事
 

06
无ク

弥
陀ヲ

ワ
ス
ル
ヽ
事
ナ
カ
レ
幡
磨
国
印
南
野
沙
弥
教
信ハ

馬□

 

07
牛ヲ

食
ト
シ
テ
汚
穢
不
浄ノ

者
也
津
国ノ

勝
尾
寺ノ

勝
如
ハ

無
智
無
 

08
悲ノ

法
師
也
右
大
弁
佐
世
カ

妻
ハ

好
色
美
女
也
僧
観
忠
カ
姉
ハ

破
 

09
戒
無
暫ノ

ア
マ
ナ
リ
□
□
ト
モ
弥
陀
念
仏ノ

力ニ

依カ

故ニ

往
生
極
楽ノ

本
意ヲ

 

10
遂
タ
ル

此
等
ハ

念
仏ノ

功
積リ

運
心
年
久シ

但
須
臾ノ

念
力ニ

依
テ

往
生シ

 

11
タ
ル
事
少
々
勘
申
ヘ
キ
也
讃
岐
国
多
度ノ

郡ト

云
所ニ

源
太
夫
不
知
実
名

 

12
ト
云
武
者
有
ケ
リ

仏
法ノ

名
字
ト
云
事ヲ

不
知
テ

齢
中
半
ス
キ
タ
リ
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13
鹿シ

鳥
ヲ

殺
ヲ

以
テ

朝
夕ノ

遊
□
シ

人ノ

手
足
ヲ

切ヲ

以
テ

毎
日ノ

政
ト
ス

源
太
夫
 

 〈
十
九
丁
裏
〉 

01
十
月
許ニ

狩ニ

出
タ
リ
ケ
ル
ニ

時
雨ノ

シ
ケ
レ
ハ
人
里ノ

見ル

所ヘ

馬ヲ

馳テ

行ク

萱カ
ヤ

堂ノ

 

02
有　

ケ
ル
ニ

仏
供
養
ス
ル
所ロ

有
テ

聴
聞ノ

人
々
多
集テ

有ヲ

源
太
夫
目
ヲ

 

03
嗔　

□
□
テ

云
此□

何
事ヲ

ス
ル
ソ
収
納ノ

盛
リ
ニ

多ノ

人
ヲ

集
テ

徒ニ

置
タ
ル
ハ

 

04
ト
云
ケ
レ
ハ

人
々
ヲ
チ
ワ
ナ
ヽ
イ
テ
我
等
一
定
手
足
モ

切
ラ
レ
ナ
ン

ト
思
ヒ
テ

 

05
怖
居　

タ
ル

程ニ

□
師　

ス
ル

法
師
ナ
ニ
ト
有　

リ
ト
テ
モ

ヨ
カ
ル
マ
シ
同シ

乱ト

思　
ヒ
テ

 

06
ヲ
ソ
ロ
シ
カ
リ
ケ
□
□
ニ
仏
供
養シ

侍
也ト

云　
ケ
レ
ハ

仏　
ト
ハ

何　
ニ
ヲ

云ソ

仏
供
養シ

 

07
タ
ラ
ハ
何
事ノ

可
有
ソ
ト

問
ケ
レ
ハ

中
〱
物
イ
ハ
テ
モ
ア
シ
カ
リ
ヌ
へ
カ
リ
 

08
ケ
レ
ハ
此
ヨ
リ

西ニ

国
有
極
楽
世
界
ト

名
テ

彼
国ニ

仏
御ス

阿
弥
陀ト

申ス

 

09
其ノ

仏
ヲ

供
養
恭
敬
シ

名
号
ヲ

唱
レ
ハ

必
往
生
シ
テ

タ
ノ
シ
ク
侍
也
ト
申
 

10
□
□
源
太
夫
気
色
直
リ
テ

我　
レ
モ

参
ナ
ン
ヤ
ト
何
様
ニ
シ
テ

可
参
ト

云　
フ
ニ

 

11
僧
云ク

人
ヲ

キ
ラ
ウ
国ニ

非　
ス
ハ

男　
ニ
テ
モ

参
リ
ヌ
ヘ
ケ
レ
ト
モ

仏ノ

御
弟
子ト

申テ

法
師
 

12
成テ

西
方
ニ

向
テ

南
無
阿
弥
陀
仏ト

唱
ヘ
テ

ユ
ケ
ハ
必
ス

参
也
ト

云
ケ
□
サ
ハ
 

13
参
ラ
ム
ト

云テ

タ
ヽ
チ
ニ
法
師ニ

成テ

聖カ

衣ヲ

取テ

着テ

西
方ニ

向テ

南
無
阿
弥
陀
 

  



〈
二
〇
丁
表
〉 

01
仏
ト

唱
テ

野
山
ヲ

キ
ラ
ワ
ス
行
キ
ケ
レ
ハ

郎
等
ト
モ
マ
ト
ヒ
サ
ワ
キ
テ
留　

ケ
レ
ト
モ

 

02
我
楽　

□
キ

所
ヘ

ユ
カ
ム
ヲ
ハ
何
事ニ

留
ム
ル
ト

腹
立
ケ
レ
ハ

此ノ

人ノ

日
来□

心
誠
ヲ

コ
ヽ
ロ
エ
テ
 

03
シ
イ
テ
留
メ
ハ

悪
カ
リ
ナ
ン
ト

思
テ
力ラ

不
及
テ

カ
ヘ
リ
ニ
ケ
リ
サ
テ
何カ

成　
タ
ル
ト

 

04
不
審ニ

思
ヒ
ケ
ル

間
跡ヲ

尋テ

見
ケ
レ
ハ
西ノ

海ニ

向
テ

松
木ノ

有　
ケ
ル
ニ

登
リ
テ
ソ

死ニ

 

05
タ
リ
ケ
ル
口
ヨ
リ

青
蓮
華
生テ

芳
香
ミ
チ
ニ
ヲ
ヒ
テ
往
生ノ

相ヲ

顕
ス

又
神
崎ノ

 

06
遊
女
ト
ネ
ク
ロ
ハ
年
来
色ヲ

好テ

仏
経ノ

名
字ヲ

不
知
一

昼
船
ハ
タ
ヲ

タ
ヽ
キ
 

07
夜
ハ

船ニ

ノ
リ
テ
往
還ノ

客ニ

身ヲ

任
ス

舟ノ

内
波ノ

上
ニ
シ
テ

一
生ヲ

送ル

人
也
男ニ

 

08
相
具テ

西
国ヘ

行　
ケ
ル

程ニ

海
賊ニ

ア
ヒ
テ
ア
マ
タ
所
手ヲ

ヲ
ヒ
テ
死ト

シ
ケ
ル
 

09
時
西
方ニ

カ
キ
ム
□
ラ
レ
テ
我
ナ
ニ
シ
テ
老
ヌ
ラ
ム

思
ヘ
ハ

イ
ト
コ
ソ

哀
レ
ナ
ル

今ハ

 

10
西
方
極
楽ノ

弥
陀ノ

誓ヲ

念
ス
ヘ
シ
ト

云フ

今
様
ヲ

ア
マ
タ
ヽ
ヒ
ウ
タ
ヒ
テ
息
絶
へ

 

11
命チ

尽
ケ
ル

□
西
方
ヨ
リ

紫
雲
タ
ナ
ヒ
キ
テ
異
香
船ノ

内ニ

ニ
ホ
ウ
ト
云
ヘ
リ

 

12
無
下ニ

近キ

事ニ

侍
ヘ
ル
ナ
リ

亦
丹
波
国ニ

凡
為
良
ト
云
人武

者
ニ

具テ

天
王
寺
へ

 

13
参
テ

遊
行
ケ
ル

程ニ

忠
胤
僧
都
ト

云
説
経
師
西
門　

ニ
シ
テ

仏
供
養　

シ
ケ
ル
ヲ
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〈
二
〇
丁
裏
〉 

01
□
聞　

ケ
ル
ニ

阿
弥
陀
仏ノ

名
号ヲ

唱　
レ
ハ

西
方ノ

弥
陀
イ
テ
来
給
也
例　

ヘ
ハ

 

02
人ヲ

子ノ

父
母
ヲ

ヨ
フ
ニ
イ
ラ
へ
ヌ
事
无　

ニ
シ

仏ハ

一
切
衆
生ノ

ヲ
ヤ
ナ
レ
ハ

子ノ

ヨ
フ
 

03
音
ヲ

聞
テ

□
□
給
ナ
リ
ト

ミ
チ
レ
ハ
為
良
□
ヽ
ク
法
師
ソ
ラ
事
ス
ル
 

04
顕
サ
ム
ト

云
テ

□
□
阿
弥
陀
仏
ト
一
日
一
夜
唱
ニ

仏
出
給
ハ
ス

サ
レ
ハ

コ
ソ
ト
 

05
云テ

サ
モ
有シ

今
一
日
一
夜
申
サ
ン
ト
テ
称
念
ス
ル
ニ

仏
イ
テ
給
ハ
ス

三

日
四
日
 

06
五
日
六
日
称
念
ス
ル
ニ
仏
イ
テ
給
ハ
ス

此
程ニ

成　
□
タ
リ
ト
テ

七
日
申
サ
ン
ト
 

07
テ
唱
ル
ニ

七
日ト

云
成
時
許
イ
テ
給
此
僧
実ヲ

云
ケ
リ
ト
テ

渡ヲ

流　
カ
レ

 

08
掌
ヲ

合
テ

南
波ノ

海ノ

方　
タ
ヘ

歩ニ

ヨ
リ
テ
高
声ニ

念
仏　

シ
テ

丑
時ニ

及テ

病
無　

シ
テ

 

09
死
ス

是
恒
往
生ノ

相
也
極
楽ニ

往
生　

ス
ル
モ
ノ

春ノ

細
ナ
ル

雨ノ

如
シ
ト

侍
メ
レ
ハ

 

10
□
□
ス
へ
申ニ

及
侍
ラ
ス

念
仏ハ

是
例
ヘ
ハ

武
者ノ

腰
刀ノ

如シ

武
者
軍ノ

 

11
陣ニ

出
テ
ヽ

タ
ヽ
カ
ウ
時
五
八
四
十ノ

矢
背
イ
ツ
ク
シ
テ
太
刀
ナ
キ
ナ

タ
皆
□
 

12
折　

レ
テ

カ
タ
キ
ニ
ト
リ（

30
）コ
メ
ラ
ル
ヽ
時
腰
刀
付
身ニ

ツ
イ
テ
カ
タ
キ

ヲ
モ
取リ

自
害　

ヲ
モ

 

 



〈
二
一
丁
表
〉 

01
シ
テ
高
名
ヲ
モ
ス
ル
ナ
リ
利
生ノ

□
□
モ
イ
ツ
□
□
テ
戒
律
檀
施
ノ
 

02
太
刀
刀
ナ
キ
ナ
タ
モ
打
折テ

身ニ

随フ

事
無シ

タ
ヽ
身
随
モ
ノ
ト
テ
□
念
仏ノ

 

03
腰
刀
也
十
念
一
念ノ

高
名
ヲ
モ

シ
テ
極
楽
ニ

往
生
ス
ル
ハ

念
仏ノ

腰
刀
也
例　

ヘ
ハ

 

04
□
□
力ラ

ツ
ヨ
キ
弓
有リ

此
弓
遠ク

箭
ヲ

ハ
シ
ラ
カ
シ
テ
物
ニ

ツ
ヨ
ク
ア

タ
リ
テ
 

05
人ノ

為ニ

第
一ノ

財
也
或
人
此
弓ヲ

エ
テ
イ
ム
ト
ス
ル
ニ
我
力ラ

溺　
ク
テ

ヒ
ク

ニ
タ
ニ
モ
不
及
 

06
余
行ヲ

ツ
ヨ
キ
弓ハ

力ラ

ツ
ヨ
キ
行
者ノ

為　
ニ
ハ

目
出キ

宝
也
ト
云
ヘ
ト
モ

少
根
少
機ノ

 

07
我
等カ

可ニ

持
一

非ス

只
念
仏ノ

ユ
ハ
キ
弓
ヲ

以
テ

心ニ

任　
セ
テ

イ
ハ
往
生
極
楽ノ

マ

ト
ニ
イ
 

08
ア
ツ
ル
事
有
ヘ
シ
ト
也
例
ヘ
ハ

人
有テ

ユ
ヲ
ワ
カ
サ
ム
ト
ス
ル
ニ
薪ハ

少
ク
テ

大
釡　

ニ
テ

 

09
ワ
カ
シ
テ
人
ニ
モ

多ク

ア
ム
シ
我
レ
モ

ヨ
ク
ア
ミ
ム
ト
テ
大
釡ニ

水ヲ

入
テ

ワ
カ
ス
程ニ

薪ハ

 

10
□
□
ウ
セ
テ
ナ
マ
ヌ
ル
ニ
テ
ス
テ
ツ
有
人
タ
キ
ヽ
ノ
有
程
ヲ

ハ

カ
ラ
ヒ
テ
少
釡ニ

水ヲ

 

11
入テ

ワ
カ
セ
ハ
ア
ツ
キ
ユ
ニ
成テ

ア
ミ
ツ
自
余ノ

行
業
モ

如
是
自
余ノ

行

業
大
釡ノ
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12
ユ
ハ
ワ
カ
シ
□
ヽ
セ
□
ハ
人　

ヲ
モ

多ク

渡シ

我
身ノ

塵チ
ム

垢　
ヲ
モ

ア
ラ
ヒ
ス
ツ
ヘ
キ
ニ
 

13
ナ
マ
ヌ
ル
ニ
テ
ス
テ
ツ
念
仏ノ

小
釡ノ

ユ
ハ
ワ
カ
シ
タ
テ
ヽ
ヒ
ト
身ニ

□
ク
ア
ミ
テ
生
死ノ

 

 〈
二
一
丁
裏
〉 

01
垢
ヲ
モ

ヲ
ト
シ
テ
往
生ノ

本
懐
ヲ

ト
ク
ル
也
有ル

人
遠
国
ヘ

行ニ

舟ニ

乗　
リ
テ

ホ
ヲ
カ
 

02
ケ
テ
カ
チ
ヲ
取
リ
テ

行
カ
ハ

ホ
ト
ア
ル
マ
シ
ト
思
テ

カ
セ
ニ
任
テ

ハ
セ

ユ
ク
程
ニ

自ヲ
　
ラ

 

03
西
風ニ

ア
ヒ
テ
舟
モ

損
シ

我
レ
モ

ア
ヤ
マ
チ
ヲ
ス
ル
也
或
人
カ
チ
ヨ
リ

ヤ
ハ
ラ
 

04
ツ
ヽ
行　

ク
ト

ス
レ
ト
モ
タ
□
ニ
ユ
キ
ツ
ク
ナ
リ
自
余
行
業ノ

ミ
チ
ハ

ヨ
ク
コ
キ
ツ
ケ
ハ
 

05
ホ
ト
無ク

行　
ヘ
キ
ニ

ス
□
ル
事ノ

イ
テ
ク
ル
也
念
仏ノ

カ
チ
ミ
チ
ハ
不
浄
ヲ
モ

エ
ラ
 

06
ハ
ス
漸ク

行
程ニ

恒ニ

浄
刹ニ

ユ
ク
ナ
リ
或
人
是
ナ
へ
腰
イ
タ
ラ
ム
カ
遠キ

 

07
国ヘ

行　
カ
ム
ト

ハ
ケ
マ
ム
ニ
□
生
界ニ

不
行
付
一

サ
ル
ホ
ト
ニ
舟ニ

乗テ

ホ
カ

ケ
テ
行　

カ
ハ

 

08
程
無ク

可
行
付
也
余
行
カ
チ
ノ
如シ

念
仏ハ

舟ニ

乗テ

行
カ
ン
カ

如
シ
ト

云
ヘ
リ

善
導
 

09
和
尚ノ

定ニ

入
テ

行
法
給
ヒ
ケ
ル
ニ

阿
弥
陀
如
来
必ス

道
場ニ

現
シ
テ

物
語
給
 

10
□
□ニ

道
綽
禅
師
ノ

往
生
ス
ヘ
キ

事ヲ

尋テ

申
給
ケ
レ
ハ

木ヲ

切
ラ
ム

時　
ニ
ハ

 



11
□
キ
リ
ニ
斧
ヲ

ク
□
□
家ヘ

還
ラ
ム

時ハ

飢ヲ

ワ
ス
レ
テ
歩ヲ

運
ヘ
ト
ソ

仰
セ
ラ
レ

 

12
□
実ニ

木ヲ

切
ラ
ム
ニ

シ
キ
リ
ニ
斧ヲ

ク
タ
セ
□
疾ク

切
畢
ヘ
キ

也
家
還
ラ
ム

時
 

13
□
カ
レ
ヲ
ワ
ス
レ
テ
歩ヲ

尽
セ
ハ
ト
ク
カ
ヘ
ル
ヘ
キ
也
知ヌ

往
生ヲ

　

求
メ
ム

者ハ

頭
□
ヲ

 

 〈
二
二
丁
表
〉 

01
拂
カ
如
シ
勤
修
シ
テ
極
楽ニ

生
ヘ
シ
ト
云
事
サ
レ
ハ
念
仏
行
人ノ

念
□
 

02
□
ケ
ル
ヲ
人ノ

物
申
サ
ン
ト
申
ケ
レ
ハ
火
急
大
事
有テ

イ
ラ
□
モ
セ
サ
 

03
□
ケ
リ
ト
コ
ソ
申テ

侍
リ
ケ
ン

極
楽
願
ハ
ム

人
他
念
無ク

念
仏
ス
へ
 

04
キ
コ
ト
例
ヲ

以
テ

申
侍
ヘ
シ

例
ヘ
ハ

大
国ニ

々
王
有
第
一ノ

太
子ノ

儲
 

05
君
有リ

太
子
遊
ヲ

興
シ
テ

野ニ

交
リ

山
入テ

道ヲ

フ
ミ
違
ヘ
テ

隣
 

06
国ヘ

迷
行ヌ

隣
国
王
是ヲ

得テ

奴
婢ニ

成
テ

仕フ

太
子（

31
）我カ

国
ヲ

 

07
願
ヒ

父
□ヲ

恋
ト

思
ハ
ム
カ

如
シ
テ
極
楽
ヲ

願
ヒ

弥
陀
ヲ

恋
奉
ヘ
キ
 

08
也
例
ヘ
ハ

人
□
□
道ヲ

行ニ

道
ニ
テ

盗
人ニ

行
合ヌ

此
人
命ヲ

惜
ミ

 

09
□
取
□
□
為ニ

遠ヲ

行
程ニ

道ノ

中ニ

大
河
有リ

此
人
思
様
 

10
□
□
ヲ
ヌ
イ
□
渡　

ラ
ハ

盗
人
追
付　

ラ
ム

衣ヲ

キ
ナ
カ
ラ
渡
ラ
ハ

 

 〈
二
二
丁
裏
〉 

01
□
ヲ
ホ
レ（

32
）テ
ヤ
死
ス
ラ
ム
ト
思カ

如ク

常ニ

心ニ

懸
奉
テ

弥
陀ヲ
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02
□
奉　

ラ
□

臨
終
正
念
ニ
シ
テ

弥
陀ハ

光
明ヲ

放
チ

観
音
蓮
花
 

03
台ヲ

傾テ

大
勢
至
来ニ

手ヲ

サ
ツ
ケ
テ
迎
取
給
様
ア
リ
 

04
琰
魔
王
宮　

ニ
シ
テ

罪ノ

軽
重ヲ

定テ

後
極
楽ニ

往
生　

ス
ル

様
有リ

 

05
極
重ノ

罪
人
地
獄ニ

ヲ
チ
テ
後
往
生　

ス
ル

様
有リ

或ハ

有マ
タ
ハ

活テ

 

06
炎
魔
王
宮ノ

事
ヲ

語
テ

云ク

智
光
禅
師
ト
云
人ノ

形
ヲ

カ
キ
テ
 

07
炎
魔
王
宮ニ

カ
ケ
タ
リ
故ヲ

問ニ

上
品
上
生ニ

往
生　

シ
テ

炎
魔
宮
 

08
来□

ラ
サ
ル
人
ナ
ル
カ

故ニ

形ヲ

書
留
也
ト
ソ
申
侍
ケ
ル

過
去ニ

一
 

09
人ノ

ハ
ラ
門
有リ

邪
見
放
逸
ニ
シ
テ

仏
法ヲ

信
事
无シ

妻
□
此
之
 

10
事ヲ

歎
悲
ミ
テ

功
徳ヲ

ツ
ク
レ
ト
□
教
諭
ス

婆
羅
門
ア
サ
ケ
□
 

 〈
二
三
丁
表
〉 

01
□
ロ
シ
メ
テ
全
承
引　

コ
ト

無シ

妻
不
及
力ラ
一

ス
ク
ル
程ニ

西
□
 

02
月
落チ

中
殿
灯
残
テ

□
声ヘ

□
哀
ニ
シ
テ

鐘ノ

音
身ニ

□
 

03
ル
暁
妻
苦□

悟
テ

云
ケ
ル
様
汝
漸
年
序
重　

ナ
リ
テ

□
□
 

04
冬ノ

霜
白ク

額　
ニ
ハ

四
海ノ

波
タ
ヽ
メ
リ
無
常ノ

殺
鬼ト

云
者ハ

貴
賤
 

05
賢
愚
モ

エ
ラ
ハ
ス
情
無キ

者　
レ
ハ

一
期ノ

運
命
尽
ナ
ム
後ノ

悔　
シ
ミ

 

06
□
ム
ヘ
キ
ニ
非□

苦
患
ト

云
事ハ

只
今ノ

事ニ

非
ヤ
我ヲ

々ト

 

07
思　

ハ
ヽ

常ニ

仏ヲ

称
念
セ
ム
事
雖
暁ノ

鐘ノ

音
セ
ム

時
南
無
阿
 

08
□
…
□ヨ

サ
ラ
□
我ニ

イ
ト
マ
ヲ
エ
サ
ス
ヘ
シ
ト
云
ケ
レ
ハ
サ
ス
 



09
□
…
□
不
浅
故ニ

暁ノ

鐘ノ

声　
ノ
ス
ル

度
コ
ト
ニ

南
无
 

10
□
…
□
唱
波
羅
門
病
付キ

命
終ノ

時
阿
妨
羅
刹
 

 〈
二
三
丁
裏
〉 

01
□
…
□
炎
魔
王
宮ニ

流
ツ
ク

重
罪ノ

者　
ノ
ナ
ル

故ニ

大
地
 

02
□
…
□
鉄ノ

杖
ヲ

持
テ

罪
人
ヲ

打
程ニ

打
ハ
ツ
シ
テ
 

03
地
□
…
□
ツ
其
音
在
生ノ

時ノ

暁ノ

鐘ノ

如シ

罪
人
昔ノ

 

04
鐘ノ

音ニ

習　
ヒ
テ

南
無
阿
弥
陀
仏ト

唱
時ニ

地
獄ノ

釡
破
サ
ケ
テ
 

05
清
涼ノ

池ニ

変テ

四
色ノ

蓮
花
忽
開テ

往
生
事ヲ

得　
タ
リ

若
人
造
□
 

06
罪
応
堕
地
獄
中
纔
聞
弥
陀
名
猛
大
火
為
清
涼ト

云ハ

是
也
 

07
亦
弥
陀
仏ノ

名ヲ

唱
ル

者
自
地
獄ニ

ヲ
チ
タ
ラ
ム
時
弥
陀
金
翅
 

08
鳥
王ト

成テ

地
獄ノ

鉄
城
蹴
コ
ホ
チ
テ
ツ
カ
ミ
取
給
也
知ヌ

往
生ノ

 

09
様
々ハ

カ
ワ
ル
□
□
□
ト
モ
弥
陀
一
仏ノ

カ
マ
エ
ナ
リ
ト（

33
）云
事ヲ

昔
一

人
□
□
 

10
有キ

魚ヲ

ツ
リ
テ
一
生ヲ

送
何　

ナ
ル

事カ

有　
ケ
ム

魚ヲ

取
ラ
サ
リ
ケ
レ
ハ

網
 

 〈
二
四
丁
表
〉 

01
人
此
事ヲ

歎
悲ミ

ケ
ル
ニ
戊
□
阿
弥
陀
仏ト

タ
□
唱
レ
ハ

魚
 

02
必ス

取
ル
□

也
ト
云
ケ
レ
ハ
網
人
往
生ノ

為ト

云
事
ヲ

思
ハ
ス
シ
テ
□
□
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03
為ニ

此ヲ

ト
ナ
フ
網
人
命
終ノ

時ニ

往
生ノ

相ヲ

顕ス

況
ヤ

一
念
也
ト

云
 

04
往
生
極
楽ノ

為ニ

阿
弥
陀
仏ニ

廻
向
奉
ラ
ム
ヲ
ヤ

終ニ

往
生ノ

素
 

05
懐
ヲ

遂
テ

聖
衆ノ

来
迎ニ

預
ラ
ム

事ヲ

観　
シ
テ

且
歓
喜ノ

思ヲ

ナ
セ
 

06
万
徳
荘
厳ノ

教
主
西
方ニ

顕　
レ
テ

漸ク

近
付キ

九
品
蓮
台ノ

聖
衆
 

07
紫
雲
牽テ

次ニ

ナ
ヽ
メ
ニ
下リ

無
量
光
明
普ク

カ
ヽ
ヤ
キ
テ
 

08
億
千ノ

日
月ノ

集
如シ

宝
蓮
雨ノ

如ニ

フ
リ
テ
異
香
栴
檀ノ

芳ニ
ホ
ヒ

ヲ
 

09
□
□
彼
□
□
□ノ

心
隆
テ

漸
ク

無
始
生
死ノ

罪
障ヲ

滅
ス

諸
尊
 

10
□
…
□
聞ニ

歓
喜ノ

涙
□
□
観
音
金
蓮
台ヲ

傾テ

 

 〈
二
四
丁
裏
〉 

01
□
…
□
授
テ

引
摂
給
□ニ

弥
陀ノ

後ニ

随
テ

須
臾ニ

安
養
 

02
□
…
□
蓮
中
有テ

無
数
快
楽
ノ
ミ
ア
リ
テ

弥
陀
┃
┃
┃
┃
観
音
金
蓮
┃
┃
 

03
□
…
行
□
┃
┃
┃
┃
…
□
授┃┃テ
引
摂
給フ

遂ニ

弥
陀
┃
┃
┃
┃
仏ノ

後ニ

随テ

須
┃
┃
 

04
弥
陀
観
音
説
法
聞□

仏
道
増
進ノ

思ヲ

添フ

蓮
花
初
開ノ

 

05
楽ミ

例ヲ

取ニ

物
无ニ

尽
虚
空
□ノ

荘
厳ハ

眼
雲
路ニ

ツ
カ
レ
転
法
 

06
輪ノ

響
聞キ

宝
刹ニ

満
タ
リ

訶
瓔
珞ノ

地ニ

跪テ

満
月ノ

尊
容ヲ

礼
七
 

07
宝ノ

橋ニ

登
テ

梵
音
和
雅ノ

御
声ヲ

聞ク

黄
金ノ

池　
ニ
ハ

ハ
リ
ノ
水
ヲ

 

08
タ
ヽ
ヘ
真
珠ノ

樹　
ニ
ハ

車
■
菓
結フ

フ
カ
ム
カ
ヘ
シ
ア
ウ
ハ
五
根
五
力
ノ

 

09
妙
文
ヲ

転
ル

浪ノ

音ト

風
声
ハ

十
力
無
畏ノ

経
論ヲ

唱ヘ

天
ヲ

仰　
ケ
ハ

 



11
□
…
□
也
観
音
□
命
尽
給テ

後
勢
至
請
 

 〈
二
五
丁
裏
〉 

01
□
…
□
也
問
金
□
鳥
宮
殿
ハ

七
宝
ヲ

以
テ

合
 

02
□
…
□ト

云
ヘ
リ

土
類
宮
殿
極
楽ニ

同シ

何ソ

勝
 

03
□
…
□
翅
鳥
王ノ

宮
ハ

極
楽ノ

荘
厳ノ

如
ト
ハ

申
タ
レ
ト
モ

 

04
□
…
□
目□

萱
原
見　

ル
ナ
リ

提
婆
多
達
第
三
禅ノ

楽　
ミ
ヲ

得
ト

 

05
□
…
□
鼻
大
城ノ

底
ニ

沈
メ
リ

彼ノ

極
楽
ハ

七
宝
ヲ

以
テ

合
成
セ
リ

 

06
功
徳
増ス

楽　
ミ
ヲ

得　
ル
ニ

楽ミ

有ト

見
也
爰
以
テ

称
讃
浄
土
経　

ニ
ハ

 

07
□
…
□
胝
那
由
他
ノ

舌
ヲ

以
テ

一
々ノ

舌ノ

サ
キ
ニ
無
量ノ

音ヲ

出
シ
テ

 

08
□
ト
モ

ツ
キ
シ
ト
ハ
申
タ
ル
ソ
カ
シ（

34
）浄
瑠
璃
都
率
天
勝
蓮
花
 

09
□
…
□
裟
幢
奇
□
也
ト

云
ヘ
ト
モ

我
等
ニ

有
縁ノ

国
也
極
楽
ヲ

可
願
也
 

10
□
…
□
往
生　

□
ル

者ノ

仏
位ニ

致
ラ
ム
コ
ト

遙　
ナ
ル
ヘ
シ

何ソ

以　
テ
ノ

故ニ

往
生
ヲ

 

11
□
…
□
極
楽ニ

往
生　

ス
ル

者ノ

永ク

五
道ニ

返
コ
ト

无
シ
テ

遂ニ

仏
位ニ

 

10
玉ノ

瓔
珞ヲ

カ
ケ
地ニ

ウ
ツ
フ
ケ
ハ
金
縄
道
堺フ

亦
天ニ

翔
遊　

ヘ
ハ

□
 

11
行
心ニ

□リ

亦
地
タ
ハ
フ
レ
テ
歩　

メ
ハ

忍
辱ノ

宝
衣ヲ

布　
ケ
リ

□
 

 〈
二
五
丁
表
〉 

01
□
…
□
空
篗
ハ

微
妙ノ

音
出
□

琵
琶
鐃
銅
鈸ハ

歌
 

02
□
…
□
□
□

添
ス

常ニ

管
絃
歌
舞ノ

雅
ナ
ツ
サ
ヒ
テ
□ニ

□
 

03
□
説
□
□
□
ナ
ヲ

思ヲ
モ
ヒ
ニ

離テ

三
世ノ

諸
仏
ヲ

供
養
奉ル

心ニ

□　
□
□

 

04
七
世ノ

恩
所ヲ

導
生
老
病
死ノ

四
苦
モ

無
レ
ハ

病　
イ
ヲ
モ

セ
ス
 

05
□
□ル

事モ

无
シ

怨
憎
愛
別ノ

八
苦モ

无
レ
ハ

恨
ミ
モ

无
シ

別
無
シ

 

06
服
着
思　

ヘ
ハ

肩ヘ

カ
ヽ
リ
物ハ

食ト

思　
ヘ
ハ

前ニ

現
ス

問
彼
極
楽
 

07
浄
土　

ニ
ハ

弥
陀
如
来
常ニ

法
文ヲ

□
説
給
聞
者
仏
道ヲ

増
進
ス

 

08
河ノ

浪
□
音
風ノ

声ヘ

妙
文ヲ

ト
ナ
□
阿
弥
陀
仏
ハ

無
量
寿
仏　

ト
ハ

 

09
□
…
□
事
有　

ヘ
シ

其
後
観
音
情
取
テ

極
楽
ノ

 

10
□
…
□
仏ノ

中
間ノ

衆
生ノ

仏
道ヲ

増
進
セ
ム
カ

為ニ
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【
註
】 

（
１
）「
勧
化
本
」
は
、
真
宗
学
・
仏
教
学
の
分
野
に
お
い
て
、
従
来
「
談
義
本
」
と
称
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
学
界
の
動
向
に
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
「
勧
化

本
」
と
呼
称
す
る
。 

（
２
）
隆
寛
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
平
井
正
戒
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教
―
附
・
遺
文
集
』（
金
沢
文
庫
浄
土
宗
典
研
究
会
、
一
九
四
一
年
。
一
九
八
四
年
に
国
書

刊
行
会
よ
り
再
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
長
西
の
『
観
経
疏
光
明
抄
』
に
つ
い
て
は
、
大
谷
派
宗
学
院
『
宗
学
研
究
』
九
―
十
六
号
（
一
九
三



五
―
一
九
三
七
年
）
に
お
い
て
翻
刻
が
な
さ
れ
て
お
り
、『
専
雑
二
修
義
』
は
石
橋
誡
道
『
九
品
寺
流
長
西
教
義
の
研
究
』（
仏
教
専
門
学
校
出
版
部
、

一
九
三
七
年
。
一
九
八
四
年
に
国
書
刊
行
会
よ
り
再
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

（
３
）
・
佐
竹
真
城
「
称
名
寺
聖
教
『
浄
土
論
注
要
文
抄
』（
仮
題
）
に
つ
い
て
（
一
）
―
概
要
と
上
巻
翻
刻
―
」『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
四
〇
、
二
〇
一
八
年
。 

・
佐
竹
真
城
、
赤
松
信
映
、
西
村
慶
哉
「
称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）
―
概
要
と
巻
一
翻
刻
―
」 

『
宗
学
院
論
集
』
九
一
、
二
〇
一
九
年
。 

・
佐
竹
真
城
「
称
名
寺
聖
教
『
往
生
礼
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
」『
佛
教
学
研
究
』
七
六
、
二
〇
二
〇
年
、
な
ど
。 

な
お
、
称
名
寺
聖
教
の
長
西
著
作
の
う
ち
、『
群
疑
論
疑
芥
』
巻
六
・
巻
七
（
九
四
函
―
五
）
に
つ
い
て
は
現
在
も
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ

れ
は
筆
者
も
同
行
し
た
金
沢
文
庫
で
の
実
地
調
査
の
際
に
、
写
本
の
傷
み
が
激
し
く
翻
刻
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。 

（
４
）
・
西
村
慶
哉
「〈
資
料
翻
刻
〉
神
奈
川
県
称
名
寺
蔵
『
序
分
義
聞
書
』」『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
十
六
、
二
〇
二
二
年
。 

・
西
村
慶
哉
「
称
名
寺
聖
教
『
安
楽
集
論
義
』
に
関
す
る
一
考
察
」『
印
仏
研
』
七
三
―
一
、
二
〇
二
四
年
。 

・
西
村
慶
哉
「〈
資
料
翻
刻
〉
称
名
寺
聖
教
『
安
楽
集
論
義
』」『
日
本
研
究
』
七
〇
、
二
〇
二
五
年
、
な
ど
。 

（
５
）
稲
垣
泰
一
「
金
沢
文
庫
所
蔵
『
浄
土
宗
法
語
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
説
話
文
学
研
究
』
三
四
、
一
九
九
九
年
。
以
下
、
氏
の
論
攷
の
引
用
に
際
し
て
は
、

「
稲
垣
」
○
○
頁
と
表
記
す
る
。
な
お
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
刊
行
の
『
金
沢
文
庫
古
書
目
録
』（
巌
松
堂
）
に
は
、
す
で
に
「
浄
土
宗
法
語
」

と
い
う
仮
題
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
崔
鵬
偉
「『
往
生
拾
因
』
に
お
け
る
説
話
の
受
容
―
沙
弥
教
信
説
話
を
中
心
に
―
」（『
世
界
仏
教
文
化
研
究
論
叢
』
六
四
、
二
〇
二
六
年
）
に

は
、『
浄
土
宗
法
語
』
所
収
の
「
沙
弥
教
信
説
話
」
が
比
較
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

（
６
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
浄
土
宗
法
語
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、
読
解
の
便
を
は
か
り
、
細
字
の
ル
ビ
も
す
べ
て
全
角
で
表
記
す
る
。
ま
た
片
仮
名
は

平
仮
名
で
表
記
し
、
適
宜
送
り
仮
名
を
付
し
た
。
ま
た
、
漢
文
の
箇
所
に
つ
い
て
も
筆
者
が
適
宜
書
き
下
し
た
。 

（
７
）
山
田
昭
全
『
宝
物
集
研
究
』
第
一
編
「『
宝
物
集
』
伝
本
研
究
」（
山
田
昭
全
著
作
集
第
二
巻
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
五
年
）。 

（
８
）
小
泉
弘
『
古
鈔
本
宝
物
集
研
究
篇
』
第
二
版
（
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年
）。 

（
９
）「
稲
垣
」
十
八
頁
上
。 

（
10
）「
稲
垣
」
十
九
頁
上
。 

（
11
）「
稲
垣
」
二
二
頁
下
。 

（
12
）
山
田
昭
全
「
康
頼
『
宝
物
集
』
と
永
観
、
源
信
―
山
田
昭
全
氏
に
聞
く
」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
月
報
』
四
八
、
一
九
九
三
年
、
十
四
頁
。
傍
線
は

筆
者
）。 
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な
お
、『
宝
物
集
』
第
二
種
七
巻
本
の
第
十
二
門
に
は
、『
往
生
礼
讃
』「
百
即
百
生
」
の
文
と
『
観
経
疏
』「
全
非
比
校
」
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
文
は
い
ず
れ
も
法
然
『
選
択
集
』
二
行
章
に
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
源
信
『
往
生
要
集
』
や
永
観
の
著
作
に
は
、
そ
の
う
ち

『
往
生
礼
讃
』
の
文
の
み
が
引
用
さ
れ
、『
観
経
疏
』
の
文
は
確
認
さ
れ
な
い
。
こ
の
問
題
を
う
け
大
場
朗
氏
が
、「
一
事
を
以
て
全
体
を
論
ず
る
危
険
も

大
い
に
あ
り
、
そ
の
判
断
に
大
い
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、『
宝
物
集
』
自
体
が
法
然
浄
土
教
の
影
響
を
う
け
て
改
訂
さ
れ
た
可
能
性

を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
（
大
場
朗
『
宝
物
集
の
研
究
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
〇
年
、
三
一
〇
頁
）。 

（
13
）
当
該
箇
所
は
、
前
掲
し
た
二
枚
の
画
像
の
う
ち
下
段
の
も
の
に
確
認
さ
れ
、
同
画
像
の
後
ろ
か
ら
二
行
目
下
部
に
位
置
す
る
。 

（
14
）
答
え
の
部
分
で
説
き
示
さ
れ
る
説
話
に
つ
い
て
は
、『
宝
物
集
』
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
内
容
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
問
い
で
示
さ
れ
る
問
題
に
関

わ
る
内
容
は
『
宝
物
集
』
に
確
認
で
き
な
い
。 

（
15
）「
清
浄
」…「
浄
清
」
と
あ
る
が
入
れ
替
え
符
号
あ
り
。 

（
16
）「
譬
」…「
例
」
を
上
書
訂
記
。 

（
17
）「
陀
国
」…「
国
陀
」
と
あ
る
が
入
れ
替
え
符
号
あ
り
。 

（
18
）「
普
賢
」…
右
傍
補
記
。「
面
」
の
上
に
挿
入
符
号
あ
り
。 

（
19
）「
弥
」…「
施
」
の
旁
（
つ
く
り
）
の
「
㐌
」
を
「
尓
」
と
上
書
き
し
、
右
傍
に
「
ミ
」
と
補
記
。 

（
20
）「
最
」…
右
傍
に
「
宿
カ
」
と
あ
り
。 

（
21
）「
毒
ノ
」…
右
傍
訂
記
。
も
と
あ
っ
た
字
は
判
別
で
き
ず
。 

（
22
）「
多
」…
上
書
訂
記
。 

（
23
）「
勤
」…
上
欄
に
あ
り
。「
昧
」
と
「
修
」
の
間
に
挿
入
符
号
あ
り
。 

（
24
）「
不
簡
下
智
与
高
才
」…「
不
簡
多
聞
持
浄
戒
」
の
右
傍
に
あ
り
。
挿
入
符
号
は
確
認
で
き
な
い
が
、
上
部
が
破
損
し
て
お
り
、
そ
の
箇
所
に
あ
っ
た
と
判

断
し
た
。 

（
25
）
ル
ビ
「
ノ
」…「
ニ
モ
」
を
上
書
き
訂
記
 

（
26
）「
仏
」…「
人
」
を
上
書
訂
記
。 

（
27
）「
般
若
」…「
若
般
」
と
あ
る
が
入
れ
替
え
符
号
あ
り
。 

（
28
）
右
傍
に
「
リ
」
と
あ
り
。 

（
29
）「
引
抄
」…「
抄
引
」
と
あ
る
が
入
れ
替
え
符
号
あ
り
。 

（
30
）「
ト
リ
」
は
右
傍
補
記
。「
ニ
○
コ
」
と
挿
入
符
号
あ
り
。 
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（
31
）「
子
」
は
右
傍
補
記
。
挿
入
符
号
あ
り
。 

（
32
）「
ヲ
ホ
レ
テ
」
の
右
傍
に
「
ナ
カ
レ
テ
□
」
と
あ
る
が
挿
入
符
号
は
確
認
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
「
ヲ
ホ
レ
」
の
直
前
の
湮
滅
箇
所
に
あ
っ
た
か
。 

（
33
）「
エ
ナ
リ
ト
」…
も
と
「
エ
ト
」
と
あ
る
う
ち
、「
ト
」
を
上
書
き
抹
消
し
、「
エ
」
の
下
に
挿
入
符
号
あ
り
。
そ
の
右
傍
に
「
ナ
リ
ト
」
と
補
記
。 

（
34
）「
ソ
カ
シ
」…「
也
」
を
上
書
訂
記
し
、
そ
の
右
傍
に
「
ソ
カ
シ
」
と
あ
り
。 

 〈
付
記
〉
本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
称
名
寺
住
職
須
方
隆
證
師
な
ら
び
に
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
御
当
局
よ
り
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜

り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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証
言
 戦

後
八
十
年
を
前
に
し
て
 

　――
シ
ア
ト
ル
・
ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
島
と
ミ
ネ
ソ
タ
・
キ
ャ
ン
プ
サ
ベ
ー
ジ
の
悲
劇
――
 

佐
々
木
義
英
 

は
じ
め
に
 

第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
八
十
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
戦
争
を
直
接
体
験
し
た
方
々
の
声
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
な
お
語
り
継
が
れ
る
証
言
に
は
、
い
ま
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま
す
。 

と
り
わ
け
、
シ
ア
ト
ル
近
郊
の
ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
島
に
お
け
る
強
制
移
住
や
、
ミ
ネ
ソ
タ
・
キ
ャ
ン
プ
サ
ベ
ー
ジ
に
お
け
る
二
世
語

学
兵
の
悲
劇
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
歴
史
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
事
実
は
、
遠
い
国
の
物
語
で
は
な
く
、
同
じ
時
代
に
生
き
た
人
々
の
現
実
で
あ
り
、
わ
た

し
た
ち
に
と
っ
て
も
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。 

加
え
て
、
わ
た
し
た
ち
教
団
も
ま
た
、
か
つ
て
戦
争
に
与
し
、
人
々
の
苦
し
み
に
正
面
か
ら
向
き
合
え
な
か
っ
た
過
去
を
背
負
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
れ
ば
こ
そ
、
こ
う
し
た
証
言
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
、
歴
史
を
学
び
直
し
、
い
ま
の
わ
た
し
た
ち
自
身

の
あ
り
方
を
問
い
直
す
営
み
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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本
稿
で
は
、
ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
島
の
強
制
移
住
と
ミ
ネ
ソ
タ
・
キ
ャ
ン
プ
サ
ベ
ー
ジ
の
二
世
語
学
兵
の
証
言
を
紹
介
し
ま
す
。
宗
祖

親
鸞
聖
人
の
「
凡
夫
観
」
や
「
同
朋
・
同
行
」
と
い
う
視
点
を
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
戦
争
が
人
々
に
何
を
も
た
ら
し
、
そ
の
中
で

な
お
ど
う
生
き
抜
こ
う
と
し
た
の
か
を
見
つ
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
シ
ア
ト
ル
・
ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
島
の
強
制
移
住
―
奪
わ
れ
た
暮
ら
し
―
 

一
九
四
二
年
二
月
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
大
統
領
令
九
〇
六
六
号
に
署
名
し
、
日
系
人
の
強
制
移
住
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

最
初
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
、
シ
ア
ト
ル
近
郊
の
ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
島
で
す
。
島
に
は
約
五
十
世
帯
の
日
系
人
が
暮
ら
し
て
お
り
、
農

業
や
漁
業
を
営
み
、
地
域
の
住
民
と
と
も
に
生
活
し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
真
珠
湾
攻
撃
直
後
か
ら
連
邦
捜
査
局（

１
）に
よ
る
家
宅
捜
索
や
逮
捕
が
始
ま
り
、
僧
侶
や
日
本
語
教
師
な
ど
「
地
域
の
指
導

者
」
と
見
な
さ
れ
た
人
々
が
令
状
な
し
に
拘
束
さ
れ
ま
し
た
。
島
民
た
ち
は
突
然
「
非
米
的
存
在
」
と
さ
れ
、
わ
ず
か
一
週
間
で
荷
物

を
ま
と
め
、
番
号
札
を
つ
け
て
フ
ェ
リ
ー
に
乗
せ
ら
れ
、
列
車
で
砂
漠
の
収
容
所
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
。
証
言
者
の
ひ
と
り
は
語
り
ま

す
。  

"All I rem
em
ber is m
y m
other saying w
e have to …
 w
e're gonna go on a vacation, and how
 excited I w
as about 

that."
（
２
） 

"…
 lots of tim
es …
 the w
indstorm
 w
ould com
e up and oh, you’d be just covered w
ith sand …
 if you had your 

m
outh open, you w
ere eating the sand w
ith your lunch."

（
３
） 
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お
母
さ
ん
は
「
旅
行
に
行
く
の
よ
」
と
言
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
を
安
心
さ
せ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
乾
い
た
砂
漠
に
バ
ラ

ッ
ク
が
立
ち
並
ぶ
だ
け
の
収
容
所
だ
っ
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
な
く
、
砂
嵐
が
吹
き
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
は
砂
を
噛
み
な
が

ら
食
事
を
し
た
。
                                                                                                                               （
筆
者
訳
） 

 ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
島
で
は
地
元
紙
の
編
集
者
ウ
ォ
ル
ト
と
ミ
リ
ー
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
夫
妻（

４
）が
唯
一
、
日
系
人
追
放
に
反
対
の
社
説
を

掲
載
し
続
け
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
小
さ
な
連
帯
が
、
戦
後
、
日
系
人
が
比
較
的
安
心
し
て
島
に
戻
れ
る
土
台
を
つ
く
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
"the Japs should not return"と
い
う
声
も
あ
り（

５
）、
差
別
は
簡
単
に
は
消
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
経
験
が
示
し
て
い
る
の
は
、
市
民
で
あ
り
な
が
ら
民
族
の
出
自
だ
け
で
敵
と
さ
れ
、
家
も
生
活
も
奪
わ
れ
る
と
い
う
現
実
で

す
。
そ
こ
に
は
、
人
が
人
を
「
同
じ
仲
間
」
と
し
て
で
は
な
く
「
排
除
す
べ
き
存
在
」
と
見
て
し
ま
う
怖
さ
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
　

す（
６
）。 

二
、
ミ
ネ
ソ
タ
・
キ
ャ
ン
プ
サ
ベ
ー
ジ
の
語
学
兵
―
矛
盾
の
中
で
の
奉
仕
―
 

一
方
、
同
じ
時
代
に
、
別
の
か
た
ち
の
試
練
に
直
面
し
た
人
々
も
い
ま
し
た
。
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
キ
ャ
ン
プ
・
サ
ベ
ー
ジ
に
設
置
さ
れ

た
陸
軍
日
本
語
学
校
で
は
、
約
六
千
名
の
二
世
兵
士
が
学
び
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
翻
訳
・
通
訳
・
尋
問
な
ど
の
任
務
を
担
う
軍
事
情
報

部（
７
）の
要
員
と
な
る
た
め
に
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。 

二
世
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
で
日
本
語
を
十
分
に
話
せ
ず
、
厳
し
い
訓
練
に
苦
し
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
場
に
出
れ
ば
捕
虜

の
尋
問
や
文
書
の
翻
訳
を
通
じ
て
、
米
軍
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
証
言
者
の
ひ
と
り
は
こ
う
語
り

ま
す
。 
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"I w
as so m
ad being incarcerated. I joined, but as soon as I joined I decided to do m
y best, do m
y duty."

（
８
） 

 

わ
た
し
は
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
、
怒
り
の
気
持
ち
で
軍
に
志
願
し
た
。
し
か
し
、
一
度
志
願
し
た
以
上
は
務
め
を
果
た
す
と

決
め
た
。
                                                                                                                                          （
筆
者
訳
） 

 キ
ャ
ン
プ
・
サ
ベ
ー
ジ
で
は
、
言
語
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
人
の
文
化
や
心
理
を
理
解
す
る
力
も
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
証

言
に
は
、
洞
窟
に
立
て
こ
も
っ
た
日
本
兵
の
も
と
へ
丸
腰
で
入
り
、
百
人
以
上
の
民
間
人
を
解
放
さ
せ
た
兵
士
の
勇
気
が
語
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
、「
敵
」
で
あ
る
日
本
兵
や
民
間
人
の
い
の
ち
を
も
守
ろ
う
と
す
る
姿
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

戦
後
、
こ
う
し
た
語
学
兵
は
日
本
占
領
下
で
通
訳
や
翻
訳
を
担
い
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
橋
渡
し
役
と
な
り
ま
し
た
。
証
言
の
中
で

繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、「
自
分
は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
」
と
い
う
自
己
認
識
と
、「
家
族
は
収
容
所
に
い
る
の
に
、
な
ぜ
自
分
は
軍
に
尽

く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
葛
藤
で
す
。
彼
ら
は
、
矛
盾
に
満
ち
た
状
況
の
中
で
な
お
、
家
族
や
仲
間
を
思
い
、
与
え
ら
れ
た

務
め
に
誠
実
に
向
き
合
う
こ
と
で
生
き
抜
こ
う
と
し
た
の
で
す
。 

お
わ
り
に
 

ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
島
と
、
キ
ャ
ン
プ
・
サ
ベ
ー
ジ
の
二
つ
の
証
言
は
、
一
見
異
な
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
共
通
し
て
「
差
別
と
排

除
の
中
に
あ
っ
て
も
、
奪
わ
れ
た
自
由
を
取
り
戻
そ
う
と
懸
命
に
生
き
抜
か
れ
た
姿
」
を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
を
前
に
す
る
と

き
、
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
戦
争
に
荷
担
し
た
わ
た
し
た
ち
教
団
の
あ
り
方
で
す
。
自
ら
の
立
場
や
不
安
を
優
先
し
、
国
家
に
追
従

し
て
戦
争
を
支
え
た
姿
こ
そ
、「
凡
夫
」
の
現
実
を
映
し
出
し
て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
争
い
や
分
断
を
生
み
出
す
心
の
愚
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か
さ
を
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
見
つ
め
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

親
鸞
聖
人
は
す
べ
て
の
人
を
「
同
朋
・
同
行
」
と
仰
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
同
朋
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
照
ら
さ
れ
、

と
も
に
煩
悩
に
ま
み
れ
て
い
る
と
知
ら
さ
れ
る
姿
で
あ
り
、「
同
行
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
与
え
ら
れ
た
六
字
の
名
号
の
は
た
ら
き

に
よ
っ
て
、
と
も
に
救
い
取
ら
れ
て
ゆ
く
仲
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
証
言
を
聞
く
こ
と
は
、
こ
の
「
同
朋
・
同
行
」
と
し
て
の

姿
を
、
現
代
に
生
き
る
自
分
自
身
に
問
い
直
す
営
み
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
と
も
に
生
き
る
こ
と
を
求
め
る

声
に
耳
を
傾
け
、
"Let it not happen again"

（
９
）

と
い
う
誓
い
を
引
き
継
ぐ
こ
と
こ
そ
が
、
戦
争
に
与
し
た
過
去
を
持
つ
わ
た
し
た
ち

本
願
寺
派
の
反
省
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
浄
土
真
宗
が
掲
げ
る
「
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
」
を
実
現
す
る
道
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
戦
後
八
十
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
こ
の
証
言
に
学
び
、
次
の
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

て
胸
に
刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
【
註
】 

（
１
）
FBI（
Federal Bureau of Investigation）。
米
国
司
法
省
に
属
す
る
連
邦
捜
査
局
。
国
内
治
安
維
持
と
情
報
収
集
を
任
務
と
し
、
当
時
は
日
系
人
社

会
の
「
指
導
層
」
と
見
な
さ
れ
た
人
物
を
令
状
な
し
に
拘
束
す
る
な
ど
、
強
制
移
住
・
収
容
政
策
の
先
駆
的
役
割
を
担
っ
た
。 

（
２
）
Lilly Kodam
a, oral history interview
, Voices of Bainbridge Island Japanese Am
erican Exclusion（
Densho
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
収
録
）。 

（
３
）
Kazuko Nakao, oral history interview
 transcript（
Densho
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
収
録
）。 

（
４
）
ウ
ォ
ル
ト
（
W
alt W
oodw
ard）
お
よ
び
ミ
リ
ー
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
（
M
illy W
oodw
ard）
夫
妻
は
、
ベ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
島
の
地
元
紙
『
ベ
イ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
・
レ
ビ
ュ
ー
』（
Bainbridge Review
）
の
編
集
者
。
戦
時
中
た
だ
一
紙
、
日
系
人
追
放
に
一
貫
し
て
反
対
の
立
場
を
と
り
続
け
、
戦
後
の
日
系
人

帰
還
に
も
尽
力
し
た
。 

（
５
）
"the Japs should not return"は
、
戦
時
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
米
国
西
海
岸
の
一
部
で
使
わ
れ
た
差
別
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
"Jap"は
"Japanese"の

略
称
だ
が
、
強
い
侮
蔑
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
ち
、
差
別
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。 

（
６
）
Bainbridge Island Japanese Am
erican Com
m
unity（
BIJAC）, Voices of Bainbridge Island Japanese Am
erican Exclusion。
米
国
国
立
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公
文
書
館
所
蔵
資
料
。 

（
７
）
軍
事
情
報
部
は
、
正
式
に
は
 M
ilitary Intelligence Service
の
略
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
ア
メ
リ
カ
陸
軍
に
属
す
る
情
報
部
門
。
特
に
日
本
語

通
訳
・
翻
訳
に
従
事
し
た
日
系
二
世
兵
士
た
ち
の
活
躍
が
歴
史
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。 

（
８
）
Tw
in Cities Public Television（
TPT）, Cam
p Savage and Fort Snelling: The M
IS Nisei Linguists of W
orld W
ar II, M
innesota Historical 

Society
所
蔵
資
料
。 

（
９
）
Bainbridge Island Japanese Am
erican Exclusion M
em
orial, m
otto inscription. "Nidoto Nai Yoni（
Let it not happen again）" is the 

offi
cial phrase engraved on the m
em
orial, prom
oted by the Bainbridge Island Japanese Am
erican Com
m
unity（
BIJAC）.
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編
集
後
記
 

 こ
の
度
、『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
第
一
九
号
を
発
刊
い
た
し
ま

す
。 二

〇
二
五
（
令
和
七
）
年
、
日
本
は
戦
後
八
〇
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
ま
し
た
。
宗
門
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

世
界
の
現
状
を
見
据
え
て
、
私
た
ち
の
立
脚
点
で
あ
る
「
世
の
中
安

穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
と
の
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
お
心
に
立
ち
返

り
、
現
代
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
何
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か
を
見
つ

め
直
す
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映
な
ど
が
あ
る
中
で
、
本
研

究
所
で
は
、「
平
和
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
―
戦
後
八
〇
年
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
第
十
三
回
宗
門
教
学
会
議

や
、「
平
和
学
、
平
和
の
教
化
学
の
確
立
に
向
け
て
―
〈
非
暴
力
〉

を
視
座
と
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
第
十
四
回
宗
門
教
学
会
議

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
後
八
〇
年
と
い
う
長
い
時
間

の
中
で
点
検
さ
れ
て
き
た
戦
争
協
力
の
実
態
や
そ
の
問
題
性
を
整
理

し
、「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
（
戦
後
八
〇
年
版
）」
が
作
成
、
発

表
さ
れ
た
こ
と
は
、
念
仏
者
の
視
点
か
ら
平
和
を
め
ぐ
る
課
題
を
あ

ら
た
め
て
問
い
直
す
試
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
そ

こ
に
は
、
現
実
に
悩
み
苦
し
む
人
の
力
と
な
り
、
互
い
に
支
え
合
っ

て
生
き
て
い
く
社
会
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。 

そ
こ
で
今
号
で
は
、
戦
後
八
〇
年
を
機
縁
と
し
て
、「
平
和
と
宗

教
」
と
の
テ
ー
マ
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。 

本
研
究
所
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
平
和
研
究
の
取
り
組
み
に
加

え
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
自
死
や
貧
困
な
ど
の
諸
問
題
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
テ
ー
マ
論
文
に
は
、
そ
れ
ら
の
成
果
で
あ
る
仏
教
お

よ
び
真
宗
に
お
け
る
人
間
観
・
人
間
像
、
親
鸞
聖
人
が
「
御
消
息
」

に
用
い
ら
れ
た
「
安
穏
」、
そ
し
て
、
対
人
支
援
の
現
場
に
お
け
る

支
援
・
被
支
援
の
関
係
性
の
研
究
を
収
載
し
て
い
ま
す
。 

今
号
の
成
果
が
、
読
者
の
皆
様
、
そ
し
て
宗
門
に
と
っ
て
問
い
を

深
め
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
、
編
集
者
一
同
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
は
、
現
在
、「
現
代
教
学
・
課

題
研
究
関
係
」「
伝
わ
る
伝
道
研
究
関
係
」
お
よ
び
「
東
京
支
所
」

の
体
制
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
た
研
究
・
調
査
・
編
纂

の
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
 自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と

が
問
わ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
今
後
も
そ
の
成
果
を
『
浄
土
真
宗
総

合
研
究
』
や
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
・
刊
行
物
を
通
し
て
公
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

   （『
浄
土
真
宗
総
合
研
究
』
編
集
委
員
会
）



82

浄土真宗総合研究 19

浄土真宗本願寺派総合研究所 所掌事項一覧 

１．現代教学・課題研究室 
・宗門運営の総合的研究及び宗勢基本調査に関すること 
・現代的諸課題の調査研究に関すること 
・総局が指示した教学諸問題に関すること 
・他宗教の研究及び他の宗教団体との協力に関すること 
・宗門教学会議の運営に関すること 
・六条円卓会議の運営に関すること 
・儀礼の研究に関すること 

２．伝わる伝道研究室 
・現代に即応する真宗教学の再構築及び調査研究に関すること 
・伝わる伝道の研究に関すること 
・真宗聖典の普及に関すること 
・ITとメディアを活用した伝道方法の研究に関すること 
・過疎地域及び都市部における伝道並びに国際伝道の研究に関する
こと 
・教学相談に関すること 
・儀礼の普及に関すること 
・仏教音楽の研究及び創作、普及に関すること 

３．東京支所 
・首都圏における教学伝道の振興に関すること 
・首都圏における思潮や情勢その他諸問題の調査、分析に関するこ
と 
・首都圏における宗教事情及び他の宗教団体の研究に関すること 
・首都圏における教学伝道上の諸課題その他諸問題の研究及び対応
に関すること 

　・首都圏におけるITとメディアを活用した伝道方法の研究に関する
こと 
 



執筆者一覧 
 
佐 々 木 義 英　（ささき　ぎえい） 

浄土真宗本願寺派総合研究所　所長 

冨　島　信　海　（とみしま　のぶみ） 
浄土真宗本願寺派総合研究所　上級研究員 

安　部　智　海　（あべ　ともみ）　 
浄土真宗本願寺派総合研究所　研究員 

遠　山　信　証　（とおやま　のぶあき） 
浄土真宗本願寺派総合研究所　研究員 

井　上　慶　淳　（いのうえ　けいじゅん）　 
浄土真宗本願寺派総合研究所　研究助手 

令和８（2026）年３月31日 現在



令和８（2026）年３月31日　印刷 
令和８（2026）年３月31日　発行 
 
　編集・発行　　浄土真宗本願寺派総合研究所 
　　　　　　　　〒600-8501　京都市下京区堀川通花屋町下る　本願寺門前町 

TEL　075-371-5181（代表） 
FAX　075-351-1372 

　印　　　刷　　合同会社自照社 
 

浄土真宗総合研究　第19号



 

「安穏」に関する基礎的研究 

 

冨 島 信 海  

はじめに 

本研究は、真宗における平和を考える上で重要である「安穏」の語誌を明らかに
するための基礎資料を提出することを目的とする。 
仏教の立場から平和を論じるにあたっては、仏典の言葉を参照し、現代に生きる

私たちがそれらをどう受けとめるのかが課題となる。真宗が依拠する経典には、
『仏説無量寿経』の「兵戈無用」、『仏説阿弥陀経』の「共命之鳥」の教えなどがあ
り、これらに込められた、仏教が理想とするすがた、共生するいのちのあり方など
は、常に私たちが立ち返るべき教説であろう。 
真宗において平和を考える場合、宗祖・親鸞聖人の言葉、とりわけ『親鸞聖人御

消息集』＊1 に示される「世のなか安穏なれ、仏法ひろまれ」が重視されてきた。こ
のなか、「安穏」の語は漢訳仏典で使われる語である。また中世史・思想史などの
研究においても注目され、これまでに『法華経』を出拠とすること、かつ中世にお
いて人々が希求する語として用いられたことが明らかにされてきた。しかし、少な
くとも主要な仏教辞典・真宗関係辞典および先行研究において、浄土真宗の聖教に
現れる「安穏」の用例を網羅的に整理した研究は確認できない。 
そこで本研究では、「安穏」に関する研究史を概観するとともに、浄土真宗聖典

を中心に「安穏」の語とその理解に関する記述を収集し、分析を加えた。これによ
って、「安穏」の語誌をまとめ、真宗の人間観・世界観を明らかにするための基礎
としたい。 

１．先行研究 

「安穏」に関わる論考は、真宗学、中世史、思想史、国文学と多分野にわたり、
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親鸞の御消息に見える「世のなか安穏なれ」に言及するものを含めれば数多ある。
ここでは、次に掲げる論考ⅰ～ⅳに基づいて、古代から中世にかけての、また親鸞
における「安穏」の使用と理解について概観する。 
ⅰ．黒田俊雄「中世における武勇と安穏」（『仏教史学研究』24-1、1981年初
出。『黒田俊雄著作集第３巻 顕密仏教と寺社勢力』〈法藏館、1995年〉、『王
法と仏法：中世史の構図』〈法藏館、2020年〉に再録。本研究では『王法と
仏法：中世史の構図』に拠った） 
ⅱ．小野田光雄「上代文獻の「安隠」について」（『太田善麿先生追悼論文集
古事記・日本書紀論叢』所収、太田善麿先生追悼論文集刊行会編、続群書類
従完成会、1999年） 
ⅲ．市川浩文『安穏の思想史―親鸞・救済への希求―』（法藏館、2009年） 
ⅳ．高橋事久「「世のなか安穏なれ」考」（『龍谷大学論集』477、2011年） 
 
⑴「安隠」から「安穏」へ 
仏典等における「安穏」「安隠」の用例について明らかにしたのが、上代文学を
専門とする小野田光雄氏の論考（ⅱ）である。小野田氏は、上代の古い用例とし
て、肥前国風土記・正倉院古文書（鍳真状）・続日本紀を挙げ、「古くは「安隠」と
阜偏に書いたがいつの頃からか「安穏」と禾偏を用いるようになり、「安穏」には
解説を必要とするようになった」と用字の変化を指摘した ＊2。まず、次に示す漢
訳仏典等に「安隠」の用例があらわれることを示した ＊3。 
『法華義疏』、『金光明最勝王経』、『法華義記』、『法華経疏』、『妙法蓮華経』、
『摩訶般若波羅蜜経』、『遺教経』、『仏説弥勒成仏経』、『仏名経』、『華厳経』 
次に、『重要文化財 四天王寺蔵細字法華経』では、「安隠」19例に対して「安
穏」が17例あることなどから、「安隠」から「安穏」に移行していったこと ＊4、
『重要文化財　書跡・典籍・古文書』（文化庁監修）においては、「安穏」が19例、
「安隠」が28例あることを指摘した ＊5。さらに『孔雀経音義』（醍醐寺本）、『大般
若経字抄』（公任選）、『類聚名義鈔』（図書寮本）における「安隠」をはじめ、古字
書における「隠」「穏」などの語義を紹介した ＊6。 
 
⑵ 中世人の願いとしての「安穏」 
日本中世史を専門とする黒田俊雄氏（ⅰ）は、戦前・戦後の研究においては、中
世は「武士が社会の主導的な地位にあった時代」「武勇が尚ばれた時代」とする認
識が通説であることを、津田左右吉、村岡典嗣、和辻哲郎、家永三郎、筧泰彦、加
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藤周一らの説を紹介しながら指摘した ＊7。通説については、武士を時代・社会の
主流的存在と見る見方、中世的な価値観として新しく武士の道徳ないし思想と新仏
教が登場したとする見方であり、武士の生き方を特色づける「武勇」を肯定的に位
置づけ、実践的倫理ないし徳目として評価するもので、「安穏」を求める動きや思
想を論じたものはほとんどないことを問題視した ＊8。 
こうした中で黒田氏は、中世の圧倒的多数の人びとが真に念願したのは「天下太

平（泰平）、国土安穏」であり、それは願文・表白、宴曲・謡曲などに現れている
と指摘した ＊9。そして、中世人が生きた世界を、「中世の生産力水準と支配関係が
もたらす災厄、つまり飢餓・疫病・盗難・自然災害・収奪・戦乱などが、いつも
人々の安穏を脅かし、無惨な悲劇的な話題にはこと欠かなかった時代」とし、「“安
穏”は、単に戦乱をまぬがれることよりもはるかにひろくまた根源的な、しかも現
実的な願望をこめる言葉」であるとした ＊10。黒田氏は、中世における「安穏」
は、人びとの根源的な希求そのものであり、今日の意味での「平和」より広い意味
を有していたことを明らかにした ＊11。 
日本思想史を専門とする市川浩文氏（ⅲ）は、黒田氏の説を「中世を武士・武勇

の時代とみてこれに新仏教を対応させる理解と基盤とに疑問を呈して中世における
「安穏」の意味を捉えなおし、中世仏教の役割を再検討してその面目を新たに追求
する試みを提言した」と評価し、『法華経』の「現世安穏、後生善処」＊12 はいろい
ろな意味で中世社会の中で幅広く機能したが、「（国土・現世）安穏」に対置される
「後生善処」の位置づけ、関係づけを探求すべきであることを指摘した ＊13。 
 
⑶『法華経』の「現世安穏、後生善処」 
黒田氏（ⅰ）は、『法華経』巻3薬草喩品の「現世安穏、後生善処」を、中世で

最も一般的に普及した願望の言葉と位置づけた。前時代の「欣求浄土」という基調
から現世の生活の肯定へと回帰して、親鸞の念仏（「世のなか安穏なれ、仏法ひろ
まれ」）、日蓮の唱題（「立正安国」）、貞慶・高弁・叡尊の庶民教化（「現世安穏」の
ための運動）が起きたとし、農民層を基礎とする幅広い地域住民のなかに平穏な生
活を築こうとする活発な動きがみなぎっていたと指摘した ＊14。 
市川氏（ⅲ）は、「安穏」の他の用例として『法華経』巻５「如来寿量品」の

「我此土安隠　天人常充満」＊15、また類似表現として『金光明経』巻８「国土安
寧」＊16 などの用例を挙げつつ、『法華経』巻３「薬草喩品」の用例について、「こ
の一句が『法華経』の本文において本来備わっていた文脈から次第に離れ、「現世
安穏、後生善処」という文言だけが一人歩きしていくようになった」と指摘し　　
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た ＊17。また、智顗『妙法蓮華経文句』＊18 を参照し、「現世安穏」は「人間にとっ
て害となる状態から脱したありさまのこと、人天に転生して持戒聞法の結果福徳を
備え、鬼龍といえども犯すことのできない状態、声聞・縁覚の二乗さえも『法華
経』を聞いて涅槃を得ることができる状態のこと」であるとした ＊19。さらに、
「現世安穏、後生善処」という文言は、平安時代末期から14世紀ころまで願文など
に頻出することも指摘した ＊20。 
 
⑷ 親鸞の「安穏」 
市川氏（ⅲ）は、『親鸞聖人御消息集』第２通（略本）の一部が、護国思想を表
明するものと考えられてきたものであることを確認した上で、「安穏」に関する考
察を加えた。この御消息は、1255（建長７）年前後、関東で起きたいくつかの争
いの頃に書かれたもので、性信に対して送った書簡であることを確認し、親鸞の関
心は信仰の内実以外にはないことから、 
かくして親鸞の「安穏」は本質的に宗教的なものであって、即物的あるいは政
治的な意味はきわめて希薄であったことが判明する。また平安中期以降頻繁に
見られるいわゆる二世安楽的な祈りに通ずるものでもなかった。……親鸞の場
合にはたんなる二世の安楽ではなく、現時点での「往生」の問題として、換言
すれば今生きている人の信仰の問題に置換されていた。                      （54頁） 

また、 
すなわち親鸞によれば、個人の信仰の質が社会的な広がりを獲得してゆけば、
世の「安穏」を実現することになり、「ひがふたる世」への祈りとしての質を
得ることになる。その意味では、親鸞の「安穏」の思想は徹底的に宗教的であ
ると同時に本質的に社会性をもつものであったというべきだろう。    （55頁） 

と指摘した。さらに、『教行信証』行文類・大行釈引文における「安穏」の用例に
関して、『平等覚経』などの異訳大経、さらに『十住毘婆沙論』から『往生論註』
に至る一連の引用について、 
〈仏の道・悟り→踊躍するほどの大いなる歓喜→安穏なる境地〉という道筋を
作っている。すなわち、この文脈は、安穏とは仏の慈悲の賜物、仏が究極的に
与えるもの、安穏は阿闍世という存在によって仏から人々へ与えられるもの、
というメッセージを示しているのである                                                （85頁） 

と解釈して、親鸞の「安穏」は根本的に仏に由来することを指摘した。 
次に、日本仏教史を専門とする高橋事久氏（ⅳ）は、中世は「安穏」を求めた時
代であると指摘した黒田氏の説を受け、〈聖朝安穏〉〈天下泰平〉を標榜する顕密仏
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教の〈安穏〉の思想と、親鸞の「安穏」思想を対置して考察した。後者について、
「宗教的呪縛からの解放と神祇不拝」「悪人正機の思想による人間の尊厳と自律」
「信による現実回帰―平等と連帯」「自然法爾―如来とひとし」の４点を挙げ、政治
的・社会的勢力との関係、人間観や世界観、専修念仏の論理を通して、その特徴を
検討し、「〈専修念佛〉による革命的論理の究極的表現」として「安穏」を位置づけ
た。 
なお、浄土真宗本願寺派では、2011年から12年にかけて修行された親鸞聖人七

百五十回大遠忌において「世の中安穏なれ」をスローガンとした。これに関する論
説 ＊21、平和や親鸞の実践に関わる論考 ＊22 において、「安穏」が検討されてきた。 

２．「安穏」の語誌 

次に、「安穏」の語が聖教・史資料にどう現れるのかをまとめ、その語誌を整理
する。日本古代・中世の用例を、仏教・真宗を中心に幅広く確認するため、東京大
学史料編纂所の平安遺文と鎌倉遺文のフルテキストデータベース、仏教・真宗の諸
辞書の記述、『親鸞聖人著作用語索引』、浄土真宗聖典オンライン検索をそれぞれ閲
覧・検索した。なお、先に確認した小野田氏（ⅱ）の指摘通り、経典などでは「安
隠」と表記される場合が多く、検索の対象とした。 
 
⑴ 前時代・同時代の用例 
市川氏（ⅲ）は、『平安遺文』や『鎌倉遺文』にみえる「安穏」の用例をいくつ

か紹介しているが、「あまりにも用例が多岐にわたって分析がしにくくなるほど多
彩である」「見るとおり多岐にわたった表現形態をとっていて、対象とするところ
も多様になっている」と述べている ＊23。 
改めて、親鸞の前時代・同時代の用例を把握するため、東京大学史料編纂所デー

タベース ＊24 での検索を行ったところ、次の用例数にのぼった。 
①平安遺文フルテキストデータベース　「安穏」90件、「安隠」８件 
②鎌倉遺文フルテキストデータベース　「安穏」387件、「安隠」29件 

『平安遺文』『鎌倉遺文』では、諸寺文書に現れるものが多く、鎌倉期には「御成
敗式目」＊25 や「吾妻鏡」＊26 にも用いられる。仏教関連の用例は、『平安遺文』で
は「伝教大師消息」＊27、『鎌倉遺文』では道元『正法眼蔵』＊28 や「日蓮聖人遺　
文」＊29、阿弥陀如来坐像胎内文書 ＊30、経典の奥書 ＊31 など、幅広い文献中にあら
われており、その中に親鸞の用例 ＊32 も含まれる。 
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⑵ 辞書検索 
次に、辞書によって、その語義と出典を確認する。今回は、「安穏（安隠）」の語
が掲載されている仏教や真宗の辞書を参照した。 
『佛教大辞彙』第１巻（龍谷大学編、冨山房、1914年） 
『広説仏教語大辞典』（中村元編、東京書籍、2001年） 
『岩波仏教辞典（第三版）』（中村元・福永光司・田村芳朗・今野達・末木文美
士編、岩波書店、2023年） 
『真宗大辞典』（岡村周薩編、真宗大辞典刊行会、1935年） 
『真宗新辞典』（真宗新辞典編纂会編、法藏館、1983年） 
『浄土真宗辞典』（浄土真宗本願寺派総合研究所編、本願寺出版社、2013年） 
 

【表１】各辞書における「安穏」「安隠」 
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佛教大辞彙 
　安穏　アンオン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広説仏教語大辞典 
　安隠　あんのん 
 
 

広説仏教語大辞典 
　安穏　あんのん 
 

①危険苦悩なくして平和なるを云ふ。親鸞聖人は「御報恩のために
御念仏こゝろにいれてまうして、世のなか安穏なれ、仏法ひろまれ
とおぼしめすべしとぞおぼえさふらふ」（御消息集）と云ひ、大般
若経巻五百九には「他力安穏豊楽無難の處」と云へり。 
②涅槃のこと。大無量寿経巻上には、「十方より來生せんに　心悦
清浄にして、已に我國に到らば快楽安穏」と云ふを、無量寿経会疏
に解して「已に我國に到らば等とは、この穢身を捨てゝ即ち彼の法
性の常楽を証するが故に」等と云へり。また妙法蓮華経第一（方便
品）には、「我今亦是の如し、衆生を安穏ならしむるが故に」とあ
るを、智顗の法華文句には解釈して「安穏とは即ち大涅槃常楽の往
處なり。此處寂静にして五濁の障なし、故に安穏と名づく。安穏は
不安穏に対す。不安穏は即ち三界生死行化の所、五濁の障あり、不
安穏と名づく」と云へり。また妙法蓮華経第二（譬喩品）に「我、
此所焼の門に於て安穏に出づることを得と雖も、而も諸子等火宅の
内に於て」等とある安穏の字を法華文句に釈して「仏の智慧力を以
て能く正教を尋ね、所詮の諦を見、五濁八苦の危うする所と為らざ
るが故に安と名づけ、四到の暴風動かすこと能はざる所の故に穏と
名づく」と云へり。何れも涅槃のことゝして釈せるなり。（87頁） 

①安らかにおだやかなこと。〔『雑阿含経』・『梵志計水浄経』・『法句
経』・『有部律雑事』・『法集要頌経』・『中論』・『出要経』〕②安楽。
〔『法華経』・『遺教経』・『勝鬘経』〕③最上の福祉。〔『仏所行讃』・
『灌頂経』〕                                                                            （33頁） 

①安楽で平穏無事なこと。何の悩みも迷いもない、さとりの境地。
心安らか。〔『有部律雑事』・『法華経』・『倶舎論』・『往生要集』〕②
安らかならしめること。                                                       （33頁） 
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岩波仏教辞典 
　安穏　あんのん 
 
 
 
 
 

真宗大辞典 
　安穏　あんをん 
 
 
 
 
 
 
 

真宗新辞典 
　安穏　あんのん 
 
 

浄土真宗辞典 
　安穏　あんのん

〈安隠〉とも書かれる．安らかで平穏無事なこと．安楽．無量寿経
巻上「彼の仏国土は清浄安穏にして微妙の快楽あり」，法華経薬草
喩品「現世は安穏にして，後には善処に生ず」など，魏晋
（220－420）の時期から用例が多く見られるようである．「浪に寄
らずして，安穏にして岸の上に着き竟りぬ」〔法華験記中41〕「大
聖の方便にもあづかり，今世後世安穏なる事ありぬべしとも覚え侍
り」〔雑談集６〕                                                                   （25頁） 

危険なく苦悩なくして平和なるを云ふ。宗祖の消息に『世の中安穏
なれ仏法ひろまれとおぼしめすべし』とあるは此例である。又涅槃
界を安穏といふ。大経上巻の讃仏偈に『十方より来生せんに心悦清
浄にして己に我が国に到らば快楽安穏ならん』とある如きは涅槃の
境地を安穏と名けたのである。法華経巻一方便品に『我今亦是一の
如し衆生を安穏ならしむるが故に』とあるを同経文句に解釈して
『安穏とは即ち大涅槃常楽の住処なり此の処寂静にして五濁の障り
なし故に安穏と名く、安穏は不安穏に対す、不安稔は即ち三界生死
行苦の所、五濁の障りあり不安穏と名づく」とある。        （31頁） 

❶安らかにおだやかなこと。解脱の異名。〔如来会〕〔称讃浄土経〕
〔論註〕〔大経－証〕の左「おだし」❷安らかにする。安らぎを与え
る。〔十論-行〕〔大集経-化末〕〔事讃〕〔法門〕❸東北方の浄土の名
〔易行〕                                                                                  （12頁） 

①安らかで平穏であること。〔御消息784〕②涅槃の異名。〔大経
13〕〔論註102〕③東北方にある三乗行仏の仏土のこと。〔易行品
９〕                                                                                       （15頁）

〔註〕『広説仏教語大辞典』の内容は、主要な語義を示し、それに対応する漢文文献の出典
を抄出して〔　〕内に示し、その他の情報は省略した。

『佛教大辞彙』では、「危険苦悩なくして平和なる」と「涅槃のこと」の２義を挙
げる。前者の典拠として『御消息集』、後者の典拠として『無量寿経』讃仏偈を挙
げる。さらに、『法華経』方便品と智顗『法華文句』によってその意を解説してい
る。この説明を踏襲しているのが、『真宗大辞典』である。 
『広説仏教語大辞典』では、「安穏」「安隠」がそれぞれ立つ。また、この２つの
ほかに「安穏快楽」「安穏業」「安穏住」「安穏処」「安穏多所饒益」「安穏道」「安穏
豐楽」の熟語が立つ。 
『真宗新辞典』『浄土真宗辞典』は、それぞれ３義を示し、龍樹『十住毘婆沙論』
「易行品」における東北方の浄土名を第３義にあげる点は共通する。しかし、名詞
と動詞に分ける『真宗新辞典』に対し、安らか・穏やかという状態と、涅槃・解脱



行巻　7：12 

証巻　104：5 
 

行巻　11：11 
 

信巻　85：11 

 
証巻　115：8 

化巻　176：8

の異名に分ける『浄土真宗辞典』では分類が異なる。 
諸辞書によれば、「安穏」の語は、『無量寿経』や『法華経』などにあらわれ、中
国・魏晋の頃から多く用いられるようになった。語義としては、①平和・安らか・
おだやか・平穏であること、②涅槃・解脱の異名（さとりの境地・常楽）、③安ら
かにする・安らかならしめる、さらに④東北方の仏土の名、などの意がある。それ
ぞれの典拠として次のような経論などが挙げられている。 
①『雑阿含経』、『法句経』、『大般若経』、龍樹『中論』・『十住毘婆沙論』、親鸞
『御消息集』ほか 
②『無量寿経』、『無量寿如来会』、『称讃浄土経』、『法華経』、曇鸞『往生論註』、
智顗『法華文句』、源信『往生要集』ほか 
③『大集経』、龍樹『十住毘婆沙論』、善導『法事讃』・『観念法門』 
④龍樹『十住毘婆沙論』 
 
⑶ 浄土真宗聖典における「安穏」 
浄土真宗聖典にみられる「安穏」について、まずは『親鸞聖人著作用語索　　
引』＊33によって、その検索例を確認した結果を表２に示す。この索引は、体言の
「安穏」と用言の「安穏す」に分けており、左訓例もあることが確認できる。 
 

【表２】『親鸞聖人著作用語索引』中の「安穏」 
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あんのん〔安穏〕 
 
 

あんのんす〔安穏す〕 

快く〈安穏〉にして大利を得む…………　㊨ 

仏国土は清浄〈安穏〉にして微妙快楽なり 
　　　　　　　　　　　　　　………… 

慈心とは常に利事を求めて衆生を〈安穏す〉 
　　　　　　　　　　　　　　………… 

云何ぞ当に〈安穏し〉て眠ることを得べきや 
　　　　　　　　　　　　　　………… 

菩提は…を〈安穏する〉清浄の処なり… 

我等善哉大德衆生を〈安穏す〉…………

〈教行信証の部〉音次索引　15頁

○引

○引

○引

○引

○引

○引

あんのん　安穏 おたし

〈教行信証の部〉右訓・左訓・字訓　〔左訓〕　448頁

証　104：5

あんのん〔安穏〕 朝家〈安穏〉の御のりなり 皇讃　538：下3 

〈和漢撰述の部〉音次索引　14頁



次に、『浄土真宗聖典全書』オンライン検索 ＊34 を活用して、浄土真宗の聖典や
関連資料を対象に、「安穏」「安隠」を検索したところ、重複箇所を除いて54例が
確認された。なお、加点本がある場合は備考欄に示した。 
 

【表３】浄土真宗聖典全書における「安穏」 
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〔註〕表中の数字は、『真宗聖教全書』所収本の頁・行数をそのまま掲載した。

 

１ 
 
 
 
 

２ 
 
 

３ 
 

４ 
 
 

５ 
 

６ 
 

７ 
 
 
 
 

８ 
 
 

９ 

備考 

巻上・讃仏偈〈大正12.267b〉 
 
 
 
 

巻上・弥陀果徳　眷属荘厳 
〈大正12.271c〉 
→『教行信証』証文類（No.34） 

巻１・菩薩発願　讃仏偈 
〈大正12.280c〉 

巻２・弥陀果徳　聖衆無量　往覲偈 
〈大正12.288b〉 
→『教行信証』行文類（No.31） 

巻上（大宝積経巻17）・弥陀果徳
宝樹荘厳〈大正11.96a〉 

巻上・菩薩発願　讃仏偈 
〈大正12.318c〉 

巻中・弥陀果徳　光明無量 
〈大正12.321c〉 
 
 
 

依正段 
〈大正12.348c〉 
 

巻五・易行品　十方十仏章 

書名 

無量寿経◎ 
（Ⅰ-22/6） 

 
 
 

無量寿経◎ 
（Ⅰ-39/7） 

 

平等覚経 
（Ⅰ-206/6） 

平等覚経 
（Ⅰ-239/12） 
 

無量寿如来会 
（Ⅰ-314/3） 

荘厳経 
（Ⅰ-346/13） 

荘厳経 
（Ⅰ-361/5） 

 
 
 

称讃浄土経 
（Ⅰ-386/1） 

 

十住毘婆沙論◎ 

本文（聖典全書/註釈版） 

十方來生　心悅淸淨　已到我國　快
樂安穩 
（十方より来生せんもの、心悦清
浄にして、すでにわが国に到ら
ば、快楽安穏ならん。〈註13/6〉） 

彼佛國土淸淨安穩微妙快樂。 
（かの仏国土は、清浄安穏にして
微妙快楽なり〈註37/4〉） 

十方往生者　其心悅淸淨　已來到我
國　快樂喜安隱 

如是人聞佛名　快安隱得大利 
 
 

國土豐稔天・人熾盛。志意和適常
得安隱。 

爲彼群生大導師　度脫老・死令安
隱 

復次阿難、今此光明名無量光・無
礙光・常照光・不空光・利益光・
愛樂光・安隱光・解脫光・無等
光・不思議光・過日月光・奪一切
世間光・無垢淸淨光。 

十號圓滿、今現在彼安隱住持、爲
諸有情宣説甚深微妙之法、令得殊
勝利益安楽。 

「三乘行佛」者、東北方去此無量

世のなか〈安穏〉なれ仏法ひろまれと…消息　697：8
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10 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 
 
 
 

12 
 
 
 

13 
 
 
 
 
 

14 
 
 

15 
 
 
 
 

16 
 

〈大正26.42a〉 
 
 
 
 
 

巻下・起観生信章 
〈大正40.835b〉 
→加点本（Ⅲ-384/12） 
 
 
 
 
 
 

巻下・順菩提門章 
〈大正40.842b〉 
→『教行信証』証文類（Ⅱ-147/9） 
→加点本（Ⅲ-417/7） 

巻上・第二大門　菩提心義 
〈大正47.8a〉 
＊天親『浄土論』（論註巻下意） 
　〈大正40.842b〉＝No.11 

巻下・第十二大門　総結勧信 
〈大正47.21c〉 
＊『十往生経』（意） 
 
 
 

巻上・前行法分　広請三宝 
〈大正47.426b〉 
→加点本（Ⅲ-585/14） 

三昧行相分　観仏三昧法 
〈大正47.23b〉 
→加点本（Ⅲ-648/8） 
 
 

三昧形相分　念仏三昧法 
〈大正47.23b〉 

（Ⅰ-411/3） 
 
 
 
 
 

往生論註◎ 
（Ⅰ-488/13） 
 
 
 
 
 
 
 

往生論註 
（Ⅰ-521/8） 

 
 

安楽集◎ 
（Ⅰ-589/9） 

 
 

安楽集◎ 
（Ⅰ-647/8） 

 
 
 
 

法事讃 
（Ⅰ-809/13） 
 

観念法門 
（Ⅰ-874/8） 

 
 
 

観念法門 
（Ⅰ-875/6） 

无邊恆河沙等佛土有世界、名安
隱。 
（「三乗行仏」といふは、東北方こ
こを去ること無量無辺恒河沙等の
仏土にして世界あり、安穏と名づ
く。〈七註9/11〉） 

「如來」者、如法相解、如法相説、
如諸佛安穩道來、此佛亦如是來、
更不去後有中。故名如來。 
（「如来」とは、法相のごとく解
り、法相のごとく説き、諸仏の安
穏道より来るがごとく、この仏も
またかくのごとく来りて、また後
有のなかに去らず。ゆゑに如来と
名づく。〈七註102/3〉） 

菩提是安穩一切衆生淸淨處。 
（菩提はこれ一切衆生を安穏にす
る清浄処なり。〈七註147/1〉） 
 

菩提安隱一切衆生淸淨處。 
（菩提は一切衆生を安穏にする清
浄処なり。〈七註206/2〉） 
 

若人、若非人、不得其便、行住坐
臥无問晝夜、常得安穩。 
（もしは人、もしは非人、その便
を得ず、行住坐臥に昼夜を問ふこ
となく、つねに安穏なることを得
ん。〈七註292/6〉） 

安穩天・人利益一切。 
（天・人を安穏にし一切を利益す
〈七註520/12〉） 

行住坐臥常得安穩、長命富樂永無
病痛。 
（行住坐臥につねに安穏を得、長
命富楽にして永く病痛なし。〈七
註603/8〉） 

多所過度安穩十方。 
過度するところ多くして十方を安
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17 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18 
 
 
 
 
 

19 

 

 

 

 

20 
 
 
 
 
 

21 

 

 
 

＊『般舟三昧経』一巻本問事品
（意）〈大正13.898b〉 
→加点本（Ⅲ-649/6） 

五縁功徳分　護念縁 
〈大正47.25b〉 
＊『十往生経』意 
→加点本（Ⅲ-657/14） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五縁功徳分　護念縁 
〈大正47.25c〉 
＊『浄度三昧経』 
→加点本（Ⅲ-659/5） 
 
 

結勧修行分〈大正47.28b〉 
＊『十往生経』意 
→加点本（Ⅲ-671/12） 
 
 
 

結勧修行分〈大正47.29a〉 
＊『般舟三昧経』一巻本勧助品・
至誠品意〈大正13.902a〉 

→加点本（Ⅲ-674/1） 
 
 

正讃　観経讃　広讃　九品往生讃 
〈大正47.455b〉 
→加点本（Ⅲ-774/7） 
 

 
 
 

観念法門 
（Ⅰ-883/14） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観念法門 
（Ⅰ-885/6） 

 
 
 
 

観念法門 
（Ⅰ-898/1） 

 
 
 
 

観念法門 
（Ⅰ-900/4） 

 
 
 
 

般舟讃 
（Ⅰ-1004/7） 
 
 

穏ならしめん〈七註604/13〉） 
 
 

佛告山海慧菩薩及以阿難、若有人
專念西方阿彌陀佛願往生者、我從
今已去、常使二十五菩薩影護行
者、不令惡鬼・惡神惱亂行者、日
夜常得安穩。 
（仏、山海慧菩薩および阿難に告
げたまはく、〈もし人ありてもつ
ぱら西方の阿弥陀仏を念じて往生
を願ずれば、われいまより以去、
つねに二十五の菩薩をして行者を
影護せしめて、悪鬼・悪神をして
行者を悩乱せしめず、日夜につね
に安穏なることを得しむ〉と。
〈七註618/15〉） 

亦不令有諸惡鬼神橫來惱害。亦無
橫病・死亡・災障、常得安穩。 
（またもろもろの悪鬼神の横に来
りて悩害することあらしめず、ま
た横病・死亡・災障なく、つねに
安穏を得しむ〈七註620/14〉） 

是經能與衆生除害人惡鬼殄滅、四
向悉皆安穩。 
（この経よく衆生のために人を害
する悪鬼を除き殄滅して、四向こ
とごとくみな安穏なり〈七註
639/1〉） 

王自願言、持是功德、令十方人天
皆得安穩。 
（王みづから願じてまうさく、《こ
の功徳を持ちて、十方の人天をし
てみな安穏を得しめん》と〈七註
642/6〉） 

臨終忽遇善知識　願往生 
爲説妙法令安穩　無量樂 
（臨終にたちまちに善知識の　願往
生　ために妙法を説きて安穏なら
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22 
 
 
 
 

23 
 
 
 

24 
 
 
 

25 
 
 
 

26 
 
 
 
 
 

27 
 
 
 
 

28 
 
 
 
 
 

29 
 
 

 
 

巻上・大文第一　厭離穢土　総結　
厭相〈大正84.40a〉 
＊『龍樹説法偈』（龍樹為王説法要
偈）〈大正32.746a〉 

 

巻中・大文第四　正修念仏　観察門　
別相観〈大正84.55b〉 
＊『観仏三昧経』巻１観相品 
　〈大正15.649a〉 

巻中・大文第五　助念方法　対治懈
怠〈大正84.61b〉 
＊『十住毘婆沙論』巻10四十不共
法品〈大正26.73b〉 

巻中・大門第五　助念方法　対治懈
怠〈T84.61c〉 
＊『十住毘婆沙論』巻12讃偈品 
　〈大正26.84a〉 

巻中・別時念仏　臨終行儀 
〈大正84.71a〉 
＊懐感『釈浄土群疑論』巻７ 
　〈大正47.71b〉 
 
 

巻下・大文第七　念仏利益 
〈大正84.74a〉 
＊『十往生経』山海慧経菩薩往生
品の引用直後の割註 

 

巻下・大文第七　念仏利益 
〈大正84.76c〉 
＊『大悲経』礼拝品 
　〈大正12.957c〉 
 
 

巻下・大文第十　問答料簡　麤心妙
果〈大正84.85c〉 
＊『大宝積経』密迹会 

 
 

往生要集◎ 
（Ⅰ-1042/3） 
 
 
 

往生要集 
（Ⅰ-1105/5） 
 
 

往生要集◎ 
（Ⅰ-1129/13） 
 
 

往生要集◎ 
（Ⅰ-1130/5） 
 
 

往生要集◎ 
（Ⅰ-1169/5） 
 
 
 
 

往生要集 
（Ⅰ-1182/4） 
 
 
 

往生要集◎ 
（Ⅰ-1192/12） 
 
 
 
 

往生要集◎ 
（Ⅰ-1229/11） 
 

しむるに遇ふ　無量楽〈七註787/　
13〉） 

調和此身令安穩、然後宜應修齋
戒。 
（この身を調和して安穏ならしめ
て、しかして後によろしく斎戒を
修すべし。〈七註845/6〉） 

經二七日然後、身心可得安穩。 
（二七日を経て、しかして後に、
身心安穏なることを得べし〈七註
952/15〉） 

諸佛安隱常不動、念常在心。 
（諸仏は安穏にして、つねに念を
動かしたまはざれども、つねに心
あり。〈七註992/13〉） 

其念如大海、湛然在安隱。 
（その念大海のごとくして、湛然
として安穏にまします〈七註
993/9〉） 

屎尿臭處盈流于外。今此念佛、身
心安隱、惡想都滅。 
（屎尿の臭き処にして、ほかに盈
流せんと説けども、いまこれは、
仏を念じて、身心安穏にして、悪
想すべて滅しぬ。〈七註1058/8〉） 

已上乃至睡寤・行住・所至之處、
皆悉安穩、云々 
（以上乃至、睡寤・行住・所至の
処、みなことごとく安穏ならしめ
ん、云々。〈七註1078/12〉） 

爾時、商主及諸商人皆悉安穩、得
免魚難。 
（その時に、商主およびもろもろ
の商人、みなことごとく安穏にし
て、魚の難を免るることを得てき
〈七註1095/2〉） 

或有大豪國王・太子・大臣・百
官・貴性・長者、來到耆域醫王
所、視藥童子、與共歌戲、相其顏
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30 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

31 
 
 
 

32 
 
 

33 
 
 
 

34 
 
 

35 
 
 

　〈大正11.45c〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

巻下・大文第十　問答料簡　諸行勝
劣〈大正84.86b〉 
＊『観仏三昧経』巻10観仏蜜行品
（意）〈大正15.969b〉 
 
 
 
 
 
 
 
 

行文類　大行釈 
＊『平等覚経』巻２ 
〈大正12.288b〉=No.4 
 

行文類　大行釈 
＊『十住毘婆沙論』巻２浄地品 
　〈大正26.29a〉 

信文類　明所被機 
＊『涅槃経』北本巻19梵行品〈大
正12.477b〉・南本巻17梵行品
〈大正12.720b〉 

証文類　真実証釈 
＊『無量寿経』巻上 
　〈大正12.267b〉=No.2 

証文類　還相廻向釈 
＊曇鸞『往生論註』巻下 
　〈大正40.842b〉=No.11 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

往生要集◎ 
（Ⅰ-1232/6） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教行信証 
（Ⅱ-17/14） 

 
 

教行信証 
（Ⅱ-23/6） 

 

教行信証 
（Ⅱ-111/2） 

 
 

教行信証 
（Ⅱ-134/4） 

 

教行信証 
（Ⅱ-147/9） 

 

色病皆得除、便致便致安隱寂靜无
欲。 
（あるいは大豪の国王・太子・大
臣・百官・貴姓・長者ありて、耆
域医王の所に来到するに、薬の童
子を視て、ともに歌ひ戯れて、そ
の顔色を相るに、病みな除こるこ
とを得て、すなはち安穏寂静にし
て、無欲なることを致す。〈七註
1155/1〉） 

五云、譬如力士數犯王法幽閉囹
圄、逃到海邊、解髻明珠、持雇船
師、到於彼岸、安穩無懼、行念佛
者如大力士。 
（五にいはく、〈たとへば、力士、
しばしば王法を犯して囹圄に幽閉
せらるるに、逃げて海辺に到り、
髻の明珠を解きて、持ちて船師を
雇ひ、かの岸に到りて、安穏にし
て懼れなきがごとし。念仏を行ず
るものは大力士のごとし。〈七註
1159/11〉） 

如是人聞佛名　快安穩得大利 
（かくのごときの人、仏の名を聞
きて、快く安穏にして大利を得
ん。〈註144/15〉） 

慈心者常求利事安穩衆生。 
（慈心はつねに利事を求めて衆生
を安穏す〈註151/12〉） 

云何當得安穩眠邪。 
（いかんぞまさに安穏に眠ること
を得べきや〈註275/6〉） 
 

彼佛國土、淸淨安穩微妙快樂。 
（かの仏国土は、清浄安穏にして
微妙快楽なり。〈註308/8〉） 

菩提是安穩一切衆生淸淨處。 
（菩提はこれ一切衆生を安穏する
清浄の処なり。〈註328/15〉） 
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36 
 
 

37 
 
 

38 
 
 
 
 
 

39 
 
 

40 
 

41 
 
 

42 
 
 

43 
 
 
 
 
 

44 
 
 
 

45 
 
 

46 
 

化身土文類（末）外教釈 
＊『大集経』巻42日蔵分・魔王波
旬星宿品〈大正13.282b〉 

第58首 
 
 

広本⑺、略本⑵ 
（『親鸞聖人御消息』第25通〈註
784/9〉） 
 
 
 

巻上・讃仏偈 
〈大正12.267b〉=No.1 
 

巻上・弥陀果徳　眷属荘厳 
〈大正12.271c〉=No.2 

＊『称讃浄土経』 
　〈大正12.348c〉=No.8 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

第六　化身土文類　外教釈 
＊『楽邦文類』巻２ 
　〈大正48.168a〉 

御若年砌事　第６条 
 

教行信証◎ 
（Ⅱ-222/14） 
 

皇太子聖徳奉讃 
（Ⅱ-546中） 

 

親鸞聖人御消息 
集 
（Ⅱ-830/13） 
 
 
 

無量寿経延書 
（Ⅲ-255/5） 

 

無量寿経延書 
（Ⅲ-282/5） 

聞書 
（Ⅳ-25/4） 

 

諸神本懐集 
（Ⅳ-551/13） 
 

破邪顕正鈔 
（Ⅳ-601/5） 

 
 
 
 

法華問答 
（Ⅳ-754/5） 

 
 

六要鈔 
（Ⅳ-1334/3） 
 

天正三年記 
（Ⅴ-638上/6） 

善哉大德、安穩衆生。 
（善いかな大徳、衆生を安穏す
〈註431/7〉） 

十七の憲章つくりては　皇法の槻
模としたまへり　朝家安穩の御の
りなり　国土豊饒のたからなり 

わが身の往生一定とおぼしめさん
ひとは、佛の御恩をおぼしめさん
に、御報恩のために、御念佛こゝ
ろにいれてまふして、世のなか安
穩なれ、佛法ひろまれとおぼしめ
すべしとぞ、おぼえさふらふ。 

十方より來生せんもの、心悅淸淨
にして、すでにわがくにゝいたり
て、快樂安穩ならん。 

かの佛國土は、淸淨安穩、微妙快
樂なり。 

今現在彼安隱住持、爲諸有情宣説
甚深微妙之法、令得殊勝利益安
楽。 

現世安穩にして後生にはかならず
淨土にいたり長時永劫に无爲の法
樂をうく。 

これによりて上代といひ當時とい
ひ、國土をおさめまします明主み
な佛法紹隆の御願をもはらにせら
れ、聖道といひ淨土といひ、佛敎
を學する諸僧、かたじけなく天下
安穩の祈請をいたしたてまつる。 

淨土の敎主彌陀如來は、毗舍離國
にいたりてひかりをのべて、たち
まちに重病の衆生をたすけて、こ
とごとく安穩ならしむ。 

今時風俗競祭鬼神求其福祐、望得
安穩。 
 

我一人冥加にかなふに依て、皆々
安穩に在ぞと被仰。 
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47 
 
 
 

48 
 
 
 

49 
 

50 
 
 
 
 
 

51 
 
 
 

52 
 
 

53 
 
 

54

第86条 
 
 
 

第152条 
 
 
 

 
 

巻中　明応７年 
 
 
 
 
 

巻９・類聚浄土五祖伝（道綽） 
〈浄全9-424A〉 
＊『往生西方浄土瑞応刪伝』 
　〈大正51.105b〉 

巻２・浄土宗略抄 
〈浄全9-529A〉 
 

巻５・諸人伝説の詞（27） 
〈浄全9-609A〉 
 

第３条

蓮如上人仰条々
連々聞書 
（Ⅴ-801下/6） 
 

蓮如上人御一期
記 
（Ⅴ-883上/8） 
 

蓮如上人塵拾鈔 
（Ⅴ-910上/5） 

蓮如上人遺徳記 
（Ⅴ-1292/14） 
 
 
 
 

黒谷上人語灯録 
（漢語灯録） 
（Ⅵ-212/5） 

 

黒谷上人語灯録
（和語灯録） 
（Ⅵ-490/13） 

黒谷上人語灯録
（和語灯録） 
（Ⅵ-612/6） 

一向専修停止事 
（Ⅵ-781/14）

加樣に御苦勞ありて、今我人、心
安の活計安穩にある事は難有事
と、末代までも蓮－上人の御恩を
ば努々わするまじき事なり。 

加樣に御苦勞ありて、諸國の御門
弟も出來し、一宗繁昌ありて、今
各心安く安穩にあること、ありが
たき事也。 

我壹人冥加に叶ふに依て、皆々安
穩にあるぞと被仰候。 

或は往事を語て云く、昔は小屋の
貧窓を卜窮屈すといへども、誠に
聖人の一流再興の志徹せしに依
て、今眞宗ひろまり末弟安穩に住
する事、偏に我が矜哀の念力に依
てなりと御自證ありけりと。 

又令綽懺悔。一者安居經像於淺
處、自居安穩房中。 
 
 

現世にはよこさまなるわづらひな
く安穩にして、命終の時は極樂世
界へむかへ給ふ也。 

これすなはち、自身安穩にして念
佛往生をとげんがためには、何事
もみな念佛の助業也 

偶賴陛下伏明之德幸遇海内安穩之
時。

〔註〕・書名の次に◎印があるものは「穏・隠」に校異があることを示し、書名の下の括弧
内は『浄土真宗聖典全書』の巻・頁行（「-」の前は巻数、「/」の後は行数）を示す。 

・本文の訓点は省略し、『浄土真宗聖典（註釈版）』『浄土真宗聖典（註釈版七祖篇）』
（それぞれ「註」「七註」と略称）所収の書は、該当箇所を括弧内に示した。 
・備考欄には、聖典の小見出し（『浄土真宗聖典全書』の柱書参照）、『大正新脩大蔵
経』・『浄土宗全書』の該当箇所（〈　〉内。「大正」は『大正新脩大蔵経』、「浄全」
は『浄土宗全書』の略称）、親鸞による引用文（「→」以下）、引用原典の情報など
（「＊」以下）を示した。 

表３をもとに、若干の考察を試みる。 
 



〈考察１〉「安穏」の語があらわれる文献 
「安穏」の語は、『無量寿経』をはじめとする経典、七高僧撰述、親鸞、存覚、蓮
如の言行録・伝記にいたるまで、多様な文献にあらわれる。 
①経典：『無量寿経』、『大阿弥陀経』、『平等覚経』、『無量寿如来会』、『荘厳

経』、『称讃浄土経』 
②七高僧撰述：龍樹『十住毘婆沙論』、曇鸞『往生論註』、道綽『安楽集』、善

導『法事讃』・『観念法門』・『般舟讃』、源信『往生要集』 
③法然関係史料：『黒谷上人語灯録』（漢語灯録・和語灯録）、『一向専修停止

事』（停止一向専修記） 
④親鸞：『教行信証』、『皇太子聖徳奉讃』、『親鸞聖人御消息集』 
⑤顕智：『聞書』 
⑥存覚：『諸神本懐集』、『破邪顕正鈔』、『法華問答』、『六要鈔』 
⑦蓮如：『天正三年記』、『蓮如上人仰条々連々聞書』、『蓮如上人御一期記』、

『蓮如上人塵拾鈔』、『蓮如上人遺徳記』 
②七高僧撰述以下では、『十往生経』『般舟三昧経』『浄土三昧経』『観仏三昧経』

『大悲経』『大宝積経』『涅槃経』『大集経』、また『龍樹説法偈』、懐感『釈浄土群疑
論』、『往生西方浄土瑞応刪伝』、宗暁『楽邦文類』といった経論章疏の引用文中に
用例がある。表３では、「備考」欄に引用原典を示したが、これによって、前後の
語を含めた用例と文献間の関係を概観することが可能となる。 
 
〈考察２〉「安穏」と「安隠」 
表３の54例のうち、「安隠」は12例あった。 
①経典では、『無量寿経』の２例は「安穏」、その他６例は「安隠」であった。

『無量寿経』の２例について『浄土真宗聖典全書』の校異を確認すると、次のよう
な違いがあった。 
「安穏」     本派本願寺蔵版本（底本） 
                 京都府清浄華院蔵平安時代書写本（戊本） 
                 本派本願寺蔵正平６年書写本（己本） 
                 愛知県祐誓寺蔵建仁４年刊本（庚本） 
「安隠」     高麗版（再雕本／甲本） 
                 宋版（思渓版／乙本） 
                 元版（普寧寺版／丙本） 
                 明版（万暦版／丁本） 
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日本の書写本・刊本は「安穏」、中国・朝鮮半島で印刷された漢訳大蔵経は「安
隠」と用字が異なっている。異訳大経・小経では校異はない。 
②七高僧撰述では、「善導大師五部九巻」のうち『法事讃』『観念法門』『般舟讃』

の用例（No.14～No.21）は、『浄土真宗聖典全書』所収本（底本：高田派専修寺蔵
鎌倉時代刊本）において「安穏」で校異もないが ＊35、龍樹・曇鸞・道綽・源信の
書では「隠」と「穏」の校異が認められた。 
曇鸞『往生論註』巻下（No.10）の本派本願寺蔵鎌倉時代刊本（親鸞聖人加点

本／底本）・本派本願寺蔵版『七祖聖教』所収本（丁本）の「穏」に対して大阪府
金剛寺蔵保延４年書写本（乙本）・山口県浄満寺蔵室町時代刊本（丙本）が「隠」
であった。 
道綽『安楽集』（No.12・13）では、次のようであった。 
No.12「隠」    高野山寶壽院蔵鎌倉時代刊本（底本） 
                         高野山寶壽院蔵天永３年書写本（甲本） 
                         龍谷大学蔵正平２年書写本（乙本） 
　　 　「穏」    本派本願寺蔵版『七祖聖教』（丙本） 
No.13「隠」    龍谷大学蔵正平２年書写本（乙本） 
　　　 「穏」    龍谷大学蔵（写字台旧蔵）寛元２年刊本（底本） 
                         高野山寶壽院蔵天永３年書写本（甲本） 
                         本派本願寺蔵版『七祖聖教』（丙本） 

源信『往生要集』（No.22～30）では、複数箇所で「隠」と「穏」の校異がある
（表4参照）。平安時代書写の底本・甲本では「隠」と「穏」が混在しており、以後
の書写本・刊本ではおおよそ「穏」に統一されるが、室町時代刊本（丁本）におい
て「隠」が２か所確認できる。 
 

【表４】源信『往生要集』における「安穏」の校異 
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No　巻　「安隠」　　　　　「安穏」 頁、校異番号 

22    上    甲・丁       底本・乙・丙・戊                  Ⅰ-1042　③ 

23                             底本・甲・乙・丙・丁・戊   Ⅰ-1105（校異なし） 

24    
中
   底本・甲   乙・丙・丁・戊                     Ⅰ-1129　⑱ 

25           底本・甲   乙・丙・丁・戊                     Ⅰ-1130 

26           底本           甲・乙・丙・丁・戊              Ⅰ-1169　⑤ 

27                             底本・甲・乙・丙・丁・戊   Ⅰ-1182（校異なし） 



③～⑦の親鸞以降および法然関連の書であるNo.31～54では、No.36の１例のみ
「隠」と「穏」の校異があり、その他の例ではいずれも「穏」で校異がなかった。 

No.36　親鸞『教行信証』化身土文類（『大集経』） 
「穏」     真宗大谷派蔵親鸞聖人真筆本（底本） 
              本派本願寺蔵鎌倉時代書写本（甲本） 
              本派本願寺蔵存如上人授与本（丙本） 
              本派本願寺蔵版（丁本） 
「隠」     高田派専修寺蔵真仏上人書写本（乙本） 

なお、本箇所の引用原典である『大集経』について、「大正新脩大蔵経テキスト
データベース」＊36 を検索したところ、「安穏」の用例は無く、「安隠」が32例あっ
た。巻42日蔵分の親鸞引用箇所は、本文は「隠」で、校異はなかった。 
以上により、大蔵経では「安隠」という表記であるが、日本古写経や源信『往生
要集』の平安時代書写本において「隠」と「穏」が混在し、鎌倉期以降の浄土真宗
聖典の書写本・刊本ではおおよそ「安穏」と表記され、いくつかの書写本・刊本に
「安隠」が見られた。この傾向は、小野田氏（①）の指摘に通じる。 
〈考察３〉左訓 
④のうちNo.34『教行信証』証文類（『無量寿経』）引用の１か所に親鸞による左
訓があり、「穏」に「オダシ」という左訓が付されている。『浄土真宗聖典全書』所
収本 ＊37 ではその箇所に校異がなく、広く諸本に共通した左訓と考えられる。 
「オダシ」について、『日本国語大辞典』（小学館）の「おだしい【穏】」の項目で
は、「①人の心や性質、作品の内容などが落ち着いている。安心である。穏和、穏
健である」「②物事の状態が落ち着いて静かである。平穏である」「③穏当である。
道理にかなっている」の３つの意味がある。 
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28    
下
   甲              底本・乙・丙・丁・戊           Ⅰ-1192　⑥ 

29           底本・甲   乙・丙・丁・戊                     Ⅰ-1229　⑪ 

30           甲・丁       底本・乙・丙・戊                  Ⅰ-1232　⑤

〔註〕『聖典全書』所収本の『往生要集』底本・対校本は、底本：京都府
青蓮院蔵承安元年書写本、甲本：神奈川県最明寺蔵平安時代書写本、
乙本：大阪府出口順得氏蔵建保4年刊本（上巻本末）、愛知県專光寺蔵
建保４年刊本（中巻本末・下巻本末）、丙本：龍谷大学蔵（写字台旧
蔵）建長５年刊本、丁本：龍谷大学蔵（写字台旧蔵）室町時代刊本、
戊本：本派本願寺蔵版『七祖聖教』所収本。



また築島裕編『訓点語彙集成 別巻 漢字索引』（汲古書院、2009年、144頁）で
は、「安穏」について「イマス」、「安隠」について「オダヒカ」という訓みの例が
示されている ＊38。 
 
〈考察４〉「安穏」の語義 
浄土真宗の典籍では、主として『無量寿経』を由来とする語として、異訳経典、

七高僧撰述、親鸞、存覚、蓮如言行録などの文献に用いられた。その用例には体言
と用言があり、語義は次のようにまとめることができる。 
①涅槃・常楽我浄の意を含む〈仏国土〉の意 
　　　　例：「快楽安穏」「安穏寂静」ほか 
②『無量寿経』の兵戈無用や第33願文に関連する〈衆生の身心〉の意 
　　　　例：「身心安穏」「衆生を安穏する」「心安く安穏」ほか 
③中世日本語（『法華経』由来と思われるものも含む） 
　　　　例：「天下安穏」「朝家安穏」「現世安穏」ほか 
経典上では、浄土または往生者が得る利益としての「安穏」を意味するものが多

いが、源信『往生要集』、法然の語灯録、蓮如の言行録などでは、念仏または真宗
がひろまることで現世に「安穏」に住することを述べる箇所がある。 

３．『無量寿経』『教行信証』の講録に見る「安穏」 

最後に、親鸞の用例に深く関わる『無量寿経』および『教行信証』における「安
穏」の語について、『真宗全書』＊39・『真宗叢書』＊40 所収の講録中の言及を拾い上
げ、その内容を確認する。それぞれ該当箇所（訓点は省略、引用文には括弧を付し
た）を示し、私見を添えた。なお、「―」は「安穏」に関する言及が見当たらない
ことを意味する。 
 

■１，『無量寿経』 
〈1-1〉巻上・讃仏偈 表３-No.1 

甄解      Z1-131上 三発菩薩功徳願 
             我当哀愍度脱一切十方來生心悦清浄已到我国快楽安穏　此一偈半願

菩薩功徳。旧所謂摂衆生之願也。唐訳云。「十方最勝之大士。彼皆
等往生喜心。」文　漢本云。「我当常愍哀度脱一切人、十方往生者。
其心悦清浄。已來到我国。快楽喜安穏。」文……○已到我国等者。
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明生後得無為法楽。下経曰。「彼土国土清浄安穏。微妙快楽次於無
為泥洹之道。」文 

顕宗疏   Z2-152上 二求土摂生 
             我当哀憫度脱一切十方來生心悦清浄已到我国快楽安穏　覚経偈曰。

「我当常愍哀度脱一切人。十方往生人。其心悦清浄。已来到我国。
快楽喜安穏。」……快楽安穏者。含第二至第十与第十五三十八九四
十四十二三五六也。論曰「永離身心悩受楽常無間。」宋訳曰。「速生
我刹受快楽。不久倶成無上道。」 

安永録   Z3-111下 二他土。 
             我当哀愍乃至快楽安穏　　第十七八二願。開出於此也。……○已到

等者。下経云「即得往生住不退転。」若約生後。次上所謂安養妙証。
或可。生前益相。即是入正定聚。心多歓喜相也。 

会疏      S3-138上 次に摂他土 
             我当哀愍　度脱一切　十方來生　心悦清浄　已到我国　快楽安穏 
             初の二句は能化の願摂なり、次の二句は所化の正因なり、後の二句

は生後の利益なり。……已到我国等とは、此穢身を捨てゝ即ち彼法
性の常楽を証するが故なり、『覚経』に云く「我当常哀愍、度脱一
切人、十方往生者、其心悦清浄、已来到我国、快楽喜安穏」と、
『荘厳』に言く「輪廻諸趣衆生類、速生我刹受快楽、不久俱成無上
道」と。 

要解      S3-401下 十方來生等とは、十方の来衆、皆一道清浄を得、涅槃を究竟するな
り。 

 
〈1-2〉巻上・弥陀果徳 表３-No.2 

甄解      Z1-349下 二正顕不乖法性。中有二。初先示所居土随順法性。後明能居身不乖
法本。此初也。 

             彼仏国土清浄安穏微妙快楽次於無為泥洹之道　　異訳闕略此段。拠
師説此文属上飲食自然科。解云清浄安穏安義微妙快楽。

楽
義　此乃由百味

飲食。自然心身安楽也。……已上師説……渧記云。彼仏国土者正就真
土而明焉。清浄者謂清浄句。即一法句真実智恵無為法身。此安穏随
順法性故。云清浄安穏也。彼土快楽非唯事相荘厳。全事而理。性相
互融。事無礙故云微妙快楽也。清浄安穏微妙快楽。是乃広略相入。
二受不分妙土。蓮華蔵世界之謂也。 

顕宗疏   Z2-366上 三明其所由 
             彼仏国土清浄安穏　　論偈曰。「永離身心悩。受楽常無間。」 

安永録   Z3-221下 二所居清浄 
             彼仏国土乃至泥洹之道　讃弥陀偈云「晏安快楽次泥洹。」次上已明衣

食具足。今更次明所居殊勝。皆是長養色身之具也。……○安穏者。
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順二諦道。外無衰変。内絶怖畏故。所謂安穏道来者也。……○快楽
者。永離心身悩故。此是涅槃四徳。安穏故常。快楽故楽。微妙故
我。清浄故浄。 

会疏      S3-262下 二に広嘆聖衆徳二、初に略嘆所居 
             彼仏国土清浄安穏微妙快楽次於無為泥洹之道 
             能須の人を嘆ずるに、先づ国土を嘆ずるものは、其所住に依りて人

勝るゝが故なり、若し所居穢なるときは彼厠鼠の歎の如し、五濁な
きが故に清浄と云ひ、変易なきが故に安穏と云ふ、……一に涅槃に
四徳あり、浄土之に次同す、謂く、無衰無変は是れ常の徳なり、広
略相入自在無碍は是れ我の徳なり、清浄無雑は是れ浄の徳なるが故
に、 

要解      S3-414下 ― 

 
〈1-1〉讃仏偈の「安穏」は、『無量寿経』下巻や異訳大経（『平等覚経』『荘厳
経』）の文などと対比しつつ、涅槃・法楽の意があることが確認されている。また、
〈1-2〉弥陀果徳の「安穏」は、異訳にこの段がないことが指摘される。 
内容としては、『浄土論』によって信心に苦悩がないことが確認され、無衰無変

であることから涅槃の四徳のうちの常徳と理解されている。 
 

■２，『教行信証』 
〈2-1〉行文類・大行釈（『平等覚経』） 表３-No.31 

報恩記   Z21-43下 此四句本文説十方来生菩薩得聞名功徳。嘆浄土勝徳願我刹土亦如
是。今転明会衆之聞名願生。 

徴　決   Z22-106上 如是等者。此二行先総顕聞名益。……快安穏者。歓喜踊躍也。 

光融録   Z24-110下 於是初二句。総標仏名勝利。……魏本有快楽安穏文。穏坊本作隠。 

随聞記   Z26-144下 ○如是人聞仏名止獲所好　　此偈文上ニ見ユル阿闍世王ノ義ヲ成ス
ル。太子ノ所願ヲ述シ。仏ノ授記且ツ宿因ヲ説キ給フコトアリ。此
偈文。初ノ四句ハ。心中倶願等ノ心願ヲ助ス。 

敬信記   Z30-164下 次ニ三十六句ノ偈文。此ハ上ニ引ケル世王太子等ヲ成スル偈文也。
上ニ太子等ノ所願ヲ述へ。次ニ仏ノ授記ヲ挙ケ。其次ニ宿世ノ因縁
ヲ説ケリ。此等ヲ此ノ偈文ニテ。一々成ズルナリ。先初ノ四句ハ。
心中倶願等ト云フヲ成ズ。 

集成記   Z32-103上 ○快楽安穏得大利者。為得大利。則是具足無上功徳故。現得歓喜踊
躍。而当来必得快楽安穏無上涅槃。 

指授鈔   Z34-53下 如是人聞仏名至諸此刹獲所好　三聞名利益文四。初示会衆願生。
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……○如是人者。経文ハ浄土ノ徒衆ヲ指ス。今高祖引用ノ意ハ。阿
闍世及ヒ大経会座ノ人トス。是レ転用也。……此ノ四句。経文ノ意
ハ。十方ノ菩薩。弥陀ノ国土ヲ讃シテ。我浄土モ如是ナラシメント
願フ。今ハ転用シテ。浄土往生ノ義トス。 

樹心録   Z36-21下 三明聞名益文。 
                             如是人聞仏名至度一切生老死已上 
             経中有三十二偈。今略出要。 

頂戴録   S7-18下 如是人聞仏名等とは、兼ては此文を以て願成就を顕す、 

仰信録   S7-243下 二に正明聞益由宿善 
             如是人聞乃至老死。 
                             ……快安等とは、其利益を示す、機の修功を労せずして、無上大利

を得るを安穏得利と云ふ。 

一渧録   S8-75上 如是人聞仏名等の四句は魏訳の「見彼厳浄土乃至願我国亦然」にあ
たる、彼厳浄土を見る人をさして如是人と云ふ、因発無上心は何か
ら起るなれば、聞仏名号から無上心をおこす、これを快安穏得大利
と云ふなり。 

摘　解   S8-469上 次に如是人等とは、双べて聞益と宿善とを結成す、……快安とは聞
名の利益を示す、機功を労せずして無上大利を得るなり。 

 
〈2-2〉行文類・大行釈（龍樹『十住毘婆沙論』浄地品） 表３-No.32 

報恩記   Z21-50下 ― 

徴　決   Z22-127下 ― 

光融録   Z24-130下 ― 

随聞記   Z26-159下 ― 

敬信記   Z30-181上 ― 

集成記   Z32-127下 ― 

指授鈔   Z34-63下 ― 

樹心録   Z36-24下 ― 

頂戴録   S7-21上 ― 

仰信録   S7-248下 ― 

一渧録   S8-85下 ― 

摘　解   S8-475上 ― 
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〈2-3〉信文類・明所被機（『涅槃経』梵行品） 表３-No.33 

報恩記   Z21-176下 ― 

徴　決   Z23-138下 ― 

光融録   Z25-72上 ― 

随聞記   Z28-122上 ― 

敬信記   Z31-253上 ― 

集成記   Z32-599下 ― 

指授鈔   Z34-281上 ― 

樹心録   Z36-85上 ― 

頂戴録   S7-74上 ― 

仰信録   S7-394 ― 

一渧録   　（S8-271） ― 

摘　解   S8-657下 ― 

 
〈2-4〉証文類・真実証釈（『無量寿経』） 表３-No.34 

報恩記   Z21-204下 ○清浄安穏等者。樹心云。「即涅槃四徳也。清浄者浄徳也。安穏者
常徳也。無衰無変。故安穏也。微妙者我徳也。随意自在。不可思
議。故微妙也。快楽者楽徳也。無三途苦難之名。但有自然快楽之音
故。」文　今謂。清浄安穏。是浄徳。無煩悩塵労。故云清浄。離二
種生死。故云安穏。微妙快楽是楽徳。涅槃真楽。嘆云微妙。挙浄
楽。自摂我常。……若依此義。安穏快楽事相。近法性理。故云近。
是不離一法句。現二十九種門義也。 

徴　決   Z23-197上 初中清浄安穏微妙快楽者。如次応大涅槃浄・常・我・楽・四徳。如
樹心配。 

光融録   Z25-135上 録云……安穏者。常徳也。無衰無変故。微妙者。我徳也。随意自在
不可思議故。快楽者。楽徳也。但有自然快楽之音故。…… 

随聞記   Z28-185下 ○彼仏国土清浄安穏止無極之体　当証ヲ此通リニ顕ス。浄土聖衆ノ
色身ヲ顕ス経ナルガ。此中所居ノ処ヲ彼仏国土止泥洹之道ト云。 

敬信記   Z31-298上 清浄安穏等トハ正ク涅槃四徳ニ当ル。清浄ハ浄徳。安穏ハ常徳。無
衰無変ノ故ニ微妙トハ我徳。随意自在不可思議ヲ微妙ト云カ故ニ。
我ハ自在ヲ義トス。快楽トハ楽徳。 

集成記   Z33-45上 ○清浄安穏微妙快楽者。論曰。「清浄句。」又曰。「永離身心悩。受
楽常無間。」荘厳無諸難功徳成就相。則第一義諦妙境界相。 

指授鈔   Z34-314上 ○清浄安穏等　樹心ニハ。此八字ヲ涅槃ノ四徳ニ配スル。清浄ハ浄
徳ナリ。安穏ハ常徳ナリ。微妙ハ我徳ナリ。快楽ハ楽徳ナリ。微妙
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ハ我徳トハ云ヒ難シ。全体四徳ヲ無理ニ此文ニ当ツル故無理ナリ。
釈迦ガ四徳ノ思召デ説給フタコトカハ知ラヌ。私ハ清浄等ノ四字ガ
浄徳ニ当ル。煩悩ヲ離レタガ清浄ナリ。安穏ニハ二ノ生死ヲハナ
ルヽナリ。微妙等トハ楽徳ナリ。二ヲ挙ゲテ余ヲ摂スルナリ。 

樹心録   Z36-91下 安穏者。常徳也。無衰無変故安穏也。 

頂戴録   S7-84下 ― 

仰信録   S7-406上 師説に云く、清浄等とは略して四徳を示す、師説（浄信院）に云
く、清浄は是れ浄徳にして、『論』の清浄功徳是れなり、安穏とは
是れ常徳なり、無衰無変なるが故に、微妙とは是れ我徳なり、随意
自在不可思議を微妙と為るが故に、快楽とは是れ楽徳にして、無諸
難功徳是れなりと已上。国土即ち四徳を具するが故に、次於泥洹と
云ふ。 

一渧録   － － 

摘　解   S9-14下 初の中に、清浄とは是れ浄徳、安穏とは常徳、微妙とは我徳（随意
自在不可思議を微妙と曰ふ）、快楽とは楽徳なり、故に次於無為泥
洹と云ふなり。 

 
〈2-5〉証文類・還相廻向釈（『往生論註』） 表３-No.35 

報恩記   Z21-236上 ― 

徴　決   Z23-253上 安穏衆生者。衆生離二種生死。作心如上文義。可見。 

光融録   Z25-198上 ― 

随聞記   Z28-224下 ― 

敬信記   Z31-332上 ○二安清浄心　是第十一願ニ依テ得ル。衆生ノ苦ヲ抜テ安穏ナラシ
ムル心ナリ。必至滅度ヲ期スル心。是彼滅度一切衆生ヲ安穏ナラシ
ムル清浄処。故ニ自然ニ安清浄心ノ徳ヲ具ス。是ハ二乗ノ孤調自度
心ニ反顕ス。 

集成記   Z33-107下 ○菩提是安穏一切衆生清浄処下。註釈。亦三。初述菩提。亦非通途
三乗菩提。但是無上覚道之相。安穏一切衆生清浄処。則彼慈悲門。
畢竟安楽一清浄処。是曰菩提。 

指授鈔   Z34-366下 ― 

樹心録   Z36-96下 ― 

頂戴録   S7-89上 上は則ち菩提心の所離なり、今は則ち菩提心の所得なり、此も亦次
での如く第十八及び第十一、二十二願の徳に由る、其義解すべし。 

仰信録   S7-418下 ― 

一渧録   － － 
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摘　解   S9-36上 問ふ、安と楽と何の別あるや、答ふ、安とは抜苦の相に名く、苦を
脱るゝの処に即ち安穏を得るが故なり、楽とは更に快意の事を受く
るに名く〔傍註、此字は極楽の義を含むと知るべし、機相に約する
の釈を以て知るべし〕、文に得大菩提と云ひ、生彼国土と云ふもの
是れなり、前章の第二門の中に慈悲を釈して「抜苦与楽」と云ふと
雖も、彼与楽とはたゞ安穏を得しむるの謂にして今と異なり、第三
門の中に「遠離供養恭敬自身心」と云ふは、正しく与楽に当る、遠
離の反は、他をして供養恭敬を得しむるが故なり。 

 
〈2-6〉化身土文類末・外教釈（『大集経』日蔵分・魔王波旬星宿品）      表3-No.36 

報恩記   Z21-455下 ― 

徴　決   Z23-502下 初爾時。至已説竟。二十八行余。明古先聖人。安置大小星宿。又分
時節安穏衆生。 

光融録   Z25-455下 鈔三右云、……是明安置大小星宿。又分時節安穏衆生。 

随聞記   Z29-477下 分布スル仏意ハ。衆生ヲ安楽ニスル為メ。其為メハイツマテモ。生
死ニ置ク為メデ無シ。三宝ニ帰依セシメテ。生死ヲ離レ令メン為メ
ナリ。 

敬信記   Z31-653下 此レハ元来経文ヲミレハ。仏ノ命ヲ受テ分布シタモノニシテ。仏教
ニ随順シタル衆生ヲ守護スルカ役前ナリ。故ニ仏ヨリ分布セラレタ
モノニシテ。衆生ノ所帰トナルニハ非ス。分布セル仏意ハ。衆生ヲ
安楽ニスル為メナリ。其安楽ニスル意ハ。三界ニ置ニハ非ス。安楽
ニ送届ル為ナリ。是生死ヲ離ルヽ為ナリ。乃テ如来ノ三宝ニ帰セシ
ムルナリ。 

集成記   Z33-469上 ○善哉大德。安穏衆生者。是結答。大仙慈悲所為。有情衆生。普蒙
恩沢。噫乎大哉。 

指授鈔   Z35-223下 爾時一切至安穏衆生　　三天仙等ノ称讃天仙等驢唇ヲ称讃スル文
也。 

樹心録   Z36-140下 言是諸月等各有等者。初明安置星宿而安穏衆生也。 

頂戴録   S7-158下 ― 

仰信録   S7-572下 ― 

一渧録   S8-406下 ― 

摘　解   S9-183下 ― 

 
〈2-1〉行文類（『平等覚経』）、〈2-4〉証文類（『無量寿経』）、〈2-5〉証文類（『往
生論註』）、〈2-6〉化身土文類末（『大集経』）の用例について、それぞれ聞名の利
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益、真実証の成就相、菩提、星宿の安置に関する文脈の中で解釈されている。〈2-
2〉〈2-3〉では特に言及されていない。 
内容としては、涅槃の四徳のうちの常徳に配当して理解されている。また〈2-
5〉では第18願および第11・22願によって得られる徳とも理解されている。さら
に〈2-6〉は、佉盧蝨吒（聖人・大仙）の 
「汝可

シ

三救-二済
ス

四種
ノ

衆生
ヲ

一」（『聖典全書』Ⅱ-221/9） 
「如レ斯之

ノ

類、皆悉
ク

救
　ケム

レ之
ヲ

」（『聖典全書』Ⅱ-221/10） 
「我

レ

以
ノ

三安二楽
ヲ

諸
ノ

衆生
ヲ

一故
ニ

、布二置
ス

星宿
ヲ

一」（『聖典全書』Ⅱ-221/11） 
「如

キ

レ是
ノ

安二置
ス

日月・年時、大小星宿
シウヲ

一」（『聖典全書』Ⅱ-222/1） 
との言葉に対して、一切天人以下の言葉として示されている箇所に 
「皆

ナ

悉
ク

随喜
シ

安楽
　ナラム

。我等、善
ヨイ

哉
カナ

大德、安二穏
ス

衆生
ヲ

一」（『聖典全書』Ⅱ-222/14） 
と出る。星宿を安置し時節を分けることで衆生にもたらされる恩沢としての安楽を
もたらすことが「安穏」であると理解されている。 

おわりに 

本研究では、「安穏」の研究史を概観し、また浄土真宗聖典などを検索して、そ
の用例を網羅的に整理した。これによって確認できた点を指摘して、結びとした
い。 
①「安穏」は『法華経』『無量寿経』をはじめ、諸経にあらわれる語である。 
②日本古代の文献（古写経を含む）では、「安隠」から「安穏」に移行し、中
世以降、「安穏」が用いられる例が次第に増えていく。 
③日本中世では、人びとの現実的な願望、根源的な希求をあらわす語として用
いられた。 
④浄土真宗の聖教・史資料では、『無量寿経』をはじめ、異訳経典、七高僧撰
述、親鸞や存覚の著作、蓮如の言行録、法然関連資料などに用例がある。 
⑤「安穏」には〈仏国土〉、〈衆生の身心〉をあらわす意があり、動詞としても
用いられる。 
⑥『教行信証』引用文中の「安穏」は、講録や註釈において、涅槃の四徳（浄
楽我浄）のうち特に常徳と結びつけて理解される傾向が認められる。また
「安楽をもたらす」という意味での用例もある。 

今回は「安穏」の一語に絞って検討したが、なぜ親鸞が御消息に「安穏」の語を
用いたのかを理解するためには、お手紙一通の文脈の中で、また関連する御消息も
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含めて分析し ＊41、同時に、親鸞の思索全体の中に位置づけなければならない。そ
して、これまでどのように解釈されてきたのかをふまえつつ、現代社会に生きる者
として受けとめていくという課題もある。本研究が、真宗における平和研究、人間
観・世界観に関する研究の一助となれば幸いである。 
 

【註】 
＊１  『御消息集』広本⑺、略本⑵（『浄土真宗聖典全書』第2巻829頁）。『浄土真宗聖典
（註釈版）』所収の『親鸞聖人御消息』では第25通（783～784頁）。 
＊２   小野田氏前掲論文（165頁）。 
＊３   小野田氏前掲論文（165～173頁）。ここでは経典名のみ掲載。なお、中国や日本の
石刻や造像記として、『龍門石刻録』（北魏高慧造弥勒像記、北魏黄元徳等像弥勒像記、
北魏仙和寺尼道僧略造弥勒像記、北魏張道伯等十四人造弥勒像記、北魏比丘尼清信士清
信女等造釈迦像十六区記、北魏比丘尼道慧法盛等造多宝像記）、『釈迦仏造像記』、『法隆
寺旧蔵釈迦仏造像記』の用例も紹介されている。 

＊４   小野田氏前掲論文（172～173頁）。 
＊５   小野田氏前掲論文（180～183頁）。 
＊６   小野田氏前掲論文（185頁）。 
＊７   黒田俊雄『王法と仏法：中世史の構図』（220～222頁）。 
＊８   黒田氏前掲書（222～223頁）。 
＊９   黒田氏前掲書（238頁）。 
＊10   黒田氏前掲書（240頁）。 
＊11   黒田氏前掲書（240頁）。 
＊12   鳩摩羅什訳『妙法蓮華経』巻３に「是諸衆生聞是法已。現世安隠後生善処。以道受
楽亦得聞法。既聞法已離諸障礙。」（大正9.19b）とある。 

＊13   市川氏前掲書（８頁）。 
＊14   黒田氏前掲書（243～247頁）。 
＊15   鳩摩羅什訳『妙法蓮華経』巻５（大正9.43c）。 
＊16   義浄訳『金光明最勝王経』巻８に「率土常豐樂　國土得安寧」（大正16.444a）とあ
る。当該箇所の『大正蔵』校異では、宮本（宮内庁図書寮蔵の宋版一切経本）は「国
土」を「国主」とする。 

＊17   市川氏前掲書（13頁および31頁註５）。 
＊18   智顗『法華文句』巻7上（大正34.93b～c）。 
＊19   市川氏前掲書（14頁）。 
＊20   市川氏前掲書（16頁）。 
＊21   内藤昭文氏の「世の中安穏なれ、仏法ひろまれ」（『宗報』2008年２月号巻頭言
「親鸞聖人750回忌に向けて⑳」、『龍谷教学』51〈龍谷教学会議、2016年〉所収の第51
回大会シンポジウム「宗教と平和」の資料〈226～261頁〉参照）によれば、「安穏（安
隠）」は、玄奘以後の新訳ではクシェーマ（ksema）の訳語として一般的であり、それ以
前は「寂静」と同じくシャーンティ（santi）の訳語でもあるとされる。その他、栗山俊
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之「本願寺派教団と親鸞の「世のなか安穏なれ」―親鸞聖人七百五十回大遠忌九州地区
法要を通して（1）―」（『筑紫女学園大学・筑紫女学園大学短期大学部紀要』6、2011
年）、栗山俊之「本願寺派教団と親鸞の「世のなか安穏なれ」―親鸞聖人七百五十回大
遠忌九州地区法要を通して（2）―」（『筑紫女学園大学・短期大学部人間文化研究所年
報』22、2011年）がある。 

＊22   平和の考察に関するものとして、新野和暢「安穏から問われる平和」（『ともしび』
2023年２月号）がある。また真宗の実践論において言及される場合があり、例えば内
藤知康「親鸞における実践の論理構造」（『真宗学』75・76、1987年）においては、親
鸞の著作における念仏者の実践に関する言及として『親鸞聖人御消息』（『浄土真宗聖典
（原典版）』所収本）６か所を挙げるうちの第５に例示している。 
＊23   市川氏前掲書（21頁）。 
＊24   東京大学史料編纂所データベース（https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/）。2025
年10月29日最終閲覧。 

＊25 『鎌倉遺文』7巻389頁（文書番号5261、嘉禎４年６月日）。 
＊26 『鎌倉遺文』12巻8頁（文書番号8526、吾妻鏡文応元年６月12日条）。 
＊27 『平安遺文』８巻3253頁（文書番号4336、大同４年２月17日）、『同』８巻3277頁
（文書番号4383、弘仁４年10月26日）。 
＊28 『鎌倉遺文』８巻23頁（文書番号5385、暦仁２年４月25日）。 
＊29 『鎌倉遺文』13巻143頁（文書番号9484、文永３年正月11日）、『同』13巻426頁
（文書番号10310、文永5年10月11日）、『同』14巻199頁（文書番号10742、文永７年
11月28日）、『同』14巻389頁（文書番号11040、文永９年５月25日）、『同』15巻109
頁（文書番号11275、文永10年５月日）ほか。 

＊30 『鎌倉遺文』43巻271頁（文書番号50570、備後国世羅町永寿寺木造阿弥陀如来座
像胎内墨書）。 

＊31 『鎌倉遺文』６巻85頁（文書番号3746、大般若経巻六百奥書）。 
＊32 『鎌倉遺文』11巻171頁（文書番号8011、親鸞聖人御消息集）。 
＊33 『親鸞聖人著作用語索引―教行信証の部―』（1966年刊）と『親鸞聖人著作用語索
引―和漢撰述の部』（1971年刊）を縮刷・合冊した〈縮刷版〉（龍谷大学真宗学会研究
室、1996年）を参照した。 

＊34   浄土真宗聖典オンライン検索システム（https://j-soken.net/）2025年10月29日最
終閲覧。 

＊35 「善導大師五部九巻」（『浄土真宗聖典全書』第１巻所収）の対校本は、甲本：大谷
大学蔵鎌倉時代刊本、乙本：龍谷大学（写字台旧蔵）室町時代刊本、丙本：本派本願寺
蔵版『七祖聖教』所収本。 

＊36   SAT2018（https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT2018/master30.php）。2025年12月24
日閲覧。 

＊37 『浄土真宗聖典全書』第２巻134頁。『教行信証』の底本は真宗大谷派蔵親鸞真筆本
（坂東本）、対校本は、甲本：本派本願寺蔵鎌倉時代書写本（西本願寺本）、乙本：高田
派専修寺蔵真仏書写本（専修寺本）、丙本：本派本願寺蔵存如授与本、丁本：本願寺蔵
版である。 

＊38   なお、「オダシ」に類する訓として、「安」には「オダヤカ」（『訓点語彙集成 別巻
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漢字索引』143頁）、「隠」には「オダカヤ」（『同』582頁）、「穏」には「ウダヒカ」「オ
ダヒカ」「オダヤカ」、「穏」には「ヤスシ」「ヤスムズ」「ヤスラカ」の訓があり（『同』
296頁）、「安」の意に通ずると考えられる。 

＊39 『真宗全書』（妻木直良編、蔵経書院、1913～16年。なお巻・頁数を示す際に「Z」
と略称）では、道隠『大無量寿経甄解』（甄解）、性海『無量寿経顕宗疏』（顕宗疏）、慧
雲『大経安永録』（安永録）、頓慧『教行信証報恩記』（報恩記）、興隆『顕浄土真実教行
証文類徴決』（徴決）、景耀『顕浄土真実教行鈔文類講疏』（光融録）、僧叡『教行信証文
類随聞記』（随聞記）、善譲『顕浄土教行証文類敬信記』（敬信記）、芳英『教行信証集成
記』（集成記）、法海説・圓龍記『本典指授鈔』（指授鈔）、智暹『教行信証文類樹心録』
（樹心録）を対象とした（括弧内は各書の略称）。 
＊40 『真宗叢書』（真宗叢書編輯所編、前田・是山両和上古稀記念会、1927～31年。な
お巻・頁数を示す際に「S」と略称）では、峻諦『仏説無量寿経会疏』（会疏）、法霖
『大無量寿経要解』（要解）、柔遠『教行信証頂戴録』（頂戴録）、円月『本典仰信録』（仰
信録）、僧鎔『本典一渧録』（一渧録）、義山『教行信証摘解』（摘解）を対象とした（括
弧内は各書の略称）。 

＊41   市川氏前掲書（42頁）では、『親鸞聖人御消息集』第２通のほか、関東の初期真宗
教団で起きた問題についての事情を伺うことのできる御消息として、『古写書簡』第３
通、『末灯抄』第19・20通、『親鸞聖人御消息集』第４・５・６・７・８通、『親鸞聖人
血脈文集』第２通などを挙げている。また、註22内藤知康氏の論文のように、御消息中
の念仏者の実践に関する言及を総合的に見直す視点も重要であろう。

（29）

「安穏」に関する基礎的研究



 

仏教および真宗の人間像・人間観に関する基礎的研究 
 

冨 島 信 海 ・ 遠 山 信 証  

はじめに 

戦後80年を迎えた2025年、浄土真宗本願寺派は、「平和に関する論点整理（戦
後80年版）」（『宗報』2025年３月号）を公表し、７つの平和貢献策を提示した。
そのうち、④「人間像の点検～互いの「いのち」を尊重し、支え合う～」では、「仏
教や真宗の教えに基づいて人間とは何者であるかを理解し、ともに「いのち」を尊
重できる社会を実現する」ことを目標として掲げ、その具体策として、真宗の世界
観や人間観に関する研究、ジェンダー問題など、現代の諸課題に即した研究および
実践を挙げている。 
そこで本研究では、仏教および真宗の人間像・人間観として、近代以降に形成さ

れてきた人間の規範（モデル）や教化団体の動向、教理・思想としての人間理解に
関する研究資料を収集・整理するとともに、主要な研究内容と研究動向を概観する
ことを目的とする。 
まず、「１．仏教および真宗の人間像に関する研究」では、仏教婦人会・仏教青

年会・仏教少年会などの戦前・戦時下の教化団体による奉公活動が、1996（平成
８）年に公表された「「戦後問題」検討委員会答申」において、教団の具体的戦争
協力および教団の今日的課題の一つとして取り上げられていることを確認した。続
いて、仏教婦人・女性、仏教青年、仏教少年・少女に関する主要な研究を取り上げ
てその内容を概観し、あわせて関連する研究書籍・論文の目録を掲載した。 
次に、「２．仏教および真宗の人間観に関する研究」では、1960年代以降、「人

間観」を主題とする学術雑誌や論文集などを通して、仏教および真宗の人間観に関
する研究成果が多様に蓄積されてきたことを確認した。そのうえで、戦後50
（1995）年以降の仏教および真宗の人間観に関する主要な研究を取り上げてその内
容を概観し、あわせて同時期の関連する研究書籍・論文の目録を掲載した。 
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なお、それぞれの研究に関する文献目録（2025年12月時点）の作成にあたって
は、国立国会図書館サーチ（NDL サーチ、https://ndlsearch.ndl.go.jp/）、CiNii 　
Research（国立情報学研究所、https://cir.nii.ac.jp/）、INBUDS（日本印度学仏教学
会データベースセンター・インド学仏教学論文データベース、https://www.inbuds.　
net/）などを活用し、おおむね戦後50（1995）年以降の研究書籍・論文を中心に
掲載した。各項目の構成においては、研究史の展開や論点が見渡せるよう、キーワ
ードを設定し、網羅的かつ体系的な整理に努めた。 

１．仏教および真宗の人間像に関する研究 

1995（平成７）年に本願寺で修行された終戦50周年全戦没者総追悼法要をうけ
て、同年に設置された「戦後問題」検討委員会は、翌1996（平成８）年に「「戦後
問題」検討委員会答申」を公表した。「答申」では、本願寺教団が戦争に協力した
実態（10項目）や、今日的課題（８項目）が明らかにされ、そのなか、戦時の教
化団体による奉公活動とその課題について、次のように記されている。 
 
【教団の具体的戦争協力について】 

第４に、仏教婦人会・仏教青年会・仏教少年会など教化団体が、戦時奉公
活動を担った。 

【教団の今日的課題について】 
第５に、仏教婦人会・仏教青年会などの活動内容、そこでの「国体」護
持・奉公を尊んだ「画一的な人間像」が、敗戦後においても継承されてい
るのかどうかを検証し、現代の平和と人権に関わる多様な女性・青年・少
年少女などの課題を関係機関が協議すべきである。 
（「「戦後問題」検討委員会答申」『ブックレット基幹運動No.10　平和
シリーズ２　写真に見る戦争と私たちの教団～平和を願って～』54
～57頁、2000年、本願寺出版社） 

 
近年、明治期以降における仏教・真宗関係の「婦人」・「女性」・「青年」・「少年」

「少女」に関する多くの資料や論考が発表されている。本節では、上記の記述に着
目し、近代以降の「婦人」・「女性」・「青年」・「少年」「少女」に関わる組織や教化
団体の動向を知ることのできる研究資料を収集・整理した。 
まず、次の五書をてがかりに、研究の現況を概観する。 
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　①大谷栄一・菊地暁・永岡崇（編著）『日本宗教史のキーワード―近代主義を超
えて―』（慶應義塾大学出版会、2018年） 

　②大谷栄一・吉永進一・近藤俊太郎（編）『増補改訂近代仏教スタディーズ―仏
教からみたもうひとつの近代―』（法藏館、2023年） 

　③本願寺史料研究所（編）『増補改訂 本願寺史』第３巻（本願寺出版社、2019
年） 

　④本願寺史料研究所（編）『増補改訂 本願寺史』第４巻（本願寺出版社、2025
年） 

　⑤浄土真宗本願寺派少年連盟日曜学校沿革史編纂委員会（編）『日曜学校沿革史
―本願寺派少年教化の歩み―』（浄土真宗本願寺派少年連盟、2008年） 
 
①は、日本宗教史研究の中で、これまであまり取り上げられてこなかったテー

マ・キーワードについて紹介した書である。冒頭の座談会「日本宗教史像の再構築
に向けて」では、南山宗教文化研究所発行 Japanese Journal of Religious 
Studies,Vol.44,No.1（2017）の特集号「Gendering Religious Practices in Japan」
（川橋範子・小林奈央子（編））、川橋範子『妻帯仏教の民俗誌―ジェンダー宗教学
からのアプローチ―』（人文書院、2012年）が紹介され、女性・ジェンダーは重要
な視点であるにもかかわらず、きちんと扱われてこなかったことが指摘されてい
る。また、小林奈央子「女人禁制」（③エージェント――担い手、202頁）では、
現代において「女人禁制」が継承される事例が紹介され、日本の宗教教団における
問題性や、ジェンダー視点の重要性が説かれている。 
②は、近代社会に影響を与えた「近代仏教」の歴史と周辺を描いた入門書であ

る。第３章「よくわかる近代仏教の世界」に「仏教と女子教育」（第８節「新たな
研究領域を探求する」６、170頁）、第４章「近代仏教ナビゲーション」に「女性
仏教者――信仰に生きた姿」（第１節「初心者のための人脈相関図」12、233頁）、
「近代仏教とジェンダー――女性と家庭」（第２節「初心者のためのブックガイド」
17、273頁）が取り上げられている。「近代仏教とジェンダー」において、碧海寿
広氏は、「文化や社会によって異なる男女観や性差別の問題について考えるジェン
ダーの視点は、近代の日本仏教を論じるうえでも欠かせない」（273頁）と述べて
いる。 
③は、幕末維新期から昭和初期までの本願寺教団の歴史を概説した書である。第

４章「近代布教制度の展開」において、「仏教婦人会・仏教青年会の成立」（337
頁）および「日曜学校の成立」（357頁）について記されている。 
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④は、③の続巻で、1933（昭和８）年頃から2000（平成12）年までの本願寺
教団の歴史が概説された書である。第１章「戦時期本願寺のあゆみ」において、
「仏教婦人会・仏教青年会・日曜学校」、第５章「布教制度と教化団体」において、
「仏教婦人会総連盟」、「仏教青年連盟」、「日曜学校・少年連盟」「スカウト指導者
会」「仏教壮年会連盟」の戦後の動向が記されている。 
⑤は、本願寺派における仏教少年教化の歴史をまとめた書である。「発刊によせ
て」（杉山雲来）には、 
この「沿革史」には、私ども宗門における「負の遺産」とも言うべき事項につ
いても、それをごまかすことなく点検し、今後の少年教化に誤りなきを期した
いという編纂所期の願いから、戦時下における子どもたちあるいは日曜学校を
取り巻く状況について、この度の宗令の「依用しない」というのに該当するも
のが数点掲載されております。……                                                        （ⅱ頁） 

と記され、戦時下における宗門の少年教化の歩みを批判的に点検し、今後の少年教
化のあり方を正していこうとする編集方針が示されている。同書は、「第１部 黎明
期（明治～戦時中）」「第２部 日曜学校運動の再出発（戦後～昭和50年頃）」「第３
部 新たな歩みへ（昭和五十年頃～）」の３部で構成されており、とりわけ第１部第
３章「戦時体制下の日曜学校」では、戦時下における日曜学校の活動実態や少年・
少女の教化について明らかにされている。 
 
以下、仏教婦人・女性、仏教青年、仏教少年・少女に関する研究書籍・論文の目
録を掲載する。 
 

《仏教婦人・女性（資料・専門書）》 
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著者・編者 

千葉乗隆（編） 
 

近代女性文化史研究
会（編） 

小山静子 

中西直樹 

中村生雄 

川橋範子 
 

書名 

仏教婦人会百五十年史 
 

婦人雑誌の夜明け 
 

家庭の生成と女性の国民化 

日本近代の仏教女子教育 

肉食妻帯考―日本仏教の発生― 

妻帯仏教の民族誌―ジェンダー宗教学からの
アプローチ― 

出版社 

仏教婦人会
総連盟 

大空社 
 

勁草書房 

法藏館 

青土社 

人文書院 
 

発行年 

1982 
 

1989 
 

1999 

2000 

2011 

2012 
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岩田真美・中西直樹
（編） 
 

那須英勝・本多彩・
碧海寿広（編） 

丹羽宣子 
 

岩田真美・中西直樹
（編） 

中西直樹 
 
 

鈴木正崇 
 

鈴木正崇

仏教婦人雑誌の創刊（龍谷大学仏教文化研究
叢書36［シリーズ］近代日本の仏教ジャー
ナリズム第２巻） 

現代日本の仏教と女性―文化の越境とジェン
ダー―（龍谷大学アジア仏教文化研究叢書８） 

〈僧侶らしさ〉と〈女性らしさ〉の宗教社会
学―日蓮宗女性僧侶の事例から― 

近代真宗「女性教化」資料集成 編集復刻版
（全10巻） 

真宗女性教化雑誌の諸相（龍谷大学ジェンダ
ーと宗教研究叢書１［シリーズ］近代日本の
仏教ジャーナリズム第３巻） 

女人禁制の人類学―相撲・穢れ・ジェンダ
ー― 

女人禁制

法藏館 
 
 

法藏館 
 

晃洋書房 
 

三人社 
 

法藏館 
 
 

法藏館 
 

講談社学術
文庫

2019 
 
 

2019 
 

2019 
 

2020 
 

2021 
 
 

2021 
 

2022 

著者 

千葉乗隆 
 

赤松徹真 
 
 

石月静恵 
 
 

佐賀枝夏文 
 

福島栄寿 
 
 

川並宏子 
 

碧海寿広 
 

論文名 

仏教における女性組織の近代
化―婦人教会の設立運動― 

近代天皇制下の西本願寺教団
と「婦人教会」・「女子教育」
論 

近代日本の仏教婦人会につい
て―岐阜県に関する史料紹介
を中心に― 

大谷派婦人法話会編『婦徳』
総目次 

仏教婦人雑誌『家庭』にみる
「家庭」と「女性」―「精神
主義」のジェンダー― 

Ⅰジェンダーから見る宗教―
１仏教― 

近代仏教とジェンダー―女性
信徒の内面を読む― 

頁 

23-44 
 

479-496 
 
 

117-129 
 
 

99-172 
 

170-221 
 
 

22-36 
 

150-176 
 

発行年 

1982 
 

1992 
 
 

2000 
 
 

2001 
 

2003 
 
 

2007 
 

2014 
 

掲載誌・巻号 

龍谷大学論集421 
 

龍谷史壇99 
 
 

桜花学園大学研究紀要２ 
 
 

真宗総合研究所紀要20 
 

思想史としての「精神主
義」（日本仏教史研究叢
書） 

ジェンダーで学ぶ宗教学 
 

近代仏教のなかの真宗―
近角常観と求道者たち―

《仏教婦人・女性（論文ほか）》
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リ チ ャ ー
ド・ジャフ
ィ、前川健
一（訳） 

中西直樹 
 

中西直樹 
 
 

中西直樹 
 
 
 

中西直樹 
 
 

中西直樹

 

限りなく在家に近い出家 
 
 
 

近代仏教婦人会の興起とその
歴史的意義 

女性教誨師の任用とその実情
―近代本願寺派に見る女性教
化者の系譜（１）― 

女性教化者「女教士」の任用
と養成機関の変遷―近代本願
寺派に見る女性教化者の系譜
（２）― 

女性僧侶の登場とその背景―
近代本願寺派に見る女性教化
者の系譜（３）― 

〈真宗連合学会第69回大会記
念講演〉近代真宗「女性教
化」の諸相（特別付録展示）
の解説 

 

366-385 
 
 
 

50-65 
 

61-82 
 
 

27-56 
 
 
 

55-71 
 
 

343-366

 

2014 
 
 
 

2017 
 

2020 
 
 

2020 
 
 
 

2021 
 
 

2024

（日本仏教史研究叢書） 

ブッダの変貌―交錯する
近代仏教―（日文研叢
書） 
 

龍谷大学仏教文化研究所
紀要56 

仏教史研究58 
 
 

龍谷大学論集496 
 
 
 

人間・科学・宗教総合研
究センター研究紀要１ 
 

真宗研究68 
 

《仏教青年（書籍）》

著者・編者 

浄土真宗本願寺派保育連
盟保育資料500号記念誌
編集実行委員会（編） 

早稲田大学仏教青年会久
遠編集部（編） 

東京大学仏教青年会（編） 
 

中西直樹（編） 
 

中西直樹（編） 
 

中西直樹 他（編） 

書名 

保育資料500号のあゆみ 保育資料500
号記念誌 
 

久遠．研究論文集―早稲田大学仏教青年
会々誌― 

財団法人東京大学仏教青年会創立九十周
年記念誌 

仏教植民地布教史資料集成 編集復刻版
〈朝鮮編〉全７巻 

仏教植民地布教史資料集成 編集復刻版
〈台湾編〉全６巻 

汎太平洋仏教青年会大会関係資料（龍谷

出版社 

浄土真宗本
願寺派保育
連盟 

早稲田大学
仏教青年会 

東京大学仏
教青年会 

三人社 
 

三人社 
 

不二出版 

発行年 

2000 
 
 

2010 
 

2010 
 

2013 
 

2016 
 

2016 
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中西直樹 他（編） 
 
 
 

中西直樹 野世英水 大澤
広嗣（監修） 

中西直樹 他（編） 
 
 
 

寺川智祐（編）

大学アジア仏教文化研究叢書１ 編集復
刻版 資料集・戦時下「日本仏教」の国
際交流 第１期 第１～２巻） 

南方仏教圏との交流（龍谷大学アジア仏
教文化研究叢書２ 編集復刻版 資料集・
戦時下「日本仏教」の国際交流 第２期
第３～５巻） 

仏教植民地布教史資料集成 編集復刻版
〈満州・諸地域編〉全８巻 

全日本仏教青年会連盟機関誌『青年仏
徒』（龍谷大学アジア仏教文化研究叢書
５ 編集復刻版 資料集・戦時下「日本仏
教」の国際交流 第４期 第８～９巻） 

広島大学仏教青年会110年の歩み―近代
日本精神史の記録―

 
 
 

不二出版 
 
 
 

三人社 
 

不二出版 
 
 
 

方丈堂出版

 
 
 

2016 
 
 
 

2016
～17 

2018 
 
 
 

2020

《仏教青年（論文）》

著者 

中西直樹 
 

渡辺章悟 

吉永進一 
 

大谷栄一 
 
 
 

中西直樹 
 

太田宗志 
 
 

三浦周 
 
 

中西直樹 

論文名 

明治前期の仏教少年教会 
 

明治の仏教と仏教青年会運動 

〈清沢満之研究会〉明治の仏教
青年―新しい仏教運動への道― 

妹尾義郎と新興仏教青年同盟の
反戦・平和運動 
 
 

近代仏教青年会の興起とその実
情 

團藤重光と東京帝国大学仏教青
年会―関係史料の紹介と仮目録
― 

近代における仏教青年会運動の
射程―〈青年〉および〈新仏教〉
概念― 

明治・大正期東京の青年仏教者

頁 

37-50 
 

76-109 

102-128 
 

73-104 
 
 
 

123-160 
 

131-137 
 
 

327-356 
 
 

3-39 

発行年 

1994 
 

2010 

2013 
 

2015 
 
 
 

2017 
 

2018 
 
 

2019 
 
 

2020 

掲載誌・巻号 

研究紀要（京都女子大学
宗教・文化研究所）７ 

仏教文化49 

現代と親鸞26 
 

アジアの社会参加仏教―
政教関係の視座から―
（現代宗教文化研究叢書
005） 

令知会と明治仏教（龍谷
叢書41） 

龍谷大学社会科学研究年
報48 
 

仏教文化学会紀要27 
 
 

仏教文化研究論集20 



（小結） 
これまでの仏教・真宗関係の「婦人」・「女性」・「青年」・「少年」「少女」に関す
る研究の蓄積によって、従来、十分に顧みられることの少なかった教化団体の位置
づけや、制度・教育・教化実践の実態が、具体的に明らかにされつつある。 
今後は、こうした成果の内実をもとに、「「戦後問題」検討委員会答申」が「教団
の今日的課題」の一つとして掲げた、仏教婦人会・仏教青年会などの活動内容の実
態把握や、そこで形成された「国体」の護持・奉公を尊ぶ「画一的な人間像」が、
敗戦後においても継承されているのか否かの検証、さらには、現代の平和と人権に
関わる多様な女性・青年・少年少女の課題について関係機関が協議を深めていくた
めの基盤を整えていくことも可能となってくるのではないかと考えられる。 
その意味において、本節で収集・整理した研究資料は、これまで蓄積されてきた
研究成果の内実を一つひとつ確認・共有していくための重要な土台として位置づけ
られるだろう。 
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野世英水

―徳風会から東京大学仏教青年
会へ― 

日中戦争下における日・「満」
仏教者の交流―第二回汎太平洋
仏教青年会大会への参加をめぐ
って―

 
 

63-100

 
 

2024

 
 

仏教史研究62

《仏教少年・少女（書籍）》

著者・編者 

浄土真宗本願寺派少年連盟日曜
学校沿革史編纂委員会（編）

書名 

日曜学校沿革史―本願寺派少年
教化の歩み―

出版社 

浄土真宗本願
寺派少年連盟

発行年 

2008

《仏教少年・少女（論文）》

著者 

中西直樹

論文名 

近代仏教少年教会の興起とその
実情 

頁 

161-193

発行年 

2017

掲載誌・巻号 

令知会と明治仏教（龍谷
叢書41）



２．仏教および真宗の人間観に関する研究 

２．１．仏教および真宗の人間観に関する学術雑誌・論文集の発刊 
仏教および真宗の人間観に関する研究は、これまで継続的に行われており、「人

間観」を主題とする学術雑誌や論文集などを通して、多様な成果が蓄積されてき
た。 
たとえば、1960年代には、日本仏教学会において「仏教の人間観」という課題

が設定され、学会誌『日本仏教学会年報』第33号（1968年）には、初期仏教や大
乗仏教の人間観をはじめ、中国の懐感や臨済義玄、日本の聖徳太子・最澄・空海・
源信・瑩山紹瑾・法然・親鸞・証空・日蓮など、東アジアの学僧の人間観について
論じた計23本の論文が掲載されている。 
また、続く1970年代には、三枝充悳・中村元・長尾雅人（編）『講座仏教思想』

第４巻（理想社、1975年）において「人間論　心理学」というテーマが掲げられ、
仏教の人間観に関する論攷として、中村元「仏教における人間論」、塩入良道「シ
ナ仏教における人間論」、結城令聞「浄土教の人間論」、柳田聖山「禅における人間
論の形成」など、インド・中国・日本における仏教の人間観に関する論攷４編が収
録されている。また、1977年～81年にかけて刊行された『講座親鸞の思想』シリ
ーズ（教育新潮社、全10巻）では、第１巻「親鸞の思想からみた人間と宗教」
（1977年）、第３巻「如来（アミダ）の救いとその対象」（1980年）、第４巻「如来
（アミダ）に救われた人間」（1977年）などにおいて、真宗の人間観が多角的に論
じられている。 
さらに1980年代には、インド・中国・日本の仏教における人間観の特質を明ら

かにすることを企図した前田専学（編）『東洋における人間観―インド思想と仏教
を中心として―』（東京大学出版会、1987年）が刊行され、1990年代には、東北
大学印度学講座創設六十五周年を記念して編まれた『インド思想における人間観―
東北大学印度学講座六十五周年記念論集―』（平楽寺書店、1991年）が出版されて
いる。 
2000年代に入ると、大正大学綜合仏教研究所の仏教的人間学研究会から『仏教

の人間観』（大正大学綜合仏教研究所叢書17、北樹出版、2007年）が刊行され、
西洋哲学において人間の理性を中心に展開されてきた「人間学」に「仏教的」視点
を融合させた「仏教的人間学」（ダンマに基づいた最上の理性の追求）という視座
が提示された。さらに2010年代には、日本仏教学会において再び「人間」を主題
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とするテーマが２年続けて設定され、『日本仏教学会年報』第82号（2017年）で
は、「人間とは何か―人間定義の新次元へ（一）―仏教における『人間』定義の諸
相―」が、同第83号（2018年）では、「人間とは何か―人間定義の新次元へ（二）
―仏教から見る『人間』定義の新次元―」がそれぞれテーマとして掲げられてい
る。 
 
２．２．仏教の人間観に関する研究 
ここでは、戦後50（1995）年以降の仏教の人間観に関する主要な研究を取り上
げ、その内容について概観する。 
 
　①武邑尚邦「〈真宗連合学会第44回大会記念講演〉仏教の人間観―衆生論考―」
（『真宗研究』42、1998年） 

　②安藤光慈・小堀聡・師茂樹・松尾宣昭「〈龍谷教学会議第53回大会シンポジウ
ム〉人間とはなにか―科学者と仏教者の対話を通して―」（『龍谷教学』53、
2018年） 

　③平岡聡「〈第30回真宗教学学会講演〉仏教の人間観―〈いのち〉から考える
―」（『真宗教学研究』44、2023年） 
 
①は、真宗連合学会第44回大会の武邑尚邦氏による記念講演「仏教の人間観―
衆生論考―」の講演録である。本講演では、個々の人間は自らの人生に責任をもっ
て生きるべきであるという「責任」を担いつつも、縁起を自覚することによって、
さまざまな縁によって生かされているという「感謝」の念をもって生きるべきであ
るという人間観が提示されている。またそれと同時に、その責任と感謝に根差す生
き方をつねに顧みながら、自身の生き方を問い直す「内省」に支えられた人間観を
形成していくことの重要性が論じられている。 
②は、龍谷教学会議第53回大会におけるシンポジウム「人間とはなにか―科学
者と仏教者の対話を通して―」の記録である。本シンポジウムでは、浄土真宗本願
寺派司教の安藤光慈氏の司会のもと、科学・仏教・浄土真宗の各立場から小堀聡
氏・師茂樹氏・松尾宣昭氏が登壇し、科学者と仏教者の対話を通して、「人間とは
なにか」という点について議論されている。このうち、師氏の発題「仏教教理から
見た人工知能と生命」では、仏教教理における生命の定義を手がかりに、人工知能
を有情（生命体）とみなしうるのか、また、生命体のように見える人工物があった
ときに、我々にそれが生命体かどうか判断できるのかという点について論じられて
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いる。なお、師氏はその後、「衆生としての人間―仏教における人間中心主義批判
的側面―」（『日本仏教学会年報』86、2022年）という論文を公表しており、ここ
では仏教の衆生観を踏まえて、人工知能や生命科学をめぐる議論で前提とされがち
な「人間中心主義」を問い直す視点が提示されている。 
③は、第30回真宗教学学会の平岡聡氏による講演「仏教の人間観―〈いのち〉

から考える―」の講演録である。本講演では、日本仏教の生命観に依拠しつつ、
「いのち」の範疇を人間に限らず動植物やモノにまで広げて捉え直し、人間による
「いのち」の軽視が顕在化する現代社会を前に、仏教者としてその現実を真摯に受
け止めながら、「いのち」という視点から人間自身の在り方を見つめ直すことの必
要性を論じている。 
 
２．３．真宗の人間観に関する研究 
ここでは、戦後50（1995）年以降の真宗の人間観に関する主要な研究を取り上

げ、その内容について概観する。 
 

　④宇野順治 他「〈宗学院共同研究〉浄土真宗の人間観」（『宗学院論集』74、
2002年） 

　⑤普賢晃壽「〈真宗連合学会第56回大会記念講演〉真宗者の人間像―教学背景を
中心として―」（『真宗研究』54、2010年） 

　⑥内藤知康「〈龍谷教学会議第53回大会記念講演〉浄土真宗の人間観」（『龍谷教
学』53、2018年） 
 
④は、1998（平成10）年から2000（平成12）年にかけて進められた浄土真宗

本願寺派宗学院の共同研究「浄土真宗の人間観」の成果物である。まえがきによれ
ば、この共同研究は、宗学院に所属する約30名の研究生・研究員が三班に分かれ
て「性得の機」「受法の機」「所被の機」など、「機」を問題としたテーマを掲げ、
さらに各班の中で新たな問題を分担・発表して討議したものであるとされる。ここ
では、具体的なテーマとして、「差別問題と業論―性得の機―」「生命観と仏性論―
受法の機―」「現代人と悪人正機〈悪人正機の現代的意義〉―所被の機―」などが
掲げられている。 
⑤は、真宗連合学会第56回大会の普賢晃壽氏による記念講演「真宗者の人間像

―教学背景を中心として―」の講演録である。本講演では、親鸞が「真仏弟子」
「難化の三機」として示した真宗者の人間像の教学背景に焦点を当て、明恵による
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法然批判や、最澄・徳一の三一権実論争が比叡山に及ぼした影響など、当時の鎌倉
旧仏教の動向との関係からその意義について論じられている。 
⑥は、龍谷教学会議第53回大会の内藤知康氏による記念講演「浄土真宗の人間
観」の講演録である。本講演では、「成仏道を歩む者として人間をどのように見て
いくのか」という点を浄土真宗の人間観の基本に据えた上で、「成仏道を歩む者と
しての人間」には、迷いから悟りへ進むのに役立つ能力は何一つ持っていない存在
（罪悪深重・地獄一定の人間）としての側面と、阿弥陀仏のはたらきによって成仏
が決定した存在（正定聚・弥勒と同じ・諸仏と等し）としての側面とがあることが
論じられている。さらに本講演では、「成仏道を歩む者」は日常生活をどのように
営むべきかという問題についても言及されている。なお、龍谷大学の真宗学科で開
講された「真宗学概論」の講義を基礎として編まれた「基礎から学ぶ浄土真宗」シ
リーズ（全３巻）の第１巻『阿弥陀仏と浄土―親鸞が歩んだ道―』（法藏館、2023
年）の第６章「阿弥陀仏に救われる人間―親鸞の人間観―」や、第２巻『信心と利
益―救いのよろこび―』（法藏館、2024年）の第３章「救われがたき者の救い」、
第６章「念仏者の生活」などにも、親鸞の人間観に関する内容が論じられている。 
以下、戦後50（1995）年以降の仏教および真宗の人間観に関する研究書籍・論
文の目録を掲載する。 
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（小結） 
以上の整理から、仏教および真宗の人間観に関する研究は、戦後を通じて継続的
に蓄積され、近年は学術雑誌・論文集における特集や共同研究の成果として公表さ
れてきたことが確認できる。とりわけ、1960年代に日本仏教学会が「仏教の人間
観」というテーマを設定して以来、インド・中国・日本の横断的な概観が進めら
れ、2000年代以降は「仏教的人間学」といった枠組みも提示されるなど、人間理
解をめぐる議論は多面的に深化してきた。 
本節で収集・整理した研究資料は、こうした研究史の見通しを与えるとともに、
主要な論点の把握を可能にし、今後の検討を進めるための重要な基盤となるだろ
う。とりわけ、縁起の自覚にもとづく責任・感謝・内省を軸に人間の生き方を捉え
直す視点や「人間中心主義」を前提とする発想そのものを問い返す視点、あるいは
「いのち」という視点から人間自身の在り方を考え直す視点、さらには「成仏道を
歩む者」として念仏者が日常生活をいかに営むべきかという実践的課題は、本研究
の冒頭に掲げた平和貢献策④「人間像の点検～互いの〈いのち〉を尊重し、支え合
う～」が掲げる「仏教や真宗の教えに基づいて人間とは何者であるかを理解し、と
もに「いのち」を尊重できる社会を実現する」という目標に取り組む上で、有効な
てがかりを与えるものといえよう。 
今後は、こうした研究成果を踏まえつつ、互いの「いのち」を尊重することので
きる社会の実現に向け、仏教および真宗の人間観がいかなる視座を提示しうるのか
を、資料に基づき継続的に検討していくことが求められる。
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